
 

令和２年 10 月 29 日 

広 域 防 災 局 

 

 

関西圏域における新型コロナウイルス感染症への対応等について 

（第 10 回 関西広域連合 新型コロナウイルス感染症対策本部会議） 

 

【議事】 

 

 ・ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症への発生状況等について 

 

 

 ・ 新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等について 

 

 

 

 

［資 料］ 

 別添１-１ 関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況 

 別添１-２ 関西府県の対処方針 

別添１-３ 構成団体の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の状況 

 別添２   新型コロナウイルス感染症に係る検査・医療体制等 

別添３   全国知事会緊急提言等 
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関西圏域における新型コロナウイルス感染症の発生状況 
 

１．感染者の現状                               10 月 25 日 0:00 時点  

区 分 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 計 ％ 

感染患者数 

(6月16日以降の新規感染者) 

537 

(437) 

1,971 

(1,611) 

11,976 

(10,189) 
3,126 

 (2,427) 

625 

(533) 

270 

(207) 

35 

(32) 

164 

(159) 

18,704 

(15,595) 
100 

全療養者 18 76 ※2 615 ※2 140 23 17  11 900 4.8 

内
訳 

入
院 

重症 ※1   23 17 2    42 0.2 

中等症・ 

軽症・無

症状 

16 60 198 99 20 17  11 421 2.3 

自宅療養 2 6 111      119 0.6 

宿泊療養  7 117 24 1    149 0.8 

退院 510 1,865 11,128 2,925 593 249 35 144 17,449 93.3 

死亡 9 30 233 61 9 4  9 355 1.9 

※1 京都府は重症者について独自に人工呼吸器管理又は体外式心肺補助（ECMO）による管理が必要な方を計上。 

※2 調整中等 京都府は 3 名、大阪府は 166 名を含む 

 
２．感染経路（６月１６日以降 ※3）                            10 月 25 日 0:00 時点 

区 分 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 計 ％ 

飲食店・飲み会 23 242 45 120 146 35 3 22 636 4.1 

家族 67 341 1,176 ※4 362 76 58  17 2,097 13.4 

医療施設 41 89 373 78 9 2  13 605 3.9 

社会福祉施設 65 50 397 89 13 2  26 642 4.1 

学校 15 91 69 63 69 3  18 328 2.1 

製造・物流事業所  7  8 10 3   28 0.2 

職場（上記以外） 15 80  155 46 16 2 31 345 2.2 

濃厚接触者等（上記以外） 109 105 1,633 492 38 74 20 4 2,475 15.9 
感染経路不明(調査中含む) 102 606 6,496 1,060 126 14 7 28 8,439 54.1 

合計 437 1,611 10,189 2,427 533 207 32 159 15,595 100 

※3 6 月 16 日とは、それまで０～２人で推移していた感染者数が、この日以降継続的な増加が見られるようになった日 

※4  10 月 13 日時点 
 

参考（６月１５日まで）                         6 月 16 日 0:00 時点 

区 分 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 徳島県 計 ％ 

ライブハウス  4 71 13 4 1   93 3.0 

医療施設  39 284 100  11   434 14.0 

幼児教育施設    8     8 0.3 

高齢者施設  19  58  5   82 2.6 

クルーズ船  1   2 1  1 5 0.2 

大学懇親会 1 23 8   1  2 35 1.1 

海外渡航者 4 12 22 26 6    70 2.2 

濃厚接触者等 65 152 507 332 66 39 1 2 1,164 37.4 

感染経路不明 30 110 895 162 14 5 2  1,218 39.2 

合計 100 360 1,787 699 92 63 3 5 3,109 100 
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４．関西圏域におけるステージ判断指標の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ステージは、ステージⅠ（感染ゼロ・散発）、ステージⅡ（感染漸増）を合わせた４段階 
 

（出所）政府新型コロナウイルス感染症対策分科会 
 
 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

３．関西圏域における新型コロナウィルス感染症の新規感染者数数の推移

感染経路判明

感染経路不明

一週間移動平均

(人)
10 月 25 日 0:00 時点 

（構成府県の公表資料より集計） 

10 月 25 日 0:00 時点 

第２波のピーク（8/7） 
新規感染者数：364 人 

第１波のピーク（4/9） 
新規感染者数：155 人 

監視体制

現時点確
保病床使
用率

最大確保
病床使用
率

現時点確保
病床使用率

最大確保
病床使用
率

滋賀県 1,414 7.5% 3.6% 0.0% 0.0% 1.3 3.1% 1.1 1.9 20.0%
京都府 2,583 11.3% 8.0% 0.0% 0.0% 2.9 2.0% 1.9 0.6 49.0%
大阪府 8,809 16.2% 13.7% 6.5% 10.7% 7.0 4.5% 5.8 1.4 52.7%
兵庫県 5,466 14.3% 14.3% 15.5% 14.2% 2.2 4.9% 2.4 1.3 30.3%
奈良県 1,330 4.7% 4.4% 7.4% 7.4% 1.7 1.6% 0.9 0.7 41.7%
和歌山県 925 4.3% 4.3% 0% 0% 1.8 4.6% 1.6 2.5 0.0%
鳥取県 556 0.0% 0.0% 0% 0% 0.0 0.0% 0.0 0.0 0.0%
徳島県 728 5.5% 5.5% 0% 0% 1.5 2.7% 0.8 0.7 0.0%
関西計 21,811 10.7% 9.0% 5.8% 6.9% 4.0 4.0% 3.4 1.3 46.2%

<ステージ判断基準>
25%以上 20%以上 25%以上 20%以上 15人以上 10% 15人以上 1倍超 50%
50%以上 50%以上 50%以上 50%以上 25人以上 10% 25人以上 1倍超 50%

感染経路
不明者の
割合

ステージⅢ（感染急増）
ステージⅣ（感染爆発）

府県
人口
（千人）

医療提供体制 感染状況
全体病床 重症病床

療養者数
（対人口
10万人）

PCR検査
陽性率

感染者数
（対人口
10万人）

感染者数
の前週比
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２．人口10万人に対する直近１週間平均の感染者数(10/18～10/24)

(人)

※ｽﾃｰｼﾞⅢ（15人）
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１．全国での累積感染者数
(人)

（NHK 報道資料より集計） 

10 月 25 日 0:00 時点 

（NHK 報道資料より集計） 

10 月 25 日 0:00 時点 

（参考）全国の都道府県における新型コロナウイルス感染症の発生状況 
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※政府新型コロナウイルス感染症対策分科会 ステージ判断基準 
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令和 2 年 10 月 29 日 
広 域 防 災 局 

府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

滋 

賀 

県 

・国の判断基準をベースにステージⅠ･Ⅱに独自の指標を追加したものに見直し(10 月 15 日) 
＜現状＞10 月 15日滋賀らしい生活三方よしステージへ引き下げ 
＜基準＞ 

 
【参考指標】 

・大阪府・京都府等の近隣府県の感染状況 
・入院患者受け入れ病床の稼働率（ピーク時の入院患者受け入れ病床数） 
・感染経路不明の患者数・実行再生産数（Rt）・K 値・濃厚接触者を除くＰＣＲ等陽性率 

判断指標 特別警戒ステージ 
（ステージⅣ） 
 

警戒ステージ 
（ステージⅢ） 
 

注意ステージ 
（ステージⅡ） 
 

滋賀らしい生活三方よしステージ 
～新しい生活様式の実践～ 
（ステージⅠ） 

大規模かつ深刻なｸﾗｽﾀｰ連鎖が
発生、爆発的な感染爆発により、
公衆衛生体制及び医療提供体制
が機能不全に陥ることを避ける
対応が必要な段階 

クラスタ－が広範囲に多発、
感染者が急増し、医療提供体
制への負荷がさらに高まる状況 

感染者の漸増及び医
療提供体制への負荷
が蓄積する段階 

感染者の漸増及び医
療提供体制への負荷
が蓄積する段階 

医
療
体
制
等
へ
の
負
荷 

 

①
病
床
の
ひ
っ
迫
具
合 

病床 
全体 

･最大確保病床の占
有率 50%以上 

･最大確保病床の占
有率 20%以上 

･現時点の確保病床
数の占有率 25%以上 

･最大確保病床の占有
率 10%以上 

･現時点の確保病床数
の占有率15%以上 

･最大確保病床の占有
率 10%未満 

･現時点の確保病床数
の占有率 15%未満 

うち 
重症 
者用 
病床 

･最大確保病床の占有
率 50%以上 

･最大確保病床の占
有率 20%以上 

･現時点の確保病床 
数の占有率 25%以上  

･最大確保病床の占有
率 10%以上 

･現時点の確保病床数
の占有率 15%以上  

･最大確保病床の占有
率  1 0 %未 満 

･現時点の確保病床数
の占有率 15%未満  

② 療 養 者 数 (入 院
＋自宅＋宿泊 ) 

人口 10 万人当たりの全
療養者数 25 人以上 

人口 10 万人当たりの全 
療養者数 15 人以上 

人口 10 万人当たりの全 
療養者数 2 人以上 

人口 10 万人当たりの全 
療養者数人未満 

監
視 

体
制 

③PCR 等 
陽性率 ･10%以上 ･10%以上 ･2%以上 ･2%未満 

感
染
状
況 

④新規報告数 25 人 /10 万人 /週以上 15 人 / 10 万人 /週以上 2 人 / 10 万人 /週以上 2 人 / 10 万人 /週未満 
⑤直近１週間と先

週１週間の比較 
直近一週間が先週一
週間より多い 

直近一週間が先週
一週間より多い  

直近一週間が先週一
週間より多い 

 
－ 

⑥感染経路不明割合 50%以上 50%以上 20%以上 20%未満 

＜滋賀らしい生活三方よしｽﾃｰｼﾞ（ｽﾃｰｼﾞⅠ）＞ 
○滋賀らしい生活三方よし～「新しい生活様式」
の実践例～の呼びかけ 

（例） 
・マスクの着用、こまめな手洗い、３密の回
避など基本的な感染対策の徹底 

・体調に違和感がある場合は、自宅で休養 
・免疫力を向上させる健康づくり 
・新型コロナウイルス感染拡大防止システム
「もしサポ滋賀」、接触確認アプリ「COCOA」
の活用 

 
 
 

＜滋賀らしい生活三方よしｽﾃｰｼﾞ（ｽﾃｰｼﾞⅠ）＞ 
○滋賀らしい生活三方よし～「新しい生活様式」

の実践例～の呼びかけ 
（例） 

・業種別感染拡大予防ガイドラインに基づく
感染防止策の徹底 

・「もしサポ滋賀」の導入と「感染予防対策実
施宣言書」の掲示 

・テレワーク・時差出勤の推進 
 
＜イベントを開催する場合の目安の設定＞ 
 当面11月末まで、必要な感染防止策が担保さ

れる場合、次の収容率と人数上限でどちらか
小さいほうを限度とする。それ以外の場合は、
従前の目安を原則とする。 
①収容率要件:感染ﾘｽｸの少ないｲﾍﾞﾝﾄ(ｸﾗｼｯｸ 

音楽ｺﾝｻｰﾄ等）については 100%以内に緩和す 
る。その他のｲﾍﾞﾝﾄ(ﾛｯｸｺﾝｻｰﾄ､ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ 
等）は 50％以内（※）とする。 
（※）異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ 

（５人以内に限る。）内では座席間隔を設けなくともよい。 
②人数上限:5,000人を超え、収容人数の50%ま 

でを可とする。 
※令和２年９月11日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策推進室

長事務連絡「11月までの催物の開催制限等について」に準ずる 
<大規模ｲﾍﾞﾝﾄにおける感染防止策の事前相談> 
○全国的な移動を伴うｲﾍﾞﾝﾄや参加者が 1,000 人を超えるｲﾍﾞﾝﾄ
を開催予定の場合の県新型ｺﾛﾅ対策相談ｺｰﾙｾﾝﾀｰへの相談 

＜滋賀らしい生活三方よし～「新しい生活
様式」の実践例～＞ 

○「家」でよし 
①毎朝、健康ﾁｪｯｸし、発熱がある場合は自宅で休む 
②家に帰ったらまず丁寧に手洗い 
③こまめに換気しつつ、エアコンの温度

設定を調整 
④免疫力を向上させる健康づくり 
⑤毎日、滋賀県などの感染情報を確認 
⑥通販も利用する 

○「外」でよし 
①症状がなくてもﾏｽｸを着用し、咳ｴﾁｹｯﾄの徹底 
②人との間隔は、できるだけあける 
③混んでいる場所や時間帯は避けるな

ど、人と人との接触機会を減らす 
④感染防止策が徹底されていない施設等への外出は控える  
⑤会話をする際は、可能な限り真正面は避ける 
⑥ビワイチなどにより、滋賀の魅力を改

めて感じながら健康増進につなげる 
⑦新しい旅のエチケットの実践 

○「社会（滋賀）」よし 
①感染者が多数発生している地域への移

動は極力控える 
②発症した時のため、自分の行動を残す 
③ﾃﾚﾜｰｸやローテーション勤務の活用 
④業種別感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守 
⑤「もしサポ滋賀」の導入と「感染予防対

策実施宣言書」の掲示 
⑥接触確認アプリ「COCOA」の導入 
⑦今こそ、一人も取り残さない 

京 

都 

府 

新型コロナウイルス感染症におけるモニタリング指標 
＜基本的な考え方＞ 
医療・検査体制の充実や、感染拡大予防の取組の進展等の状況変化を踏まえ、実際の感染の発
生状況に応じた、よりきめ細やかな対応を図るため、基準を設定。 
＜現状＞9 月 25 日以降、警戒基準 
＜基準＞ 

 注意喚起基準 警戒基準 特別警戒基準 

指標 

・新規陽性者２名以上 
かつ 

・感染経路不明者 1 名以上  
（直近 7 日間の移動平均値） 

・新規陽性者 5 名以上 
かつ 

・感染経路不明者 2 名以上 
又は 

・重症者病症使用率 20％ 
※国が示した社会への協力要
請を行うべき基準（新規陽性者
10 名以上）を超える場合など
は、対策を強化 

・新規陽性者 20 名以上 
 又は 
・重症者病床使用率 40％ 
 
 
 
※国とも調整の上、全国状
況も踏まえて対策を判断
（緊急事態宣言発令時等） 

対策 

－ 専門家の意見も聴取し、対策 
を総合的に判断 

同左に加え、近隣府県とも 
連携 

感染の拡大の兆候を早期に 
把握し、府民、事業者等に幅 
広く注意喚起 

感染の早期封じ込めのため 
の対策、医療提供体制の更な 
る拡充等 

感染拡大防止のための行 
動制限を伴う対策 等 

・基準の運用に当たっては、新規陽性者数が前週より増加傾向にあるか（前週増加比 1 以上）や、PCR
検査の陽性率（7 日間移動平均）を併せてモニタリングする。 

・基準に該当した場合には、専門家の意見を聴取の上、感染経路、感染地域、PCR 検査の状況、医療体
制の状況等を勘案し、対策内容を総合的に判断する。 

・基準該当後も、状況を継続的にモニタリングし、状況に応じたきめ細やかな対応を図る。 
 
＜重点ターゲット＞（7 月 31 日、9 月 1 日、9 月 25 日） 
感染拡大防止と社会経済活動両立を図るための３つの重点ターゲット 
①安心して飲食店を利用する。 
②大学生等が安心して学生生活を送る。 
③重症化リスクのある方の感染を防ぐ。 

＜新しいライフスタイルの要請＞ 
感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るた
め、府民一人一人に新しいライフスタイルの
実践を要請 

○感染防止の３つの基本（身体的距離の確保、
マスクの着用、手洗い）を実践すること 

○換気の悪い密閉空間、多数が集まる密集場所、
間近で会話や発声をする密着場面を避けるこ
と 

○発熱又は風邪の症状がある場合は、無理せず
自宅で療養すること。 

○店舗等を利用する場合は、ガイドライン推進
宣言事業所ステッカー掲示施設を利用し、「こ
ことろ」等接触確認アプリを活用すること 

○新型コロナは、誰もが感染しうる病気であり、
感染者等に対する差別的扱いや誹謗中傷は絶
対に行わないこと 

 
＜飲食機会における感染防止対策＞ 
○ガイドラインを遵守していない店舗の利用を
自粛する 

○大人数での大声の会話・歌唱を伴う宴会・飲
み会は控える 

 ※大声での会話・歌唱を避ける場合人数制限
なし 

＜事業所等における感染拡大防止＞ 
○在宅勤務、ﾃﾚﾜｰｸ、分散出勤、ｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽなど、

感染拡大を予防する新しい働き方を推進 
○従業員の飲食機会における感染予防の徹底 
＜イベント開催時の感染拡大防止＞ 
○当面 11 月末まで、イベント種類及び会場規模

にあわせて収容率及び人数上限の目安を設定
し、どちらか小さい方を限度とする。 

【収容率要件】 
 ①大声での歓声・声援等が想定されない 

→収容定員の 100%以内 
 ②大声での歓声・声援等が想定される 
  →収容定員の 50%以内 
【人数上限】 
 ①収容人数 10,000 人超→収容人数の 50% 
 ②収容人数 10,000 以下→5,000 人 
○お祭り、花火大会、野外フェスティバル等は、

全国的又は広域的、参加者の把握が困難なも
のは中止を含めて慎重に検討 

＜飲食店における感染拡大防止対策＞ 
○ガイドライン遵守の徹底 
・風営法に基づく立入調査、感染症法・食品衛生

法・建築物衛生法に基づく店舗立入等の機会
を活用したガイドライン遵守の啓発 

・対策ﾁｰﾑによるｸﾗｽﾀｰ発生店舗等へのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
の徹底指導 

・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ推進京都会議によるｽﾃｯｶｰ掲示の徹底 
○緊急連絡サービス「こことろ」や「あんしん追

跡サービス」の普及拡大 
・啓発資材･ﾁﾗｼの配布､利用啓発動画等普及拡大

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝによる登録店舗､利用者の一層の拡大 
• 来店時やチェックイン時の登録呼び掛け 

＜大学生等における感染拡大防止＞ 
○大学における感染防止対策の要請 
・学生に対するメール等による一斉注意喚起の実施 
・学内の感染拡大防止対策の徹底 
・啓発動画等を活用した全学生を対象としたｶﾞｲﾀﾞﾝｽの実施 
○大学生活における感染防止対策の要請 
・日常生活における感染防止のため、徹底して３密を避けること 
・大学等における感染拡大予防のためのガ

イドライン等を遵守すること 
・課外活動では、責任者を決め、活動マニュアルを遵守すること 
○中学校、高校における感染防止対策の要請  
・有識者メッセージ動画による中高生への

新しい生活様式等の啓発 
・部活動等、集団活動を含めた感染防止の注意喚起 
○大学生等 PCR 検査ネットワークの構築 
・医療機関・施設等で実習する大学生等を対

象とした PCR 検査実施 
・大学保健ｾﾝﾀｰ等における PCR 検査実施のための体制支援 
＜重症化リスクのある方の感染防止＞ 
○施設における面会の自粛要請 

医療機関、社会福祉施設等への面会等を
自粛し、リモート面会などＩＣＴを活用 

○社会福祉施設等職員に対する研修 
・感染防止対応ＤＶＤ等を活用した職員研修の実施 
・高齢者施設等における感染拡大防止のた

めの自主点検ﾁｪｯｸﾘｽﾄの作成・配布 
○高齢者、基礎疾患のある方等は、人混みや

感染多発地域への外出は極力控える。 
無症状者が多い若年層は、高齢者等に会
う場合は、特に慎重に行動する。 

○感染者が多数発生している地域等に立地
する医療機関や高齢者施設等に勤務する
職員、入院･入所者に対するPCR検査実施 

関西府県の対処方針（10 月 25 日時点） 
別添１－２ 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

大 

阪

府 

大阪モデル 
＜基本的考え方＞ 
○ 感染拡大状況を判断するため、府独自に指標を設定し、日々モニタリング・見える化。 
○ 各指標について、「感染拡大の兆候」と「感染の収束状況」を判断するための基準を設定し、各基準の状況に応じて、府民に周知する。  
＜モニタリング指標と基準、信号の点灯・消灯基準の考え方＞ 
○ 「非常事態（赤色）」の指標を新たに設定し、想定病床を上回る感染拡大の恐れが生じていることを府民に周知する。 
○ 感染発生状況については各指標を日々モニタリング・見える化し、「警戒（黄色）」の発動の

有無にかかわらず、発生状況に応じて病床確保などの取組みを迅速にすすめる。 
○ 「警戒（黄色）」が点灯しない場合でも、感染発生状況に応じて、府民への注意喚起を行う。 
○ 非常事態等の解除においては、感染収束が見られることから、一定期間「解除（緑色）」を点灯させた後、消灯させる。  
＜現状＞７月 12 日府民に対する警戒の基準に到達 
＜基準＞ 

分析事項 モニタリング指標 府民に対する
警戒の基準 

府民に対する非常事
態の基準 

府民に対する警戒・
非常事態解除の基準 

(1) 市 中 で
の感染拡大
状況 

①新規陽性者における感染経路不明
者７日間移動平均前週増加比  

②新規陽性者における感染経路
不明者数７日間移動平均  

①２以上 
かつ 

②10 人以上 

－ ②10 人未満 

(2) 新 規 陽
性患者の拡
大状況 

③7 日間合計新規陽性者
数 
（うち後半 3 日間） 

120 人以上 
かつ 

後半 3 日間で
半数以上 

－ － 

④直近 1週間の人口 10万
人あたり新規陽性者数 

－ － 0.5 人未満 

(3) 病 床 の
ひっ迫状況 

⑤患者受入重症病床使用
率 

－ 70%以上 
（「警戒（黄色）」信号が点
灯した日から25日以内） 

60％未満 

【参考指標】 確定診断検査における陽性率の 7 日間移動平均  － － － 
【参考指標】 新規陽性者における感染経路不明者の割合 － － － 

 

＜府民へのよびかけ＞ 
ｲｴﾛｰｽﾃｰｼﾞ(警戒)の対応方針に基づく要請 
〔区域〕大阪府全域 
〔期間〕10 月 10 日～11 月 15 日 

（ただし、感染拡大の状況に応じて判断） 
〔実施内容〕（特措法第 24 条第 9 項に基づく） 
○以下の方は、感染リスクの高い環境を避け、
少しでも症状が有る場合、早めに検査を受診
する。 

 ・高齢者の方 
 ・高齢者と日常的に接する家族 
 ・高齢者施設・医療機関等の職員 
〇３密で唾液が飛び交う環境を避ける。 
〇業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを遵守（感染防止宣言ｽﾃｯｶｰの
導入）していない、接待を伴う飲食店及び酒
類の提供を行う飲食店の利用を自粛 

 

＜イベントの開催（府主共催を含む）＞ 
○業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守を徹底､国の接触確認ｱ

ﾌﾟﾘ｢COCOA｣､大阪ｺﾛﾅ追跡ｼｽﾃﾑの導入､又は名
簿作成などの追跡対策の徹底を要請 

○開催制限 
・業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの見直しを前提に、必要な感染

防止策が担保される場合は、「令和 2 年 9 月 11
日付国事務連絡「11 月末までの細部との開催
制限等について」をもとに緩和 

・全国的な移動を伴う又は参加者が 1,000 人を
超えるようなｲﾍﾞﾝﾄを開催する際は、そのｲﾍﾞﾝ
ﾄの開催要件等を、大阪府に事前相談 

・国が業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの見直しや収容率要件・人
数上限の見直しを行った場合、国に準じ対応 

・適切な感染防止策が実施されていないｲﾍﾞﾝﾄ
や、ﾘｽｸへの対応が整っていないｲﾍﾞﾝﾄは、開催
自粛を要請することも検討 

＜施設（府有施設を含む）＞ 
○高齢者施設、医療機関等は、職員施設と関わり

のある業務の従業員、入所者・入院患者、外部
から訪問される方に対し、徹底した感染防止
対策を求める。 

○高齢者施設、医療機関等の職員に少しでも症
状が有る場合は、検査受診を勧める。 

○業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守(感染防止宣言ｽﾃｯｶｰの導入)  
○国の接触確認ｱﾌﾟﾘ｢COCOA｣､大阪コロナ追跡ｼｽ

ﾃﾑの導入､名簿作成など追跡対策をとる。 
○夜の街関連施設の従業員に少しでも症状があ

る場合は検査受診を勧める。 
 ※ミナミの臨時検査場における検査継続実施 

＜経済界へのお願い＞ 
〇従業員などへの注意喚起など、適切な感

染防止対策を講じる。 
＜大学等へのお願い＞ 
〇学生などへの注意喚起など、適切な感染

防止対策を講じる。 

兵 

庫 

県 

・緊急事態宣言解除後の次なる波に向けた、社会活動制限についての方向性基準を設定 
・発動内容については、近隣府県の動向、国の方針、地域別状況を踏まえて総合的に判断 
＜現状＞9 月１日感染警戒期に引き下げ 
＜基準＞ 

区分 感染小康期 感染警戒期 感染増加期 感染拡大期1 感染拡大期2 感染拡大特

別期 
対応の方向性 予防 警戒 制限強化 制限強化 制限強化 制限強化 

判
断
基
準 

新規陽性者 
(１週間平

均) 

10 人未満 10 人以上 
(警戒基準) 

20 人以上 30 人以上 40 人以上 総合的に判

断 

直近１週間 
の人口 10 万 
人当たりの 
新規感染者 

1.25 人未満 1.25 人以上 2.5 人以上 3.75 人以上 5 人 以 上 

 
 

 

＜外出自粛等の要請＞ 
○感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染予防が
なされていない接待を伴う飲食店など感染ﾘｽ
ｸの高い施設の利用を目的とした、県境をまた
ぐ移動を自粛 

〇感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染防止策
がなされていない感染ﾘｽｸの高い施設の利用
を自粛。高齢者や基礎疾患のある者は、特に
注意 

〇感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染防止策
がなされていない施設における大人数での会
食や飲み会は自粛、若者グループについては、
特に注意 

○大声での会話、回し飲みを避ける 
〇発熱等の症状がある場合は、外出を控える 
〇発熱が続き、息苦しさ、倦怠感、味覚・嗅覚障
害等の症状があれば、帰国者接触者相談ｾﾝﾀｰ
(保健所)へ相談。特に発熱や咳などの比較的
軽い症状でも、高齢者や基礎疾患のある者は
早めに相談 

○感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染防止策
がなされていないイベントへの参加自粛 

〇感染拡大を予防する「ひょうごｽﾀｲﾙ」の推進 
○店舗・施設やｲﾍﾞﾝﾄ等における感染拡大防止を
図るため、ｸﾗｽﾀｰ発生のおそれがある時等に迅
速に利用者への注意喚起情報を提供する「兵
庫県新型ｺﾛﾅ追跡ｼｽﾃﾑ」の利用 

○新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ接触確認ｱﾌﾟﾘ｢COCOA｣の登録 

＜イベントの開催自粛要請等＞ 
○感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に基づく感染防止策

がなされていないｲﾍﾞﾝﾄ等の中止又は延期 
○全国的又は広域的な祭り、野外ﾌｪｽ等について

は、慎重に検討し、開催する場合は人と人の間
隔(1ｍ)を設ける 

○地域で行われる盆踊り等、全国的又は広域的
な移動が見込まれない行事で、参加者がおお
よそ把握できるものは、人数制限を行わない 

○参加者が 1,000 人を超えるｲﾍﾞﾝﾄは、県へ事前相談 
【収容率要件】 

①大声での歓声・声援等がないことを前提と 
するｲﾍﾞﾝﾄ(ｸﾗｼｯｸ音楽ｺﾝｻｰﾄ等)100%以内 

②大声での歓声・声援等が想定されるｲﾍﾞﾝﾄ(ﾛ 
ｯｸｺﾝｻｰﾄ､ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ等）50％以内（※） 
（※）異なるグループ間では座席を１席空け、同一グループ 

（５人以内に限る。）内では座席間隔を設けなくともよい。 
【人数上限】 

①収容人数10,000人超→収容人数の50% 
②収容人数10,000人以下→5,000人 

※令和２年９月 11 日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策推進室
長事務連絡「11 月までの催物の開催制限等について」に準ずる 

＜事業者への感染防止対策等の要請＞ 
○業種ごとの感染予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく感染防

止対策の徹底 
○特に接待を伴う飲食店及び酒類の提供を行う飲食店等に対し、保健
所による食品衛生法上の指導にあわせた感染防止策の周知の徹底 

○飲食店に対し、発熱、せき、味覚障害など、少しでも症状がある
従業員がいる場合の自宅待機及び検査受診 

〇社会福祉施設に対して、職員・通所者等への感
染防止対策の徹底 

〇「感染拡大防止宣言ﾎﾟｽﾀｰ」の掲示 
〇「兵庫県新型ｺﾛﾅ追跡ｼｽﾃﾑ」への登録と、可能

な限り、QR ｺｰﾄﾞをﾃｰﾌﾞﾙやｶｳﾝﾀｰなどで掲示 
〇店舗・施設利用者へ「COCOA」の登録を要請 

＜事業者・関係団体への要請＞ 
〇感染拡大を予防する｢ひょうごｽﾀｲﾙ｣推進 
○関係団体を通じた企業等に対する接触機

会低減等の取組 
・在宅勤務(ﾃﾚﾜｰｸ)、TV 会議、ﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務

等の推進 
・「三つの密」回避の促進、職場内の換気励

行、発熱等の風邪症状がみられる従業員
への出勤免除 

 
【改めて、うつらない・うつさない宣言】 
 令和 2 年 9 月 17 日発出 
 
【「コロナに負けないひょうご」を目指しま

しょう！】 
 令和 2 年 10 月 14 日発出 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

奈

良

県 

(1)感染者判明の状況等から奈良県のフェーズを判断 
＜現状＞５月 13 日フェーズ 2 へ移行 
＜基準＞ 
ﾌｪｰｽﾞ 感染者発生状況 行動自粛 
ﾌｪｰｽﾞ１ 県内及び近隣地域の新規感染判明

者が増加し、強い行動自粛の要請

が必要な状況 

一般的な外出自粛要請 

ﾌｪｰｽﾞ 2 県内及び近隣地域の新規感染判明

者が低水準で低下傾向 
一般的な外出自粛要請を緩和 
感染リスクの高い場所・集会への訪問自粛を要請 
必要な感染リスク低減配慮を要請 

ﾌｪｰｽﾞ 3 県内及び近隣地域の感染判明者が

ほとんど見られず、新規判明増加

の傾向も発見されない 

外出行動自粛を更に緩和 
必要最低限の感染リスク低減の要請は維持 

(2)３つの段階の判断は、3 つの判断項目について、7 つの判断基準で行う 
［判断項目１ 新規感染判明者の水準］ 
①県内及び大阪での新規感染者数の水準が抑えられているか 
 基準数値：人口 10 万人当たり新規感染判明者数 

ﾌｪｰｽﾞ 2：直近 1 週間で 0.5 人未満 
ﾌｪｰｽﾞ 3：直近 2 週間で 0.1 人未満 

②新規感染判明の段階での感染経路が明確か 
基準数値：直近 1 週間における新規感染判明者に占める感染経路不明者の割合 1/2 未満 

［判断項目２ 県内の感染者への医療・療養体制の安定性］ 
③感染判明者は全て病院や施設で治療・療養ができているか 

基準数値：自宅療養ゼロが維持されているか 
④感染判明者の入院、重症者の受入及び宿泊療養施設の受入の容量に十分な余裕があるか 

基準数値：占有率 50％未満 
［判断項目３ 感染拡大防止体制の充実］ 
⑤感染判明後の感染経路の推定に十分な明確さがあるか 

感染経路推定の分析が感染拡大防止に効果的な程度に達しているか 
⑥新規感染判定の体制（現在は PCR 検査）が整っているか 
⑦感染拡大防止の措置の実効性が十分か 

行動自粛率：各項目の自粛の率が、感染拡大防止に効果的な程度に達しているか 
 
 

【「うつらない｣｢うつさない｣ための基本の対策】 
・マスクの着用、こまめに換気、手洗いの徹底 
【「うつらない」対策】 
＜買い物＞ 
・計画をたてて素早く済ます。 
・１人または少人数ですいた時間に 
・現金の直接の手渡しを避ける 
・ﾚｼﾞに並ぶ時は、前後にｽﾍﾟｰｽ 
＜勤務先＞ 
・会話は真正面を避ける 
・人との間隔を２ｍ(最低１ｍ)空ける。 
・ﾃﾚﾜｰｸ、ﾛｰﾃｰｼｮﾝ勤務の活用 
・名刺交換はｵﾝﾗｲﾝで 
＜飲食店＞ 
・多人数・長時間の会食は避ける。 
・対面は避け、横並び、一つ飛ばし、互い違いに座る 
・感染防止対策を実施している店舗を選ぶ。 
・大皿は避けて、料理は個々に注文 
・お酌、ｸﾞﾗｽやお猪口の回し飲みは避ける。 
＜車に同乗する時＞ 
・ﾏｽｸを着けて、換気を徹底 
・長時間のﾄﾞﾗｲﾌﾞは避ける。 
＜ｶﾗｵｹに行く時＞ 
・人との間隔を２ｍ(最低１ｍ)空ける。 
・真正面を避けて、横並びで座る。 
・歌う人の正面に食べ物を置かない 
【「うつさない」対策】 
＜帰宅後＞ 
・家に帰ったらすぐに手や顔を洗う。 
・できるだけすぐに着替え、ｼｬﾜｰ 
・ﾀｵﾙは、ﾄｲﾚ･洗面所･ｷｯﾁﾝなどで共用しない。 
・家の中でも咳ｴﾁｹｯﾄ 
＜勤務先＞ 
・人との間隔を２ｍ（最低１ｍ）空ける。 
・毎朝の検温、健康チェック 
・症状がある場合は自宅で療養 
・勤務中に体調が悪くなった場合は無理せず帰宅 

＜イベントの開催＞ 
○開催制限の概要（～１１月末まで） 
【収容率要件】 

①大声での歓声・声援等が想定されない 
→100％以内（席がない場合は適切な間隔） 

②大声での歓声・声援等が想定されるもの 
→50％以内（席がない場合は十分な間隔） 

【人数上限】 
①収容人数 10,000 人超→収容人数の 50％ 
②収容人数 10,000 人以下→5,000 人 

※感染リスクを軽減するための各種措置が担保
されていること等が緩和の条件で、それ以外
の場合は、従来の目安を原則とする。 

※収容率と人数上限でどちらか小さい方を限度
（両方の条件を満たす必要がある） 

※異なるｸﾞﾙｰﾌﾟ間では座席を１席空け、同一ｸﾞﾙ
ｰﾌﾟ(５人以内に限る)内では座席間隔を設け
なくともよい。すなわち、収容率は 50％を越
える場合がある。 

※その他詳細は、令和 2 年 9 月 11 日付け内閣官房新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症対策推進室長事務連絡のとおりとする。 

○全国的な人の移動を伴うｲﾍﾞﾝﾄ(ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ等又 
は、参加者が 1,000 人を超えるようなｲﾍﾞﾝﾄ) 
開催を予定する場合は、県に事前相談を行う。 

＜施設の利用＞ 
・入場時等に検温を実施し、発熱等の症状がある

方は利用を控えてもらうようにする。 
・施設の利用前に、施設利用者に接触確認ｱﾌﾟﾘの

ｲﾝｽﾄｰﾙを促すこと。また、必要に応じて、施設
利用者の連絡先等の把握をする。 

・施設利用の際には、熱中症等の対策が必要な場合を除き、原則、
ﾏｽｸを着用することを促す。また、消毒や手洗いなど｢新しい生
活様式｣に基づく行動を徹底することを促す。 

・施設利用の際には、入退場時、休憩時間や待合
場所等を含め、三密を作らないよう徹底する。 

・感染拡大予防のための業種別ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等に則
した感染防止策を徹底する。 

【我々の心得】 
○県内での感染事例が連続で発生していま

すが、「正しく注意して」 うつらないよう
に行動し、元気に社会・経済活動を行いま
しょう。 

○「うつらない」「うつさない」の習慣化 
・「うつらない」対策をその都度説明。 
・「うつさない」配慮（職場・家庭）を繰り

返しお願い。 
・どのようにうつされたのかを明確にして

いく。 
○拡大防止への対策 
・死亡につながる重症化を防ぐ。 
・感染したら、全員隔離してうつさない。 
・医療崩壊はさせない。 
・感染施設は一定期間閉じる。 
○感染者の人権への配慮 
・医療関係者や感染された方等への中傷や

差別は絶対にやめましょう。 

和 

歌 

山 

県 

県内および近隣府県の感染状況が一定の基準を上回った場合は、自粛要請ﾚﾍﾞﾙの再引き上げを
含む見直しを行う 
＜基準＞ 

区分 内容 自粛要請 
近隣府県での
発生基準 
 

○新規陽性者数 
40 人以上/日 複数日出現 

県外受入自粛の強化等 
 

和歌山県での
発生基準 
 

①新規陽性者数 
5 人以上/日・複数日出現 

②肺炎患者陽性率 5％以上 
③新規感染陽性率 5％以上 
④病床使用率 50％以上 
 

不要不急の外出自粛 
営業自体の自粛等 
 

※①、②、③、④の全て 
※②、③は７日間移動平均 
※④は紀北と紀南のいずれか 

【県民の皆様へのお願い（９／３）】 
＜県民へのお願い＞ 
〇大阪や首都圏、その他特に感染が拡大してい
る地域に出かける際は、基本的な感染症対策
(ﾏｽｸ着用、手洗いなど)を心がけるととも
に、会食や接待を伴う飲食は控える 

〇友人や知人との夜遅くまで長時間、集団で会
食をし、そのまま友人の部屋に宿泊するよう
な行動は控える 

〇通勤や通学前に検温をし、発熱などの症状が 
ある場合は通勤や通学を控えてｸﾘﾆｯｸを受診
する 

〇濃厚接触者が１回目の PCR 検査で陰性となっ 
ても、２週間の経過観察中に陽性になったｹｰ 
ｽもあるため、濃厚接触者は、経過観察中は 
必ず自宅待機を行い、人との接触を避ける 

 

＜事業所へのお願い＞ 
〇従業員等の発熱などのﾁｪｯｸをし、症状がある

場合は業務に従事させず、ｸﾘﾆｯｸの受診を勧
めるなど、適切な対応を 

〇全ての業界、事業所でｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守と 
ﾎﾟｽﾀｰ（※）掲示を(※関西広域連合啓発ﾎﾟｽﾀｰ) 

 
＜ｲﾍﾞﾝﾄ開催自粛の考え方＞ 
 必要な感染防止策が担保される場合は緩和す

ることとし、当面11月末まで、次の収容率と人
数上限でどちらか小さいほうを限度とする。
それ以外の場合は、従前の目安を原則とする 

【収容率要件】 
①大声での歓声・声援等がないことを前提と 

するｲﾍﾞﾝﾄ(ｸﾗｼｯｸ音楽ｺﾝｻｰﾄ等)100%以内 
②大声での歓声・声援等が想定されるｲﾍﾞﾝﾄ(ﾛ 

ｯｸｺﾝｻｰﾄ､ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ等）50％以内（※） 
（※）異なるグループ間では座席を１席空

け、同一グループ （５人以内に限る。）
内では座席間隔を設けなくともよい。 

【人数上限】  
①収容人数10,000人超→収容人数の50% 
②収容人数10,000人以下→5,000人 

※令和２年９月 11 日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染
症対策推進室長事務連絡「11 月までの催物の
開催制限等について」に準ずる 

＜病院や福祉施設等集団生活を行っている
施設へのお願い＞ 
〇病院や福祉施設等の職員は、施設内へ感

染の持ち込みが発生しないよう特に注意 
〇訪問介護や通所ｻｰﾋﾞｽの職員やｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ

も含め、職員自身での感染防止対策をよ
り徹底するとともに、事業所においても
発熱などのﾁｪｯｸを実施するなど、健康観
察のさらなる徹底を 

 
＜医療機関・ｸﾘﾆｯｸへのお願い＞ 
〇新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの感染拡大防止には早期発

見が重要であることから、本県ではｸﾘﾆｯ
ｸで感染者を発見してもらうｼｽﾃﾑを構
築。医療機関、特にｸﾘﾆｯｸは、感染の疑
いのある患者の発見に積極的に努めてい
ただくよう改めてお願い 
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府県 自粛要請・解除の判断基準 府県民への要請 事業主への要請 その他 

鳥

取

県 

＜鳥取県版新型ｺﾛﾅ警報＞ 
10 月 13 日、全国でも最も厳しい水準は維持しつつ、本県の医療提供体制を踏まえ、社会・
経済活動との両立を図る見直を行った。 

＜現状＞9 月 22 日県東部及び中部の注意報を解除、県西部を注意報に引き下げ 
    10 月 3 日県西部の注意報を解除 
＜基準＞ 

区 分 注意報 警報 特別警報 

判
断
指
標 

①新規陽性患
者数 

東部 １人/週、中部 １人/
週、西部 １人/週 

東部 ３人/週、中部 ２人/週、西部 ３人/週 

②現時点確保
病床稼働率 

－ 圏域ごとに稼働率 15％超 圏域ごとに稼働率 50％超 

運
用 

発令 圏域単位で発令 

発令期間 
始期：①の基準に達した日 
終期：②の基準を下回った日 

始期：①②がいずれも基準に達した日 
終期：①②がいずれかが基準を下回った日 

解除 ①の基準を下回った日の翌日 
①②のいずれかが基準を下回った日の翌日 
（警報、注意報の要件を満たしている場合はそちらに移行） 

活
動
制
限 

外出・ｲﾍﾞﾝ
ﾄ・施設 

○感染拡大を予防する事項
の呼びかけを強化 
・手洗い励行、ﾏｽｸ着用 
・換気の徹底 
・施設内の消毒 

○クラスター発生施設に関係する
箇所､３密な場所 

○状況に応じて不要不急の外出自
粛を要請 

○生活維持に必要なものを除
く外出自粛を要請 

○市中感染が拡がった場合、比較的規模の大きなイベント等か
ら順次制限 

○必要性があると認められる業務や施設に限って要請 

学校 
○感染者の学校休業の検討

が基本 

〇感染者の学校休業の検討が基本 
○市中感染の拡がり状況を勘案し、

必要に応じて感染リスクの高い教
育活動の制限、分散登校、休業 等 

○市中感染の拡がり状況を勘案
し、必要に応じて該当の圏域
又は全県での教育活動の制
限、分散登校、休業 等 

医
療
強
化 

保健所 ○疫学調査応援職員を派遣 ○疫学調査応援職員を派遣 ○相談ｾﾝﾀｰ応援職員を派遣 等 

医療・福祉 
○施設内感染対策の確認 
〇病床確保の準備  等 

○施設内感染対策の徹底 
○必要物資の送付、空床確保  等 

○病床・人工呼吸器 緊急調達 
○施設への医療人材の派遣 等 

要請の法的根拠等 協力依頼 等 
県クラスター対策条例、特措法第
24 条第 9 項による要請 等 

県クラスター対策条例による
要請、特措法第 45 条も発動 等 

 

＜県民の皆様へのお願い＞ 
～ご自身と大切な人と地域を守ろう！会食・三密に注意！～ 
○県のウェブページなどから正確な情報を確認し、不確かな情報に惑
わされることなく、冷静な行動をとって下さい。  

○身近なところで感染する可能性もあり、十分
注意。親しい間柄であっても、ﾏｽｸを外す瞬
間をｳｲﾙｽが狙っている。引き続き｢三つの密｣
を避け、人との感染防止距離(概ね 2m)を取
る、距離が取れない場合のﾏｽｸの着用、こま
めな手洗い･換気などの感染予防に十分注
意。特にﾘｽｸの高い高齢者、基礎疾患のある
方や妊婦と会われる際は、特に注意。 

 ・帰宅後や何かを口に入れる前後(喫煙も含めて)の手洗いを徹底  
 ・人と会話する際や距離が近い場合のマスクの着用を徹底 
 ・倦怠感やのどの違和感、発熱、味覚・嗅覚など多少の違和感を自覚 

した場合、親しい人であっても人と接触する際にはﾏｽｸを着ける、人との会食はさける。 
○医療機関を受診したいと思った時は、事前に
電話して指示に従う。少しでも体調が悪けれ
ば通勤・通学を含め外出は控え、「発熱・帰
国者・接触者相談センター」に相談を。 

○お店を利用の際は、「新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染予防対策協賛店」、
「新型コロナ対策認証事業所」(業界団体等からの推薦を受け、
感染拡大予防対策に自ら取り組む事業所)の積極的な活用を。 

○感染拡大地域にお出かけの際は、県ホームペ
ージで毎日更新中の「感染警戒地域」情報を
参考に、感染予防を徹底し、警戒をお願い。  

○ご自身の予防と感染拡大防止のため、接触確認ｱﾌﾟﾘ｢COCOA｣や
｢とっとり新型ｺﾛﾅ対策安心登録ｼｽﾃﾑ｣等の活用を。 

○患者治療に当たる医療従事者やその家族など
に対し、誤解や偏見に基づく差別をなくし、
新型ｺﾛﾅに立ち向かっている患者、医療従事
者の皆さまをみんなで応援しましょう。 

＜事業者の皆様へ＞ 
・事業者の皆様は、業種別ガイドラインの遵守

を徹底した上で、大切なお客様とお店・従業
員を守るため、感染予防対策を十分に実施。 

・「とっとり新型ｺﾛﾅ対策安心登録ｼｽﾃﾑ」や厚生
労働省「接触確認アプリ(COCOA)」を活用。 

＜イベント開催要件＞（9/19～当面 11 月末） 
県版ガイドラインの遵守を前提に以下のとお
りとする。 

【収容率要件】 
①歓声・声援等が想定されないもの 

席がある場合：収容率 100％以内 
席がない場合：人と人が接触しない程度の間隔  

②歓声・声援等が想定されるもの 
席がある場合：収容率 50％以内 
席がない場合：十分な人と人との間隔(1m) 

※全国的・広域的な人の移動が見込まれる祭り等については、
ｸﾗｽﾀｰ対策が困難であることから、中止を含めて慎重に判断。 
【人数上限】 

①収容人数 1 万人超⇒収容人数の 50％ 
②収容人数 1 万人以下 ⇒5,000 人 
（注）収容率と人数上限のどちらか小さい方

を限度（両方の条件を満たす必要） 
※現時点確保病床占有率が 25％以上になった場
合は、9 月 16 日以前の基準に戻すこととする。 

（9 月 16 日までの基準） 
感染防止策を徹底して次の基準で実施。 

【屋内】5,000 人以下かつ収容定員の 50％以下の参加人数 
【屋外】5,000 人以下かつ人との間隔を十分確保（概ね２ｍ） 
○イベント開催申出制度 

定員50%超又は1,000人超、全国的ｲﾍﾞﾝﾄを開催
する場合、1箇月前までに申出書提出が必要。 

【ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定】 
○学校寮における新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
○部活動(運動部･文化部)における新型ｺﾛﾅ

ｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
○会社寮等におけるガイドライン 
 
【感染拡大防止クラスター対策等条例】 
（8 月臨時議会議決、令和 2 年 9 月 1 日施

行） 
県民及び事業者が一丸となって新型コロ
ナウイルス感染症の克服に取り組む。 

（詳細は省略） 
 
【新型コロナウイルスに関する差別的扱い

や誹謗中傷から陽性者等を守る共同行動
宣言】（令和 2 年 9 月 10 日 鳥取県、
鳥取県弁護士会、鳥取県警察本部及び鳥
取地方法務局） 
互いに連携して、患者や家族など新型コ
ロナウイルスと闘う方々への差別的扱い
や誹謗中傷を防ぐとともに、寄り添って
支援する取組を進める。 

徳

島

県 

「とくしまアラート」の発動基準 
＜現状＞9 月 18 日「とくしまアラート」を全県域で解除 
＜基準＞ 

区分 
①感染観察  ②感染拡大注意  ③特定警戒 

 注意 強化 漸増 急増 

基本方針 

早期発見、封じ込めで感

染拡大防止を図る 

必要に応じ、特措

法第 24条 9項によ

る感染拡大防止を

図る 

特措法第 24 条

９項によるさ

なる感染拡大

防止を図る 

国の指定を受け、特

措法第 45 条等によ

る強制性のある取

組を実施する 

発
動
基
準 

直近 1 週間の累積 

新規感染者数 ― 
５人 
以上 

10 人 
以上 

30 人以上 100 人以上 170 人以上 

直近 1 週間の累積 

感染経路不明者割合 
― 50％ 50％ 50％ 50％ 

病床の

ひっ迫

具合 

病床全

体 

― 

 
― ― 

最大確保病状の占有率 
１／５以上 

現時点の確保病床数の占有率 
１／４以上 

最大確保病状の
占有率 

１／２以上 

うち重

症者病

状 

― 

 
― ― 

最大確保病状の占有率 
１／５以上 

現時点の確保病床数の占有率 
１／４以上 

最大確保病状の
占有率 

１／２以上 

療養者数 ― ― ― ― 100 人以上 170 人以上 

PCR 陽性率 ― ― ― ― 10％  

解除の判断基準 ― 発動１週間経過後、状況及び発動基準を照らし合わせて判断 
 

＜県民への呼びかけ＞ 
基本的な感染予防の徹底（３密回避 等） 
○３密回避を遵守した「新しい生活様式」の徹
底に向けた注意喚起 
⇒感染者の多い「若年層」、中でも感染リス
クの高い行動を取る対象者に向けた効果的
な情報発信 
感染拡大防止の主役として、高齢者等のみ
ならず、自分自身のいのちを守ることにつ
ながるというメッセージ 

○COCOA 及び「とくしまコロナお知らせシステ
ム」の普及促進 

○ターゲット毎に適切なメディアを通した分か
りやすいメッセージの発信  

[重症化しやすい人（高齢者など）] 
３密の徹底的な回避、安全な活動については
推奨   

[中年] 
職場での感染予防徹底、宴会等における注意
喚起 

[若者] 
クラブ活動等における感染予防徹底、宴会等
における注意喚起  

[医療従事者・介護労働者]  
リスクの高い場所に行かない 

＜イベント開催の考え方＞ 
 必要な感染防止策が担保される場合は緩和す

ることとし、当面11月末まで、次の収容率と人
数上限でどちらか小さいほうを限度とする。
それ以外の場合は、従前の目安を原則とする。 

【収容率要件】 
①歓声・声援等が想定されないもの 

席がある場合：収容率 100％以内 
席がない場合：人と人が接触しない程度の間隔  

②歓声・声援等が想定されるもの 
席がある場合：収容率 50％以内 
席がない場合：十分な人と人との間隔(1m) 

※全国的・広域的な人の移動が見込まれる祭り等については、ｸﾗｽﾀｰ対策
が困難であることから、中止を含めて慎重に判断。 

【人数上限】 
①収容人数 1 万人超⇒収容人数の 50％ 
②収容人数 1 万人以下 ⇒5,000 人 
（注）収容率と人数上限のどちらか小さい方

を限度（両方の条件を満たす必要） 
※現時点確保病床占有率が 25％以上になった

場合は、現在の基準に戻すこととする。 
※令和２年９月 11 日付け内閣官房ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策推進室

長事務連絡「11 月までの催物の開催制限等について」に準ずる 
<大規模ｲﾍﾞﾝﾄにおける感染防止策の事前相談> 
・全国的な移動を伴うｲﾍﾞﾝﾄや参加者が 1,000 人を超えるｲﾍﾞﾝﾄを開催

予定の場合の県へ相談感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ等を踏まえた対策等を求める。 
＜事業者のみなさんへ＞ 
・基本的な感染予防の徹底（３密回避 等） 
・ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの遵守を徹底。 
・COCOA 及び｢とくしまｺﾛﾅお知らせｼｽﾃﾑ｣の更な 

る周知及び普及促進の更なる強化 
・テレワーク等の推進 

＜共通事項＞ 
「とくしまスマートライフ宣言！」（「新し
い生活様式」「感染拡大予防ガイドライ
ン」の実践） 
 
「徳島県新型コロナウイルス感染症の感染
拡大の防止に関する条例」（令和２年 10 月
16 日施行） 
・事業者の感染防止策が義務化 
・ｸﾗｽﾀｰ等発生時の公表の流れを策定 
・不当な差別的取り扱いや誹謗（ひぼう）

中傷を禁止 
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上
限

20
万

円
)､

中
小

企
業

1/
2 

(上
限

30
万
円

)、
企

業
ｸ゙
ﾙー
ﾌ
ﾟ
2/

3(
上

限
20

万
円
×
事
業

者
数

+共
通

経
費

) 
○
中

小
企

業
緊
急

経
営
支

援
ｺ
ｰ
ﾙ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の

設
置

(
5
/
1
～

)
 

中
小

企
業

診
断
士

等
に

よ
る
経

営
相

談
や
支

援
制

度
の
案
内
等

実
施
 

○
観

光
事

業
者
に

対
す
る

緊
急

伴
走
支

援
 

○
文

化
芸

術
関
係

者
に
対

す
る

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
窓

口
の

設
置

 
○
ﾊ
ﾞ
ｰ
ﾁ
ｬﾙ
商
談

会
や

E
C
ｻ
ｲ
ﾄ
の

活
用

 
○
京

都
の

技
術
を

活
か
し

た
緊

急
生
産

支
援

 
○
企

業
従

業
員
等

の
在
宅

研
修

の
支
援

 
○

新
型

ｺﾛﾅ
ｳｲﾙ

ｽ
感

染
症対

策中
小

企業
等事

業
再

出
発

支
援

補
助

金
(補

助
率
10/

10
、

上
限

10
万

円
) 

○
商
店
街
再
出
発
応

援
設
備
投
資
等
支

援
事

業
費
補
助
金

(補
助

率
2/
3
、
上

限
30

0
万

円
)
 

○
中

小
企

業
等
再

出
発
相

談
窓

口
の
設

置
 

○
も

の
づ

く
り
企

業
の
販

路
開

拓
等
の

取
組

へ
の

支
援

 
・

販
路

開
拓

･
生

産
設

備
投

資
等

支
援

(
補

助
率

1
/
2
(
生

産
設

備
1
5
%
)

上
限
:
中
小

企
業

1
,
0
0
0
万

円
 
ｸﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
2
,0
0
0
万

円
)
)
 

○
中

小
企

業
雇

用
継

続
緊

急
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
（

5
/
1
1
設
置

）
 

・
雇

用
調
整

助
成

金
の

相
談

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
を

国
・
京

都
府

共
同
で

開
設

 
○

京
都

府
労

働
相

談
所

の
体

制
強

化
 

○
京

都
ジ

ョ
ブ

パ
ー

ク
の

体
制

強
化

 
○

e
ｰ
ﾗ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

活
用

し
た

職
業

訓
練

環
境

の
整
備

 
○

学
生

イ
ン

タ
ー

ン
・

バ
イ

ト
応

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

 
・
府

内
企

業
の

ア
ル

バ
イ

ト
求

人
紹

介
を

通
じ

て
、
経

済
的

に
困

難
な

状
況

に
あ

る
学

生
を

支
援

 
○

京
都

府
会

計
年

度
任

用
職

員
の

採
用

（
約

5
0
名

）
 

○
障

害
者

雇
用

サ
ポ

ー
ト

強
化

事
業

 
・
障

害
者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー
の

支
援

体
制

の
充

実
強

化
 

○
京

都
未

来
塾

事
業

 
・

経
済

的
な

影
響

を
受

け
た

求
職

者
を

一
定

期
間

雇
用

し
、
研

修
と

企
業

実
習

の
訓

練
コ

ー
ス

を
受

講
す

る
こ

と
で

、
中

小
企

業
の

未
来

を
担

う
人

材
を

育
成

、
正
規

雇
用

に
繋

げ
る

仕
組

み
を

構
築

 
○

コ
ロ

ナ
離

職
者

雇
用

支
援

 
（

正
規

：
3
0
万

円
/
人

、
非

正
規

：
1
0
万

円
/
人
）

 
○
府

内
企

業
へ
の

就
職
促
進

に
向
け
た

有
償

ｲﾝ
ﾀ
ﾝーｼ

ｯﾌ
ﾟへ

の
支

援
(1
ヶ
月

:8
万
円

/人
、
2ヶ

月
以
上
:1

6万
円

/人
)
 

○
伝
統

工
芸
品

を
活

か
し

た
観

光
支
援

 
・

ホ
テ

ル
や

料
理

店
等

が
「

京
都

ら
し

い
お

も
て

な
し

」
を

行
う

た
め

の
伝
統

工
芸

品
買
い

上
げ

を
支

援
 

 
9
/
1
0
（
上

限
1
0
0
万
円

）
 

・
予
算

額
の
拡

充
1
億
円

→
1
0
億

円
 

○
府
内

産
農
林

水
産

物
の

需
要

喚
起

 
○

ス
マ

ー
ト
農

業
実

践
教

育
事

業
 

・
農
大

、
府
立

農
業

系
高

校
へ

ス
マ
ー

ト
農
業

機
械
を

導
入

 
○

京
も

の
農
林

水
産

物
生

産
・

流
通
促

進
対
策

事
業

 
○

「
食

の
京
都

」
地

域
拠

点
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感
染

症
対

策
 

・
補
助

率
1
/
2
以
内

 
○

京
都

産
和
牛

、
地

鶏
給

食
提

供
推
進

事
業

 
○

和
牛

肥
育
経

営
救

急
対

策
事

業
 

○
養
豚

経
営
緊

急
対

策
事

業
 

○
水
産

物
需
要

拡
大

対
策

事
業

 
○

京
の

酒
販
路

拡
大

支
援

 
○

府
内

産
木
材

利
用

拡
大

支
援

 

大 阪 府  

○
「

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症
対

応
資

金
」

の
創

設
 

・
預
託

金
を
増

額
し

制
度

融
資

枠
を

拡
大

。
利

用
事

業
者

に
利

子
補

給
 

○
「

休
業

要
請
支

援
金

(
府

・
市

町
村

共
同

支
援

金
)
」

の
交

付
 

・
中
小

企
業

10
0
万
円

、
個
人
事
業
者

50
万
円
。

市
町
村
に

1/
2
負
担
を

要
請

 
○
中

小
企

業
等
へ

の
支
援

（
休

業
要
請

外
支

援
金

）
 

・
中

小
法

人
：

2
事

業
所

以
上

1
0
0
万

円
、

1
事
業

所
5
0
万

円
 

 
個

人
事

業
主
：

2
事

業
所

以
上

5
0
万

円
、

1
事
業

所
2
5
万

円
 

○
商

工
会

議
所
等

へ
の
金

融
相

談
専
門

員
の

設
置

費
用

補
助

 
○

中
小
企

業
の

研
究
開

発
等
へ

の
支

援
(大

阪
産
業

技
術

研
究
所

の
利
用

料
金
減
額

) 
○
商

店
街

等
の
事

業
継
続

支
援

 
○
飲

食
店

等
へ
の

換
気
設

備
等

の
導
入

支
援

 

○
非

常
勤
職
員
の
緊

急
雇
用
（
内

定
取

消
等

就
労

機
会
を

失
っ

た
方

50
名

程
度

、
経

済
状
況

が
悪

化
し
た

大
学
生

等
60

名
程
度

）
 

○
雇

用
調
整
助
成
金

の
申
請
方
法

等
に

関
す

る
特

別
相
談

会
の

開
催
 

○
総

合
就

業
支

援
拠

点
OS
AK

A
し

ご
と

ﾌｨ
ｰﾙ
ﾄﾞ

に
お

い
て

、
就

職
活
動
に
関
す
る

ﾉｳ
ﾊｳ

の
ﾗｲ
ﾌ゙

配
信
や
求
人
中
の
企
業

情
報
を

発
信
 
 

 
〇

中
小

企
業

に
お

け
る

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
の

促
進

を
図

る
た

め
、

学
 

生
・

労
働

者
が

参
加

す
る

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾐ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

開
催
 

○
コ
ロ
ナ

就
職
氷
河
期

に
備
え
た
採

用
拡
大

(令
和

３
･４

年
度

で
26

0
名
程

度
) 

○
民

間
人

材
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
者

と
連

携
し

た
緊

急
雇

用
対

策
 

・
民

間
人
材

ｻ
ﾋー

ｽ゙事
業

者
と

ｺﾝ
ｿ
ｼーｱ

ﾑを
設
立

。
企
業
等

の
採

用
意
欲
を

高
め失

業者
の

早期
就職

につ
なげ

る
た

め
、

失業
者

を採
用し

た
企業

等
へ支

援
金

を支
給。

（
正規

雇
用

：
25

万
円

、
非

正規
雇用

：
12

.5
万円

）
 

○
ｺﾛ
ﾅ禍

に
お
け
る
離

職
者

や
休
業
者

等
を
対
象
と
し

た
早
期
再

就
職

支
援
 

※
ﾃﾚﾜー

ｸ導
入

か
ら

定
着ま

でを
ｻﾎ゚

ｰ
ﾄす

る大
阪府

ﾃﾚﾜー
ｸｻﾎ゚

ﾄーﾃ゙
ｽｸ

の
設

置
 

※
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に

よ
る

労
働

相
談

の
実

施
 

○
「
大

阪
産
（

も
ん

）
エ

ー
ル

サ
イ
ト

」
の
開

設
 

・
府

民
や

事
業

者
か

ら
の

「
応
援

購
入

」
の

輪
を

広
げ

る
こ

と
を

目
的

に
、

影
響

を
受

け
て

い
る

農
林

漁
業

者
の

情
報

を
集

約
し

て
発
信

 
・

感
染

リ
ス

ク
を

下
げ

る
こ

と
を

目
的

に
、

取
り

寄
せ

可
能

な
大

阪
産

（
も
ん

）
等

の
情
報

を
集

約
し

て
発
信

 
 

兵 庫 県  

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

対
応

無
利
子

資
金

の
創

設
 

・
国

に
連

動
し
た
中

小
企
業
融

資
制

度
を

新
設

 貸
付

限
度

額
4,

00
0
万

円
、

当初
３年

間
の利

子補
給

 
制度

融
資

の
融

資目
標額

引
上げ

 
１兆

 
→

１
兆

3,
00

0
億

円
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

保
証

料
応
援

貸
付

の
創

設
 

○
経

営
継

続
支
援

金
の
給

付
 

・中
小

法
人

10
0万

円
、個

人
事

業
主

50
万

円
（飲

食店
等

中小
法

人
30

万円
、個

人事
業

主
15

万円
）
 

○
地

域
企

業
再
起

支
援
事

業
 

○
中

小
企

業
等
事

業
再
開

に
伴

う
感
染

防
止

対
策

等
の

支
援

 
○
感

染
症

対
策
を

講
じ
る

商
店

街
等
の

支
援

 
○
業

種
ご

と
の
感

染
予
防

拡
大

ガ
イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

 
○
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

追
跡

シ
ス
テ

ム
の

整
備

 
○
バ

ス
・

船
舶
の

感
染
防

止
対

策
経
費

の
支

援
 

○
県

民
利

用
県
施
設

の
閉

鎖
・

休
館

に
伴

う
施

設
事

業
者

へ
の

財
産

使
用

料
の

減
免
 

○
職

員
の
在
宅

勤
務

環
境
整

備
の

た
め
の

ﾘﾓ
ｰﾄ
ｱｸ
ｾ
ｽｼ

ｽﾃ
ﾑ
の

増
強
 

○
市
町
が

水
道
料
金

を
減

免
す
る

場
合

に
県
営

水
道
料
金

の
免

除
（
３

ヶ
月

間
）
 

○
が

ん
ば

る
お
店

・
お
宿

応
援

事
業

 
○

車
内
等
の
密

度
に
配
慮

し
た
運
行
に

取
り
組
む
地

域
公
共
交

通
事
業
者
へ

支
援
 

○
京

都
丹

後
鉄
道

の
運
行

支
援

(
外

出
自

粛
等

に
よ

る
減

収
支

援
)
 

○
県

庁
舎

当
に

お
け
る

ひ
ょ
う
ご

ス
タ
イ
ル

の
推

進
(ｵ

ﾝﾗ
ｲﾝ

会
議

ｼｽ
ﾃ
ﾑの

導
入
等

) 
○

県
庁
舎

等
に

お
け
る

県
民

の
感

染
防

止
対
策

の
推

進
(ｱ

ｸﾘ
ﾙ
板

、
消

毒
液

等
の

設
置

) 

○
内

定
取

消
者

や
離

職
者

に
対

す
る

職
業

訓
練

を
拡
充

 
○

内
定

取
消

者
等

を
会
計
年

度
任

用
職

員
と
し

て
採
用

(1
00

名
) 

○
離
職

者
生
活
安

定
資
金
融
資

制
度

の
拡
充

(近
畿
労

働
金
庫
と
連

携
) 

○
W
E
B
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
 

○
兵

庫
型

ワ
ー

ク
シ

ェ
ア

の
推

進
 

・
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

に
よ

り
、

一
時

的
に

雇
用

維
持

 
が

難
し

い
事

業
主

か
ら

、
人

手
不

足
の

事
業

主
へ

期
間

 
限

定
で

人
材

派
遣

を
支

援
 

○
ひ
ょ
う

ご
仕
事
と

生
活

ｾﾝ
ﾀｰ

に
よ
る

新
し

い
ﾜｰ
ｸ
ｽﾀ
ｲﾙ

の
推

進
 

○
中

小
企

業
従

業
員

の
福

利
厚

生
継

続
へ

の
支

援
 

○
就

労
系

障
害

福
祉

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の
生

産
活

動
強

化
へ

の
支
援

 
○

就
労

継
続

支
援

B
型

事
業

所
利

用
者

へ
の

支
援

 
○

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ｺﾛ

ﾅ
･
労

働
環

境
対

策
事

業
の

実
施

 
○

緊
急

対
応

型
雇

用
創

出
事

業
の

実
施

 
・
雇

用
情

勢
の

悪
化

に
よ

り
、
離

職
を

余
儀

な
く

さ
れ
た

 
労

働
者

へ
次

ぎ
の

雇
用

ま
で

の
つ

な
ぎ

の
雇

用
創

出
 

〇
緊

急
雇

用
対

策
職

業
訓

練
事

業
の

拡
充

 
○

ひ
ょ

う
ご

障
害

者
ﾜ
ｰ
ｸ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ
の

開
催

 
○
緊
急

対
応

型
障
害
者

在
宅

ﾜー
ｸ創

出
事
業

の
実
施
(県

業
務
の

発
注

)
 

○
県
立
高
校
に
お
け

る
農

業
人

材
の

育
成

(実
習

機
械

導
入

)
 

○
肉
用

牛
肥
育

経
営

安
定

対
策

 
生

産
者
積
立
金
不

足
見

込
額
を
県

畜
産

協
会
に
無
利
子

貸
付
 

○
野
菜

価
格
安

定
対

策
 

市
場価

格
が

一
定
基

準
を

下
回
った

場合
の差

額
補

て
ん
に充

て
る

資
金の

追
加

造
成
 

○
県
産

農
産
物

等
の

E
C
サ

イ
ト

を
活
用

し
た

販
売
促

進
 

出
品

時
の
初
期

費
用
補
助

、
県
認
証
食

品
PR

ｷｬ
ﾝﾍ

ﾟｰ
ﾝ
の

実
施
 

○
農
業

者
・
水

産
加

工
業

者
等

の
資
金

繰
り
支

援
 

○
山
田

錦
等
酒

米
持

続
的

生
産

応
援
事

業
の
実

施
 

・
酒
米

の
価
格

差
、

作
付

転
換

へ
の
支

援
、
消

費
拡
大

支
援

 
○

県
内

地
鶏
肉

・
水

産
物

等
の

学
校

給
食

提
供
の

支
援

 
○

県
産

水
産
物
の

料
理

支
援
、

販
売

ｼｽ
ﾃ
ﾑの

構
築
、

販
売

促
進

PR
 

○
県

公
式

ｵﾝ
ﾗ
ｲﾝ
ｼｮ
ｯﾌ
ﾟ｢

ひ
ょ

う
ご

市
場

｣の
販

売
促

進
ｷｬ
ﾝ
ﾍﾟ

ｰ
ﾝ 

○
県
産

農
畜
水

産
物

の
販

売
･
相

談
･
支
援

等
の

た
め

、
美
味

 
い
も

ん
情

報
ﾄ
ｰ
ﾀ
ﾙ
ｻ
ｲ
ﾄ
｢
御
食

国
ひ

ょ
う

ご
(
仮

称
)
｣
創
設

 
○
県

産
農

林
水
産

物
直

売
・
消
費

応
援
事

業
の

実
施

(金
券
配

布
) 

○
ひ
ょ

う
ご
の

酒
・

酒
米

の
需

要
拡
大

促
進

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
実

施
 

○
但
馬

牛
・
神

戸
ビ

ー
フ

の
需

要
喚
起

の
た
め

、
但
馬

牧
場

 
公
園

の
情

報
発
信

力
強

化
(
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
講

座
、

出
前
講

座
)
 

○
県

産
木

材
利
用

拡
大

ｷｬ
ﾝﾍ

ﾟｰ
ﾝ
事

業
の

実
施

(住
宅
建

築
費

支
援

) 
 

奈 良 県  

○
新

型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
対
応

資
金

の
創

設
・

融
資

枠
拡

充
 

・
貸

付
枠

 
8
6
5
億

円
 

→
 

1
,
9
5
4
億

円
 

○
制

度
融

資
 

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

関
連

資
金

の
融

資
枠

拡
充

 
・
貸

付
枠

 
6
3
5
億

円
 

→
 

2
,
6
4
6
億

円
 

○新
型

コ
ロナ

ウ
イル

ス
感染

症
拡

大
防止

協
力金

(給
付

額
 中

小
企
業

20
万

円、
個

人事
業

主
10

万
円
) 

○
経

営
相

談
窓
口

の
設
置

 
○
商
工

会
議
所
等

が
行
う

ｵﾝ
ﾗｲ

ﾝを
活

用
し

た
経
営

相
談
体
制

の
構
築
に

対
し

補
助
 

○
内

定
取
消
、
雇
い
止
め
又
は
解
雇
さ
れ
た
方
を
県

職
員
と
し

て
採

用
。

県
内

企
業
等

で
の

ｲﾝ
ﾀー

ﾝｼ
ｯﾌ

ﾟ等
に
よ
り

就
労

を
支
援
 

○
特

別
就

労
相

談
窓

口
の

設
置

 
○
雇
用

調
整

助
成

金
等

の
申
請

を
支
援

す
る

た
め
の

相
談

体
制
の

強
化
 

○
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
就

労
相

談
体

制
の

整
備

 
○

県
内

企
業

の
学

生
へ

の
周

知
や

人
材

確
保

支
援

の
た

め
、

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
を

活
用

し
た

合
同

企
業

採
用

説
明

会
開
催

 

○
学
校

給
食
休

止
の

延
長

に
伴

う
未
利

用
食
品

の
活
用

 
・

未
利

用
食

品
を

フ
ー

ド
バ

ン
ク

等
に

寄
付

す
る

際
の

配
送

等
を

支
援

 
○

「
奈

良
産
農

畜
産

物
応

援
サ

イ
ト
」

の
開
設

 
・

県
民

や
事

業
者

か
ら

の
「

応
援

購
入

」
の

輪
を

広
が

る
こ

と
を

目
的

に
、

影
響

を
受

け
て

い
る

農
業

者
の

情
報

を
提

供
し

、
販

売
促
進

を
応

援
 

和 歌 山 県  

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

対
応

枠
の
創

設
(
実

質
無

利
子

､
無

担
保

)
 

・預
託額

を
増

額
し

融
資

枠
を

拡
大
｡当

初
3
年間

の無
利

子
融

資
を

行
う

た
め

の
利

子
補

給を
実

施
 

○
観

光
緊

急
対
策

枠
の
創

設
(
観

光
関

連
事

業
者
向

け
の
無
利

子
融

資
) 

・
当

初
1
年

間
の

無
利

子
融

資
を
行

う
た
め

の
利

子
補

給
､保

証
料

補
助

を
実

施
 

○
支

援
本

部
(
4
/
2
8
～

立
ち

上
げ

)
 

・
支

援
施

策
検
討

ﾁ
ｰ
ﾑ
及

び
総

合
支

援
相

談
窓

口
を

設
置

 
○
事

業
継

続
支
援

金
（

2
0
万

円
～

1
0
0
万

円
の

支
援

金
を

支
給

）
 

○
県

内
事

業
者
事

業
継
続

推
進

(
補

助
限

度
額

1
0
0
万

円
､
補

助
率

2
/
3
)
 

○
和歌

山
県

観
光

客
あ

ん
しん

受入
環

境
整

備
(補

助
限

度
額

1,0
0

0
万

円
､補

助
率

3/
4 

※大
企

業
2/3

) 
○
持

続
化

給
付
金

申
請
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
 

・
We

b
申

請
を

ｻﾎ
ﾟｰ
ﾄ
す

る
人

材
を
確

保
す
る

商
工

会
･商

工
会
議

所
を

支
援
 

○
家

賃
支

援
金

 
・

家
賃

月
額

の
1/

6相
当額

を６
か

月分
支

給
、

上
限額

（月
額

）：
法

人
12

.5
万

円、
個

人
6.
25

万
円
 

複
数
店
舗
を
所
有
す
る
な
ど

家
賃
の
総
支
払
額
が
高
い
場
合
、
上
限
額
を
法

人
25

万
円

、
 

個
人

12
.
5万

円
に
引
き
上

げ
。
但
し
、
引
き
上
げ
部
分
の
給
付
率
は
家
賃
額

の
1/
12

相
当
 

◯
雇

用
調

整
助

成
金

申
請

サ
ポ

ー
ト

 
・

電
話

相
談

窓
口

の
開

設
 

・
各

地
域

で
の

個
別

相
談

 
（

対
面

や
訪

問
に

よ
る

相
談

対
応

）
 

◯
国

の
雇

用
調

整
助

成
金
（

教
育

訓
練

）
の

加
算

額
に
県

 
が

上
乗

せ
支

給
（

3
,
0
0
0
円

）
 

  

○
県
産

農
産
物

等
の

ｅ
ｺ
ﾏ
ｰ
ｽ
を
活

用
し
た

販
売

支
援

 
・

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
出
店

ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
立
ち

上
げ

専
門

家
に

よ
る
ﾊ
ﾝ
ｽ
ﾞ
ｵ
ﾝ
支
援

 
・「

お
う

ち
で
和

歌
山

」
特

設
サ

イ
ト

開
設

に
よ
る

積
極
的

な
 

情
報

発
信

 
○

農
林

水
産
事

業
者

に
対

す
る

融
資
相

談
窓
口

の
設
置

 
○

農
業

者
の
金

融
支

援
 

・
利
子

補
給
に

よ
り

貸
付

当
初

5
年

間
無

利
子

化
 

○
漁
業

者
等
の

金
融

支
援

 
・

利
子

補
給
に

よ
り

貸
付

当
初

5
年

間
無

利
子

化
 

別
添
１
-
３
 

※
今
回
追

加
 

15



 
 

16



団 体
 

（
１

）
事

業
継

続
支

援
 

（
２

）
雇

用
継

続
支

援
 

（
３

）
農

林
水

産
業
等

の
経
営

支
援

・
需

要
喚
起

 

徳 島 県  

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

対
応

資
金
の

創
設

 
・
無

利
子

･
無

保
証

料
融

資
の

対
象

拡
大

(
売

上
高

△
5
%
以

上
)
 

・
保

証
料

ｾ
ﾞ
ﾛ
,
実

質
無

利
子

(
当

初
3
年

間
)
、

上
限

3
千

万
円

 
・
融

資
限

度
額

拡
大

(
3
千

万
円

→
4
千

万
円

)
 

○
ｾ
ﾌーﾃ
ｨﾈ
ｯ

ﾄ資
金

｢経
済
変
動

対
策

資
金

｣｢
経
営
安
定

借
換
資
金

｣の
融

資
枠

を
計

20
0
億
円

拡
大 

○
｢
経
済

変
動

対
策

資
金

｣
の

融
資

対
象

の
拡

充
 

○
｢
徳
島

県
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
対

応
!
企

業
応

援
給

付
金

｣
の

創
設

 
・

特
に

厳
し
い
経
営

環
境

の
中
に

あ
る

中
小

･小
規
模
事

業
者
に
対
し

､雇
用
及

び
 

事
業

継
続

へ
の

頑
張

り
を

応
援

す
る

た
め

､
10

0
万

円
を
上
限
に

給
付

 
○
中

小
企

業
・

個
人

事
業

主
に

対
す

る
県

有
施

設
ﾃ
ﾅ
ﾝ
ﾄ
料

の
減

免
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
関

連
特

別
相

談
窓
口

の
設

置
 

○
企

業
従

業
員

等
の

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
研

修
の
支

援
 

○
県

内
の

ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
･
ﾃ
ﾞ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｰ
情

報
発

信
応

援
ｻ
ｲ
ﾄ
の

開
設

 
○
生

活
衛

生
関

係
営

業
者

応
援

給
付

金
 

・
生

活
衛

生
新
型

ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ感

染
症

特
別

貸
付

で
融

資
を

受
け

た
金

額
の

10
%(

上
限

10
0
万
円

)
 

○
｢経

済
変

動
対

策
緊

急
生

活
資

金
｣の

拡
充

[拡
大
融
資

枠
1
億
円

] 
・

経
済

的
影

響
を

受
け

る
勤

労
者

の
生

活
の

安
定

を
図

る
た

め
､
実

質
無

利
子

融
資

枠
を

創
設

 
○

採
用

内
定

取
消

者
等

を
対

象
と

し
た

会
計

年
度

任
用

 
職

員
の

採
用

（
2
0
名

程
度

）
 

○
就

労
支

援
事

業
所

等
に

お
け

る
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
を

活
用

し
た

 
販

路
拡

大
等

 
○

Ｗ
ｅ

ｂ
企

業
説

明
会

開
催

支
援

事
業

 
・

求
職

者
と

県
内

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

機
会

を
確

保
す

る
た

め
、
Ｗ

ｅ
ｂ

広
報

力
向

上
セ

ミ
ナ
ー

、
企
業

説
明

会
を

開
催

し
、

企
業

の
採

用
活

動
を

支
援
す

る
。
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
安

定
雇

用
促

進
支

援
事

業
 

・
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
感

染
症

の
影

響
で

、
非

正
規

雇
用

者
を
中

心
に

厳
し

い
雇

用
情

勢
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
幅

広
い

世
代

を
対

象
に

「
雇

用
の

安
定

化
」

を
促

進
支

援
す
る

。
 

○
新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
対
策

農
林

漁
業
者

金
融
支

援
事
業

 
 

・
保
証

料
ｾ
ﾞ
ﾛ
,
実
質

無
利

子
（

当
初

5
年
間

）
の

制
度

融
資

 
○

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
対
策

農
林

漁
業
者

応
援
給

付
金

 
 

｢
金

融
支

援
事

業
｣
の

融
資

を
受

け
た

農
林

漁
業

者
の

う
ち

､
特

に
影

響
が
大

き
い

方
に

1
0
0
万
円

を
上

限
に

給
付

 
○

各
種

支
援
制

度
の

紹
介

や
専

門
家
派

遣
を
行

う
窓
口

開
設

 
○

手
数

料
無
料

の
Ｅ

Ｃ
サ

イ
ト

に
よ
り

販
路
開

拓
を
支

援
 

○
公
共

・
福
祉

施
設

に
お

い
て

県
産
花

き
の
Ｐ

Ｒ
を
実

施
 

○
県
内

飲
食
店

で
の

阿
波

地
美

栄
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の
開

催
 

○
県

内飲
食店

、
県

外食
品

流
通業

者
と連

携
し

た
阿

波
尾

鶏
の

需
要

喚
起策

、大
学

食
堂へ

の
提

供を
実

施
 

○
ハ
ウ

ス
す
だ

ち
等

次
期

作
の

生
産
体

制
に
向

け
た
支

援
 

○
｢
海

の
幸

｣
の

ネ
ッ

ト
販

売
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
支
援

 
○

滞
留

し
た
原

木
の

ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾔ
ｰﾄ
ﾞ
確

保
や
運

搬
、
仕

分
を

実
施

 
○

滞
留

し
た
製

材
の

保
管

や
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｶ
ｯ
ﾄ
工

場
へ

の
運

搬
を

実
施

 
○

国
補

対
象
外

の
山

仕
事

へ
の

支
援
に

よ
る
雇

用
創
出

 

鳥 取 県  

○
鳥

取
県

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
対

策
向

け
地

域
経

済
変

動
対

策
資

金
の

創
設

 
・

制
度

融
資

の
無

利
子
期
間

､据
置

期
間

､
保

証
料

無
し

の
期

間
の

拡
充
 

○
県

内
中
小

企
業
の

新
分

野
進
出

な
ど
の

新
た

な
取
組

､感
染
予
防

･防
止
に

向
け

た
商
品

開
発

など
幅

広い
取組

を
支

援
(補

助
率

3/
4
上

限
50

万
円

等
) 

○企
業

の
感染

症
防

止対
策

支
援

(緊
急

対応
型

：
補助

率
3/

4 
上

限
20

万円
、

体制
整

備
型

：補
助

率
3/

4 
上

限
20

0
万
円
)､

感
染

症に
対

応し
た
B
CP

策定
支

援
等
 

○
越

境
E
C
の

取
組

支
援

(
補

助
率

2
/
3
 
上

限
2
0
万

円
)
等

 
○
ﾃﾚ

ﾜｰ
ｸの

新規
導入

に係
る

経費
を支

援
(国

助
成

金
へ

の
上乗

せ
補

助
)(

補
助

率
1/

6､
上
限

30
万
円

) 
○
複
数
事
業
者
連
携
に

よ
る
地
域
活
性

化
・
需
要
喚
起
に

繋
が
る
取
組
を
支

援
(補

助
率

3/
4
､

上
限

20
0
万

円
(補

助額
：

20
万

円×
参

加
事

業
者

数
))
 

○
県

有
施

設
に
入

居
す

る
飲

食
･土

産
物
店
等
に
対
す
る
使

用
料

等
の

減
免
 

○
経

営
上

の
影

響
を

大
き

く
受

け
た

県
内

事
業

者
に

対
し

、
家

賃
等

の
固

定
費

の
負

担
軽

減
や

今
後

の
事

業
継

続
を

支
援
（

定
額

1
0
万

円
）
 

○
鳥

取
県
版

新
型

ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ感

染
拡

大
予
防

対
策

例
や
業

界
が
作
成
す

る
ｶﾞ

ｲﾄ
ﾗ゙ｲ

ﾝを
基
に

事
業

者
が
感
染
予

防
対

策
に

取
り
組
む

経
費
を

助
成
（
補

助
率

9/
10

、
上

限
20

万
円

）
 

○
交

通
事

業
者

へ
の

感
染

症
対

策
資

機
材

整
備

や
密

を
避

け
る

た
め

の
貸
切

バ
ス

増
車

等
へ

の
支

援
、
バ

ス
・
タ

ク
シ

ー
車

両
を

活
用

し
た

広
告

、
路

線
バ

ス
事

業
者

へ
の

維
持

・
運

行
へ

の
支

援
等

 
○
オ

ン
ラ

イ
ン

物
産

展
等

対
面

販
売

か
ら

の
転

換
を

支
援

 
○

職
員

が
在
宅
で
勤

務
で

き
る

環
境

を
整

備
し
、
県
業

務
の

継
続

性
を

確
保
 

○
ｵ
ﾌ
ｨ
ｽ
･
研

究
開

発
拠

点
等

の
誘

致
､
育

成
支

援
(
事

前
調

査
支

援
:
補

助
率

1
/
2
上

限
3
0
万

円
､
ｵ
ﾌ
ｨ
ｽ
設

置
支

援
:
補

助
率

1
/
2
上

限
2
0
0
万

円
､研

究
開
発
拠

点
設

置
支

援
:
補

助
率

1/
3
ま

た
は

1/
2
上
限
5
00

万
円

)
 

○
未
利
用
施

設
の

ﾘﾓ
ｰﾄ
ｵ
ﾌｨ
ｽへ

の
改
修
を

支
援

(補
助
率

：
1/
3
 上

限
50

0万
円

) 

○
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
合

同
企

業
説

明
会

の
実

施
や

就
職

情
報

ｻ
ｲ
ﾄ
で

の
情

報
発

信
等
を
支

援
(補

助
率

1/
2
上

限
40

万
円

等
) 

○
離

職
者

の
早

期
再

就
職

を
支

援
す

る
た

め
の

職
業

訓
練

等
 

○
雇

用
維

持
の

た
め

に
実

施
す

る
教

育
訓

練
に

対
し

助
成

(
補

助
率

2
/
3
､
上

限
1
0
0
万

円
)
 

○
離

職
者

を
正

規
雇

用
し

た
企

業
に

雇
用

安
定

支
援

金
を

支
給

 
○

就
労

支
援

継
続

事
業

所
が

行
う

新
商

品
開

発
等

の
取

組
に

要
す

る
経

費
を

補
助

 
○

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

を
受

け
た

県
内

求
職

者
の

就
労

促
進

を
支

援
（

補
助

率
1
/
2
、
日

額
当

た
り

の
上

限
3
,
6
0
0
円

）
 

○
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
対

策
 

企
業
・
雇

用
サ
ポ

ー
 

ト
チ

ー
ム

」
の

活
動

の
充

実
、
求

職
・
相

談
者
へ

の
相

 
談

対
応

の
周

知
を

強
化

 
○

障
が

い
者

雇
用

に
お

け
る

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
等

導
入

を
実

施
す
る

ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
企

業
へ

の
支

援
（

委
託

事
業

7
5
万

円
/
社

）
 

○
県

産
農

林
水

産
物

を
活

用
し

た
雇

用
継

続
や

ﾃｲ
ｸｱ

ｳﾄ
､商

品
開

発
等

に
取

り
組

む
飲

食
店
や
旅
館
等
の
幅
広
い
取
組

に
10

万
円
を

支
援
 

○
農

業
現

場
等

で新
型

ｺﾛﾅ
ｳｲ

ﾙｽ
の

影
響

が出
た場

合等
の

営
農

活
動の

支
援

体
制

構
築
 

○
牛
ﾏ
ﾙ
ｷ
ﾝ
の
拡

充
､
牛
肉

保
管

費
用
に

対
す
る

支
援

 
○

鳥
取

和
牛
等

を
小

中
学

校
給

食
に
提

供
す
る

食
育
の

推
進

 
○

素
材

生
産

業
者

等
の

ｽ
ﾄ
ｯ
ｸ
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ
の

確
保

､
原

木
の

ﾊ
ﾞ
ｲ
ｵ
ﾏ
ｽ

活
用

へ
の

転
換
等

の
取

組
に
対

し
て

支
援

 
○

県
産

木
材
の

需
要

増
に

向
け

た
乾
燥

技
術
の

実
証
試

験
 

○
量

販
店

や
鮮

魚
直

売
店

等
と

連
携

し
た

県
産

魚
ﾌ
ｪ
ｱ
の

開
催
､
魚
食

普
及

動
画
に

よ
る

情
報
発

信
 

○
渡
航

を
伴
わ

な
い

農
林

水
産

物
の
新

た
な
販

促
活
動

 
○

県
産
食
材
を

使
用

す
る

食
品
加

工
事
業
者
の
相
談
窓
口

設
置
 

○
試

食
に

代
わ

る
試

供
品

の
提

供
や

ｲﾝ
ﾀー
ﾈｯ
ﾄ

商
談
等
対
面
に

よ
ら

な
い

販
売

活動
に

対
して

助
成
(補

助
率

2/
3､

上
限
5
0
万

円
) 

○
県
産
食

材
等

を
県
外

の
自

宅
で

過
ご
す
友

人
･知

人
等

に
配

送
す

る
取

組
を

支
援
 

○
農
業

水
産
分

野
で

の
雇

用
の

受
け
皿

づ
く
り

 
○

事
業

者
が

連
携

し
て

行
う

地
域

の
盛

上
げ

や
需

要
喚

起
に

繋
が

る
取

組
を
支

援
（

補
助
率

3
/
4
、
上

限
2
0
0
万
円

）
 

○
ｸ
ﾗ
ｳ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を
活

用
し

て
2
0
%
の
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ﾐ
ｱ
が

つ
い

た
県

内
事

業
者

の
先
取

り
応

援
券
を

販
売

 
○
農

林
水
産

業
の
共

同
利

用
施
設

で
行

う
出
荷

作
業
時

の
感
染

予
防

対
策
等

を
支

援
 

○
農
林

水
産
業

関
係

団
体

が
行

う
販
路

拡
大
等

を
支
援

 
〇

漁
業
者
等
の
資
金
繰
り
支

援
(利

子
補

給
に
よ
る
貸
付
利
率
の

無
利
子
化
等

) 
○

県
の

食
材
・

飲
食

店
等

の
魅

力
発
信

の
強
化

 

京 都 市  

○
緊

急
融

資
制

度
の

充
実

(
令

和
2
年

5
月

～
)
 

融
資
限

度
額

を
3
,
0
0
0
万

円
か
ら

4
,
0
0
0
万

円
へ

引
上

げ
（

令
和

 
2
年

7
月

～
）
）

 
○
中

小
企

業
経

営
支

援
緊

急
対

策
事

業
の

充
実

 
○
市

観
光

事
業

者
等

緊
急

支
援

補
助

制
度

の
実

施
 

・
補

助
率

3
/
4
,
上

限
額

3
0
万

円
 

○
京

都
市

中
小

企
業

等
緊

急
支

援
補

助
金

の
創

設
 

・
補

助
率

3
/
4
等

･
上

限
額

3
0
万

円
 

○
飲

食
店

ﾃ
ﾞ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｰ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

利
用
促

進
 

○
本
市

の
家
庭

保
育

の
協

力
依
頼

に
基
づ
く

保
育
園

等
へ

の
登

園
自

粛
､又

は
 

保
育

園
等

に
よ

る
臨

時
休
園

が
行

わ
れ

た
場

合
に

お
け

る
保

育
料

返
還
 

○
商

店
街

緊
急

支
援

補
助

金
 

補
助

率
9/
1
0・

上
限

額
会

員
数

50
以
上

は
20
0
万
円

・
50

未
満

は
10

0
万

円
 

○
京

都
市

伝
統

産
業

つ
く

り
手

支
援

事
業

補
助

金
 

・
補
助

率
9/
10

・
上
限
額

個
人
又
は

グ
ル
ー

プ
は

40
万

円
・

団
体

は
10

0
万

円
 

○
和

装
産

地
支

援
事

業
 

○
中

小
企

業
等
支

援
策
活

用
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
の

運
用

 
○
就

労
継

続
支

援
事

業
所

に
対

す
る

生
産

活
動

活
性

化
支

援
 

○
就

労
継

続
支

援
B
型

事
業

所
に

お
け

る
工

賃
助

成
 

○
失

業
者

等
の

優
先

募
集

(
臨

時
･
非

常
勤

職
員
)
 

○
経

済
状

況
が

悪
化

し
た

大
学

生
等

を
対

象
と

し
た

臨
時

募
集

（
非

常
勤

職
員

）
 

○
雇

用
調

整
助

成
金

申
請

窓
口

の
混

雑
緩

和
に

向
け

た
取

組
 

・
京

都
労

働
局

と
連

携
し

，
「

初
め

て
の

雇
用

調
整

助
成

金
」

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
説

明
会

を
開

催
（

令
和

2
年

5
月
）
 

・
市

観
光

協
会

と
連

携
し

，
「

初
め

て
の

雇
用

調
整

助
成

金
」
研

修
動

画
の

制
作

及
び

配
信

(
令

和
2
年

5
月
～

)
 

○
W
E
B
を

活
用

し
た

就
職

相
談

や
企

業
紹

介
等
の

実
施

 
○

事
業

継
続

に
向

け
た

中
小

企
業

等
担

い
手

確
保
・
育

成
支

援
 

○
雇

用
情

勢
の

悪
化

を
契

機
と

す
る

社
会

福
祉

施
設

の
担

い
手

確
保

対
策

 
 

○
京
都

市
中
小

企
業

等
緊

急
支

援
補
助

金
の
創

設
(
再

掲
)
 

○
ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
,
ﾃ
ﾞ
ﾘ
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｰ
等

を
飲
食

店
を

ま
と

め
た

ｻ
ｲ
ﾄ
(
商

工
会

議
所

,
各

区
等

で
運

営
)
を

集
約

し
,
市

ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
で
発

信
 

○
安全

･安
心

で新
鮮

な
魚介

類
がお

得に
購

入で
き

る
｢お

う
ち

de
おさ

か
な

ﾏﾙ
ｼｪ
｣に

つい
て

，
4
月

28
日

か
ら

7
月

31
日

ま
で

実
施

(京
都市

の支
援の

もと
,市

場
内の

水
産

仲
卸

組
合

と
小売

団
体

が協
力

し
て

実
施

) 
〇

京
都
料

理
芽生

会
や

生
産
者

等
と連

携
し，

旬
の

市
場流

通
食材

を
参

加
者に

配
送

し
，

自
宅

で
ﾚｼﾋ

ﾟを
学

べ
る

「
ｵﾝﾗ

ｲ
ﾝ和

食料
理

教
室

」や
，

親
子で

学
べ

る
｢ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝ食

べ
比

べ
教室

｣や
｢ｷ

ｯｽ
ﾃ゙゙ｰ

ｵﾝ
ﾗｲ

ﾝ教
室

｣の
開

催
(令

和
2年

7月
，

9月
，

10
～
3月

)
 

※
N
P
O

法
人
と

連
携

し
た

，
市

場
流

流
通

食
材

の
子

ど
も

食
堂

(
7
箇

所
）
へ

の
提
供

及
び
食

育
活

動
の

実
施
（

9
月

～
）
 

※
EC

ｻｲ
ﾄ
「
京

都
市

中
央

市
場
厳

選
！
お
う

ち
de

京
の
食

文
化

」
を
新

た
に

開
設

し
，

仲
卸
業
者

が
全
国
か

ら
厳

選
し

た
多
種
多

様
な
鮮
魚

を
は
じ
め

，
ち

り
め

ん
山

椒
等

の
塩
干
食

材
な

ど
，
「

京
の
食
文
化

」
を

堪
能
で
き
る

商
品

を
10

月
19

日
か

ら
全

国
向
け
に

販
売

開
始
（

京
都
市

の
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄの

下
，
小
売

団
体

が
ｻｲ

ﾄの
企

画
・
開

発
・運

営
を

行い
，市

場内
の水

産
仲

卸組
合

が
連携

して
実

施
）
 

※
包

括
連
携
協
定
大
学
と
連
携
し
，

学
生

が
短
時
間
で
簡
単
に
作
れ

て
お
い
し

い
家
庭
料
理

を
学
べ
る

「
大

学
生

ｵﾝ
ﾗｲ

ﾝ時
短
料
理
教
室

」
の
開

催
（

10
月

～
12

月
）
 

○
新
し

い
生

活
様

式
に

即
し

た
非

接
触

型
販

売
手

法
な

ど
の

導
入

支
援

や
，

京
野

菜
の

販
路

拡大
・販

売促
進に

よ
り

需
要

を
下

支
え

し
，

持
続

的
に

営
農

を
行

え
る環

境を
整

備 
○

木
材
価

格
の低

下
が

発
生
し

て
いる

中
，価

格
の

安
定と

事
業継

続
を

図
るた

め
，

港
湾

等へ
の運

搬経
費

を助
成し

，海
外

を
含む

販
路

開
拓
を

支援
。

ま
た，

新
し

い生
活

ｽﾀ
ｲﾙ

に
対

応
し

た
林

業
商

品
や

ｻﾋー゙
ｽの

開
発

等
を支

援 

大 阪 市  

○
大

阪
府

と
協

調
し

「
休

業
要

請
支

援
金

」
を

支
給

 
○
も

の
づ

く
り

中
小

企
業

緊
急

支
援

事
業
（

大
阪

産
業

技
術

研
究

所
の

利
用
料

減
額

）
 

○
所

管
施
設

の
ｷｬ
ﾝ
ｾﾙ

･休
館

･減
免

措
置

等
に
伴
う

指
定

管
理

者
へ
の

収
入

補
填
 

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
た

港
湾

関
連

事
業

者
等
の

港
湾

施
設

使
用

料
、

貸
付

料
等

の
支

払
期

限
を

延
長

 
〇
大
阪

府
と

共
同

し
、

｢感
染
拡
大
防

止
に
向

け
た

営
業

時
間

短
縮
協

力
金

｣を
支

給
 

○
緊
急

雇
用

対
策
と

し
て

会
計
年

度
任
用
職
員
を

採
用

(5
0
名

) 
・

離
職

(
解

雇
･
雇

い
止

め
)
や

､
内

定
取

消
､
事

業
活
動

の
 

縮
小

に
よ

り
仕

事
を

失
っ

た
事

業
主

(
ﾌ
ﾘ
ｰ
ﾗ
ﾝ
ｽ
を
含

 
む

)
な

ど
を

対
象

 
○

外
国

人
の

た
め

の
相

談
窓

口
の

体
制

強
化

（
（

公
財

)
大

阪
国

際
交

流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
）

 
○

コ
ロ

ナ
就

職
氷

河
期

に
備

え
た

採
用

拡
大

 

 

堺 市  

○
制
度

融
資
の
信

用
保
証
料

を
全
額
市

が
負

担
す
る

制
度

を
実

施
（

4/
15

～
9/
3
0）

 
○
中

小
企

業
の

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
導

入
支

援
（
第

1
次

募
集

・
5
/
1
8
受

付
終

了
）
 

＜
補
助

金
額
上

限
：

5
0
万

円
、

補
助

率
：

2
/
3
＞

 
○
大

阪
府

と
協

調
し

「
休

業
要

請
支

援
金

」
を

支
給

。
 

○
市

内
N
P
O
法
人

に
対

す
る

支
援

金
（

8
/
3
1
受

付
終

了
）

 
〇
先

端
設

備
等

導
入

支
援

補
助

金
の

創
設

 
〇
頑

張
る

中
小

企
業

応
援

補
助

金
の

創
設

 
〇
中

小
企

業
の

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
導

入
支

援
（
第

2
次

募
集

・
9
/
2
4
受

付
終

了
）
 

＜
補

助
金

額
上

限
：

5
0
万

円
、

補
助

率
：

1
/
2
＞

 
〇
中

小
企

業
ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
ﾄ
ﾗ
ﾝ
ｽ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾒ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
促

進
補

助
金

の
創

設
 

〇
ｷｬ

ｯｼ
ｭﾚ
ｽ
決

済
を
活

用
し
た

市
内

消
費
活
性

化
事

業
(1

1
月
実
施

・
20

％
還

元
) 

○
介

護
・

障
害

者
・

障
害

児
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

に
対

す
る

支
援

金
 

※
商

店
街

等
に

お
け

る
感

染
症

対
策

等
に

対
す

る
補

助
 

※
従

業
員

通
勤

用
に

自
転

車
駐

車
場

を
整

備
す

る
事

業
所

へ
の

補
助

 
※
タ

ク
シ

ー
事

業
者

へ
の

感
染

防
止

策
に

要
し

た
費

用
等

の
補

助
金

 
※
公

共
交

通
事

業
者

へ
の

感
染

防
止

策
に

要
し

た
費

用
等

の
補

助
金

 

○
雇

用
調

整
助

成
金

相
談

窓
口

の
設

置
（

4
/
3
0
～

予
約

受
付

開
始

）
 

○
就

職
相

談
体

制
の

強
化

 
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、
内

定
取

消
・
雇

止
め
・
解

雇
を

さ
れ

た
方

な
ど

の
再

就
職
を

支
援

す
る

た
め

、
市

の
就

労
支

援
施

設
に

お
い
て

オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を

導
入

。
（

5
/
1
～

開
設

）
 

〇
W
e
b
合

同
企

業
説

明
会

の
実

施
 

〇
再

就
職

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

 

神 戸 市  

○
中
小

企
業
等
の
店

舗
の

家
賃

を
1/

2
以

上
減
額
し

た
不
動

産
ｵｰ
ﾅ
ｰに

対
し

て
4･

5
月

分
の
家

賃
の
減
額

総
額

の
8
割
補
填
（

補
助
上

限
20

0
万
円

）
 

○
中

小
企

業
等

の
事

業
継

続
・
売

上
向

上
等

の
新

た
な

取
り

組
み

へ
の

支
援
（

補
助

上
限

：
1
0
0
万

円
、
補

助
率

3
/
4
）

 
○
中

小企
業

等へ
の

相
談

体制
強

化
（

ｾーﾌ
ﾃｨ

ﾈｯ
ﾄ保

証
(4

・
5号

)等
の認

定
申
請

窓口
、

社
会

保
険労

務
士
 

専
門

相
談

窓
口

、
国

・
県

・
市

等
の

支
援

制度
等

紹
介す

る経
営

相談
窓

口
、

国
の持

続化
給

付
金

の電
子申

請
ｻﾎ

ﾟーﾄ
窓

口
） 

○
中

小
企

業
等

の
ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
環

境
の

整
備

等
の

支
援

（
市

補
助

上
限

：
7
5

万
円
、

補
助

率
1
/
1
2
（

国
補

助
と

合
計

3
/
4
以
内

））
 

○
海
外
電

子
商
取
引

(E
C
)等

に
係
る

取
組
を
支
援
（
補
助
上
限
：

15
0
万
円

 、
補
助
率

3/
4）

 
○

先
払

い
利

用
券

が
購

入
で

き
る

仕
組

を
持

つ
事

業
者

と
提

携
､
ｸ
ｰ
ﾎ
ﾟ

ﾝ
発
行

を
支

援
(
還

元
率

2
0
%
､
上

限
2
,
0
0
0
円

/
件

)
 

○
U
b
e
r
Ea
t
s
な

ど
を

活
用

し
た

宅
配

・
ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
事

業
 

商
店
街

・
市

場
に

お
け

る
共

同
宅

配
事

業
へ

の
支

援
 

○
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾄ
ｱ
へ

の
新

規
出

店
支

援
に

よ
る

販
路

拡
大

(
新

規
出

店
支

援
 

補
助
上

限
:
3
0
万

円
/
年

、
補

助
率

1
/
2
等

)
 

○
商

店
街

・
小

売
市

場
お

買
い

物
券

事
業

 
・

ﾌ゚ﾚ
ﾐ

ｱﾑ
付き

お
買

い物
券発

行
に

よる
商

店街
等

の
消

費喚
起

（県
市

協
調

）
及

び
地

域経
済の

活
性

化 
○

｢ふ
る
さ
と

神
戸

ﾀ゙
ﾌ
ﾞﾙ

応
援
基

金
｣を

創
設

し
、

｢応
援
し

た
い

分
野

｣に
沿

っ
て

、
 

新
型

ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ感

染
拡
大
に
よ
り
仕
事

や
生
活
に
困
難
を
抱
え
る
人

々
の
支
援
策

に
活

用 
○
飲

食
店
・
家

庭
・
地

域
支

援
策

の
た
め

、
市

有
地

を
活

用
し

た
市

内
 

飲
食
店

舗
等

に
よ

る
移

動
店

舗
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
を

実
験
的

に
実

施
 

○
ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳﾄ
や
ﾃ
ﾞ
ﾘﾊ
ﾞ
ﾘｰ
に

ｼ
ﾌ
ﾄ
す

る
飲

食
店

を
支

援
 

※
中

小
事
業

者
等
に

対
し

、
固
定

資
産
税

･都
市

計
画
税

を
軽
減

(軽
減
率

:5
0
％
ま

た
は
全

額
) 

○
緊

急
雇

用
対

策
 

・
採

用
内

定
を

取
り

消
さ

れ
た

新
卒

者
 

（
募

集
人

数
：

上
限

1
0
0
 

名
）

 
・

離
職

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

ひ
と

り
親

家
庭

 
（

募
集

人
数

：
上

限
1
0
0
名

）
 

○
ひ

と
り

親
の

就
労

支
援

 
・

ひ
と

り
親

の
就

労
に

向
け

た
取

り
組

み
に

対
し

て
助

成
（

補
助

額
：

最
大

1
0
万

円
）

 
○

ｺ
ﾛ
ﾅ
禍

で
の

保
育

園
へ

の
就

職
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
学

生
向

け
の

園
探

し
・

園
見

学
専

門
ｻ
ｲ
ﾄ
の

特
集

ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
を

開
設

 
○

ｺ
ﾛ
ﾅ
に

よ
り

雇
止

め
に

な
っ

た
方

を
対

象
に
、

S
N
S

と
A
I
を

活
用

し
た

キ
ャ

リ
ア

支
援

を
実

施
（

1
0
月
開

始
予

定
）

 
○

障
が

い
者

の
就

労
継

続
支

援
事

業
所

に
対

し
、
事

業
の

存
続

や
再

起
に

向
け

て
必

要
な

固
定

費
・
新

た
な

販
路

拡
大

等
に

か
か

る
費

用
を

支
援
（

1
事

業
所
あ

た
り

最
大

5
0
 
万

円
）

 

○
「

ふ
る

さ
と

納
税

寄
附

金
」
を

活
用

し
、

但
馬

牛
肥

育
農

家
へ

の
素

牛
導
入

補
助
事

業
に

充
当
し

補
助
を

拡
充

 
○

給
食

用
野
菜

へ
の

支
援

 
・

給
食

用
に

出
荷

で
き

な
か

っ
た

ニ
ン

ジ
ン

に
つ

い
て

、
掘

り
取

り
体

験
や

、
福

祉
施

設
へ

の
斡

旋
販

売
を

実
施

、
広

報
面

で
支

援
 

・
タ

マ
ネ

ギ
の

ネ
ッ

ト
及

び
新
聞

販
売

店
を

活
用

し
た

販
売

を
実

施
、

輸
送
費

・
広

告
費
支

援
 

○
観
光

農
園
へ

の
支

援
 

・
感
染

拡
大
防

止
費

用
を

支
援

 
 

・
コ
ロ

ナ
収
束

後
の

P
R
支

援
 

○
花
き

へ
の
支

援
 

・
市
内

産
花
き

を
市

が
買

い
上

げ
展
示

 
○

緊
急

雇
用
人

材
を

活
用

し
て

収
穫
作

業
を
支

援
 

○
花
絵
・
フ

ォ
ト

コ
ン

テ
ス
ト

等
に
よ

る
市

内
産

花
き
の

P
R
 

を
実

施
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２
 
教

育
対

策
 

団 体
 

（
１

）
臨

時
休

業
・

学
校

再
開

対
策

 
（

２
）

遠
隔

教
育

等
の

推
進

 
（
３

）
芸

術
・

文
化
等

 

滋 賀 県  

○
県
立

学
校

へ
手

作
り

マ
ス

ク
素

材
や

消
毒

用
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
の

配
布

 
○

医
療

的
ケ

ア
児

の
い

る
家

庭
へ

の
手

指
消

毒
用

ア
ル

コ
ー

ル
の

優
先

供
給

に
関
わ

る
健

康
医

療
福

祉
部

局
と

の
連

携
 

〇
県
立

学
校

の
ト

イ
レ

改
修

の
実

施
 

○
補
習

等
支

援
の

た
め

の
学

習
指

導
員

の
配

置
 

○
特
別

支
援

学
校

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
増

車
 

○
Ｄ

Ｖ
･
虐

待
等

､
家

庭
環

境
に

困
難

を
有

す
る

児
童

･
生

徒
へ

の
相

談
･
訪
問

支
援

体
制
､
学

校
と

福
祉

の
連

携
強

化
等

 
〇

障
害

児
の

放
課

後
ﾃﾞ

ｲｻ
ｰﾋ゙

ｽ
へ

の利
用

が
増え

た
こ

と
に

よ
る

利
用

者
負

担
の

増
加

分
を

補
助
 

○
医

療
的
ｹｱ

児
等
の

送
迎
の
た

め
に

福
祉
ﾀｸ

ｼｰ
券
を
配

布
す

る
事
業

へ
の

補
助
 

○
県

立
大
学
が
感

染
症

対
策

と
し
て
行

う
遮
蔽
板
等

の
設

置
に

対
す
る

補
助
 

○
学

習
支

援
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
ﾎﾟ

ｰ
ﾀﾙ

ｻ
ｲﾄ

｢
子

ど
も

の
『

学
び

の
場
』

｣
の

開
設

 
○

G
I
G
A
ｽｸ

ｰ
ﾙｻ

ﾎ
ﾟｰ

ﾀ
ｰ
(
I
C
T
技

術
者

等
)
配

置
に

よ
る
I
C
T
環

境
整

備
 

○
障
害
児

童
生
徒
の

た
め
の
入

出
力

支
援

装
置
の
整

備
(点

字
ﾃ゙

ｨｽ
ﾌ゚
ﾚｲ

､視
線

入
力

装
置
等

) 
○

県
立

学
校

等
に

お
け

る
遠

隔
授

業
環

境
の

整
備

 
・

家
庭
に

ｲﾝ
ﾀー
ﾈ
ｯﾄ

環
境
の
な
い
児
童

生
徒
に
対
し

て
端
末
を
貸

与
､W
EB

会
議

ｱﾌ
ﾟﾘ

の
導

入
 

・
各

学
校

に
Ｗ

ｅ
ｂ

カ
メ

ラ
、

マ
イ

ク
な

ど
の

整
備

 
〇

県
立

中
学

校
､
県

立
特

別
支

援
学

校
(
義

務
教

育
課

程
)
の

児
童

生
徒

が
使

用
す

る
P
C
端

末
整

備
の

前
倒

し
 

〇
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
を

通
じ

た
授

業
動

画
の

配
信

や
学

習
プ
リ

ン
ト

の
配
布

 
○

県
立

大
学

の
遠

隔
授

業
環

境
の

整
備

に
対

す
る

補
助

 
※

農
業

大
学

校
に

お
け

る
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
教

育
環

境
の

整
備

 

○
公

演
等

の
活

動
機

会
を

失
っ

た
文

化
活

動
関

係
者

の
活

動
継

続
等
を

支
援

 
○

県
立

美
術
館

の
企
画

展
の

動
画
を

作
成

･
配

信
 

〇
県

立
文

化
施

設
に

お
い

て
、

自
主

製
作

オ
ペ

ラ
を

オ
ン

ラ
イ

ン
配
信

 
○

文
化

芸
術

関
係

者
へ

の
支

援
等

を
紹

介
す

る
相

談
窓
口

を
設

置
 

○
文
化

施
設
に

サ
ー
モ

グ
ラ

フ
ィ
ー

を
購

入
 

※
鑑

賞
機

会
を

失
っ

た
小

学
生

を
は

じ
め

と
す

る
県

民
等

に
音

楽
の
鑑

賞
機
会

を
創

出
 

 

京 都 府  

○
児
童

生
徒

等
の

心
の

ケ
ア

と
学

習
指

導
の

強
化

 
・
休

業
期
間

中
及

び
学

校
再

開
後

の
児

童
生

徒
等

へ
の

支
援

体
制

を
強
化

（
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ
ｰ
、

ま
な

び
・

生
活

ｱ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ｲ
ｻ
ﾞ
ｰ
の

拡
充

）
 

○
放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
等

に
対

す
る

支
援

 
○

学
校

活
動

に
お

け
る

感
染

予
防

対
策

 
・

ス
ク

ー
ル

バ
ス

の
過

密
化

防
止

や
消

毒
液

の
購

入
 

・
令
和

2
年

度
末

ま
で
ス

ク
ー

ル
バ

ス
を

増
便

 
○

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症
対

策
大

学
等

授
業

再
開

支
援

事
業

 
・
府

内
の

大
学
等

に
対

し
て

､
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
の

設
置

､
消

毒
液

の
購

入
等

感
染

拡
大

防
止
対

策
に

必
要

な
経

費
を

支
援

 
○

私
立

学
校

教
育

振
興

補
助

（
学

習
指

導
員

の
配

置
）

 
○

学
校

教
育

活
動

再
開

事
業

 
○

施
設

実
習

の
安

全
確

保
に

向
け

た
P
C
R
検

査
の
費

用
助

成
 

○
学
内

施
設

の
感
染

防
止

対
策

へ
の

支
援

(ｵ
ﾝﾗ

ｲﾝ
授
業

、
食
堂

・
学

生
寮

等
の

感
染

防
止

)
 

○
自

宅
学

習
の

環
境

整
備

等
支

援
 

・
動

画
や

ｸﾞ
ﾙｰ
ﾌﾟ

ｳｪ
ｱを

活
用

し
た

ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝ
学
習

の
実

施
(府

立
学

校
) 

・
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
授

業
の

導
入

(
府

立
医

科
大

学
､
府

立
大

学
)
 

・
教

材
補

助
と

し
て

本
を

購
入

し
貸

出
(
学

校
再

開
後

は
図

書
室

へ
)
(
義

務
教

育
(
小

学
校

低
学

年
)
 

○
私

立
学

校
教

育
振

興
補

助
（

高
校

生
へ

の
修

学
支
援

）
 

 
低

所
得

者
を

対
象

に
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ学

習
を

支
え

る
た

め
の
通

信
費

支
給

 
○

児
童

養
護

施
設

等
へ

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

整
備

 
・

児
童

養
護

施
設

等
で

育
つ

児
童

の
学

習
機

会
を

確
保

す
る

た
め
、

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰﾈ

ｯ
ﾄ
環

境
整

備
や

ﾊ
ﾟ
ｿ
ｺ
ﾝ
等
の

機
器

購
入
を

助
成

 
 
 

○
中
高

生
夢
舞

台
開
催

支
援

事
業

 
・

全
国

大
会
の

中
止
や

開
催

内
容

の
変

更
を

受
け

、
 

中
高

生
の

集
大
成

と
な
る

大
会

開
催
を

支
援

 
○

府
立

図
書
館

の
感
染

防
止

対
策

 
○

安
心

・
安
全

な
京
の

修
学

旅
行
へ

の
支

援
（

専
用

 
相

談
窓

口
の
設

置
、

感
染

防
止

対
策
へ

の
支
援

）
 

大 阪 府  

○
支

援
学

校
等

の
臨

時
休
業
に
伴
う
放
課
後
等

ﾃﾞ
ｲ
ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ支
援

 
○

学
校

給
食

休
止

へ
の

対
応

 
○

府
内

の
3
歳
児

以
上
の

園
児
・
幼

児
・
児

童
・
生

徒
に

対
し

､
学

習
教

材
等

の
購
入

を
支

援
(
図

書
ｶ
ｰ
ﾄ
ﾞ
2
､
0
0
0
円

分
を

配
付

)
 

○
S
N
S
(
L
I
N
E
)
を

活
用

し
た

相
談

対
応

の
拡

充
 

※
公

立
小
中

学
校
に
対

し
児童

･生
徒
の
心

の
ｹｱ

を
行

う
ｽｸー

ﾙｶ
ｳﾝ
ｾﾗ

ｰｽ
ﾊーﾟ

ｰﾊ
ｲ゙ｻ

ﾞｰ
の
配
置

拡
充

 
※

補
充

学
習

等
を

行
う

学
習

支
援

員
の

配
置

 
〇

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
 

〇
部
活

動
全

国
大

会
の

代
替

地
方

大
会

開
催

(
感

染
予

防
対

策
)
支

援
 

※
府
立

学
校
に

お
い
て
感
染
症

防
止

等
に
必
要

と
な

る
物
品
（

消
毒
液
等

）
を

措
置
 

〇
幼
稚

園
設

置
者

に
対

し
、
感

染
防

止
に

必
要
な

衛
生

用
品

(
子

ど
も
用

ﾏ
ｽ
ｸ
、
消

毒
液

)
等

の
購

入
費

用
を

補
助

 
※府

立
高

校
及

び
私

立学
校

に
お

い
て

修学
旅行

等を
中

止
し

た場
合に

生
じ

る
ｷｬ

ﾝｾﾙ
料に

つ
い

て補
助
 

※支
援

学
校

に
対

し
、児

童・
生徒

に
直

接
携

わ
る

教
員

の
業

務
を支

援す
る介

助
員

等
(学

習
支

援
員

)を
配

置 
※

公
立

小
中

学
校

へ
の

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
配

置
拡

充
 

○
「

臨
時

休
業

中
の

学
習

支
援

の
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
」

を
開

設
 

・
家

庭
学

習
ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ﾄ
及

び
ﾃ
ｽ
ﾄ
教

材
等

の
掲

載
、
授

業
動

画
の
配

信
 

○
府

立
学

校
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
化

の
推

進
 

・
I
C
T
技

術
者

の
配

置
 

・
ｶ
ﾒ
ﾗ
、

ﾏ
ｲ
ｸ
等

の
通

信
装

置
や

府
立

支
援

学
校
及

び
府

立
中
学

 
校

の
端

末
等

を
整

備
 

○
府

立
学

校
の

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で

の
学

習
体

制
を

構
築

 
・

端
末機

等を
持
たな

い家
庭
に

対
する

学
校

所
有の

端
末

機
、
ﾓﾊ゙
ｲﾙﾙ

ｰﾀー
(
通
信
費
込

み
)の

貸
し
出

し
 

○
文
化

芸
術
活

動
の
継

続
支

援
 

・
無
観

客
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾞ
等

の
配

信
に
か

か
る

経
費

を
補
助

等
 

兵 庫 県  

○
学
校

(
外
国

人
学

校
含

む
)
に

お
け

る
ﾏ
ｽ
ｸ
等

購
入

の
支

援
 

○
特
別

支
援

学
校

の
ﾄ
ｲ
ﾚ
改

修
に

よ
る

衛
生

環
境

改
善

 
○

放
課

後
等

ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
へ

の
追

加
経

費
の

支
援

 
○

補
習

等
支

援
の

た
め

の
学

習
指

導
員

の
配

置
 

○
心
の

ｹ
ｱ
に
対

応
す

る
S
N
S
悩

み
相

談
窓

口
の

強
化

 
○

ひ
ょ

う
ご

放
課

後
プ
ラ

ン
の

推
進

 
・

放
課

後
児

童
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
か

か
り

増
し

経
費

支
援

、
利

用
料

減
免

支
援

 
○

ﾌ
ｧ
ﾐ
ﾘ
ｰ
･
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
･
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事

業
へ

の
支

援
 

○
病
院

内
保

育
所

に
お
け

る
学

童
保
育

の
受

入
支

援
 

○
特
別

支
援

学
校

休
校

に
伴

う
、

放
課

後
等

ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
利

用
支

援
 

○
学
習

支
援

番
組
｢
み

て
･
学

ぼ
う

!
ひ

ょ
う

ご
っ
子

広
場

｣
の

制
作

 
○

学
校

給
食

休
止

に
伴

う
食

材
違

約
金

の
支

払
い

 
○

学
校

再
開

に
伴

う
少

人
数

授
業

、
補

習
等

支
援

の
た

め
の

非
常

 
勤
講

師
、

ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
、
業

務
支

援
員

の
配

置
 

○
私
立

学
校

に
お

け
る

学
校

再
開

へ
の

人
的

体
制

の
強

化
支

援
 

○
学
校

再
開

に
伴

う
感

染
症

対
策

の
強

化
 

○
特
別

支
援

学
校
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｽ
の
増

便
対

応
等

 
○

給
食

調
理

者
へ

の
衛

生
改

善
設

備
の

購
入

経
費

支
援

 
○

部
活

動
全

国
大

会
の

代
替

地
方

大
会

開
催

支
援

 

○
県

立
学

校
等

に
お

け
る

遠
隔

授
業

環
境

の
整

備
 

・
家

庭
に

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
環

境
の

な
い

児
童

生
徒

に
対

し
て

端
末

 
を

貸
与

､
w
e
b
会

議
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
･
学

習
支

援
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
の

導
入

 
○

県
立

大
学

の
遠

隔
授

業
環

境
の

整
備

 
・

w
e
b
会

議
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
の

導
入

補
助

 
○

G
I
G
A
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
(
I
C
T
技

術
者

等
)
の

配
置

 
○

障
害
児

童
生
徒
の
た
め
の
点

字
ﾃﾞ

ｨｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ､
視

線
入
力
装
置
等
の
整

備
 

○
総

合
衛

生
学

院
、
職

業
能

力
開

発
校

に
お

け
る

遠
隔
授

業
環

境
の

整
備

 
○

専
修

学
校

等
に

お
け

る
遠

隔
授

業
環

境
の

整
備

 

○
芸

術
･
文

化
施

設
等

の
県

民
利

便
施

設
等

に
ｻ
ｰ
ﾓ
ｸ
ﾞ

ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ
等

を
整

備
(
県

単
独

含
む
)
 

○
県

立
芸
術

･文
化
施
設

等
の

各
種
無

料
講
座

の
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝ配

信
 

○
県
立

美
術
館

･
博

物
館
の

P
R
動
画

や
県

内
ｱ
ｰ
ﾃ
ｨ
ｽ
ﾄ

の
活

動
動

画
を

作
成

･
配

信
､
多

言
語

音
声

ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ

の
専

用
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾘ
等

の
製

作
 

○
避
難

所
等
で

の
物

資
・

衛
生

資
材
等

の
備

蓄
 

○
避
難

所
と
な

る
学
校

等
体

育
館
の

換
気

設
備

導
入

 
支
援

 
○

芸
術

文
化

公
演

の
再
開

に
向

け
た
緊

急
支
援

 
○

芸
術

文
化
の

鑑
賞
・

体
験

機
会
の

創
出

支
援

 
○

県
民

利
便
施

設
等
の

換
気

設
備
の

強
化

 
○

県
立

美
術
館

に
お
け

る
時

間
制
来

館
者

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
導

入
 

奈 良 県  

○
幼
稚

園
が

ﾏ
ｽ
ｸ
や

消
毒

液
等

を
購

入
す

る
経

費
に

対
し

補
助

 
○

特
別

支
援
学
校

の
臨
時
休
業

期
間
中
に

お
け
る
学
校

給
食
の
食
材

費
負

担
 

○
特
別

支
援学

校等
の

臨時
休

業に
よ

る
､放

課後
等
ﾃ
ｲ゙ｻー
ﾋ゙

ｽ等
の

利用
増

に伴
う
追

加
経費

に
対し

補
助
 

○
学

校
の

臨
時

休
業

に
よ

る
心

の
ｹ
ｱ
の

た
め

､
公

立
学

校
の

児
童

生
徒

に
対

し
､
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ
ｰ
に
よ

る
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾁ
ｪ
ｯ
ｸ
を

実
施

 
○

在
宅

運
動

番
組

(
児

童
生

徒
向

け
)
制

作
･
放

送
 

・
臨

時
休

業
中
の

小
中

高
生

等
の
健

康
維

持
の
た

め
の
番
組

を
提

供
 

○
在
宅

教
養

講
座

番
組

制
作

･
放

送
 

・
外
出
を
自

粛
し
て
い
る

県
民
の
健

康
維

持
や

､本
県
の
魅
力
を
再

発
見
す
る
機

会
を

提
供
 

○
小

学
校

の臨
時

休
業に

伴
う

放課
後

児
童

ｸﾗ
ﾌ゙

の開
所時

間
の

延
長

に
要す

る
経

費
等
に

対し
補

助
 

○
放課

後児
童

ｸﾗ
ﾌﾞ

の
利

用
の

自
粛等

に伴
う保

護者
負担

の
減に

よる
公

費
負担

の
増に

対し
補

助 
○

小
学

６
年

生
及

び
中

学
３

年
生

の
学

級
を

分
割

し
、

感
染

拡
大

防
止

及
び

き
め
細

か
い

指
導

を
行

う
た

め
、

教
員

を
加

配
 

○
夏
期
休

業
を
短
縮

し
て

授
業
等
を
実
施
す
る

た
め
、
非

常
勤

講
師
等
を
配

置
 

○
臨

時
休

業
期

間
中の

未
指

導分
の補

習等
のた

め、
学校

教
育

活動
を

支
援

す
る

学
習

指導
員

を
配

置 
○

感染
症

対策
の

た
めに

増
加

す
る

教
員

の
業

務を
ｻﾎ゚

ｰ
ﾄす

る
ため

、
ｽｸー

ﾙ･ｻ
ﾎ

ﾟー
ﾄ･ｽ

ﾀｯ
ﾌを

配
置
 

○
特
別

支
援

学
校
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ｽ
の
感

染
ﾘ
ｽ
ｸ
低

減
の

た
め

、
増

便
対

応
 

※
部
活

動
全

国
大

会
の

代
替

地
方

大
会

開
催

支
援

 

○
全

教
員

､児
童

生
徒

に
対

し
｢G
 S
u
it

e 
f
or
 E

du
ca
t
io

n｣
の

ｱｶ
ｳﾝ

ﾄを
発

行
 

○
教

育
長

及
び

指
導

主
事

に
よ

る
授

業
ｻﾝ
ﾌﾟ
ﾙ
動

画
を

参
考
に
各

学
校

で
授
業

動
画
を
作

成
し

､動
画
共

有
ｻｰ

ﾋﾞ
ｽ上

の
各
学
校

の
ﾁｬ
ﾝﾈ
ﾙ
に

ｱｯ
ﾌﾟ

ﾛｰ
ﾄﾞ
 

○
W
i
-
F
i
環

境
が

な
い

家
庭

に
P
C
を

貸
与

し
､
授

業
動

画
を

保
存
し

た
D
V
D
や

U
SB

ﾒ
ﾓ
ﾘ
を

提
供

 
○

児
童
生

徒
の
健
康
観
察
等

、
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝ
活
用
に
よ

る
家
庭
と
学
校
が
共

有
 

○
全

教
員

に
｢G
 S
u
it
e 

fo
r 
Ed

uc
at
i
on
｣
の

講
習

を
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝで

実
施

 
○

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で

活
用

で
き

る
ﾂ
ｰ
ﾙ
を

利
用

し
､
ﾃ
ｽ
ﾄ
の

実
施

な
ど

生
徒

の
在

宅
で

の
学

習
状

況
の
把

握
を

行
う

た
め

の
研
究

を
実

施
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

の
拡

大
防

止
の

た
め

の
遠

隔
授

業
の

環
境

整
備

を
行

う
公

立
大

学
に

対
し

補
助

 
○
県

立
中

学
校

及
び

特
別

支
援
学

校
小

学
部

・
中
学
部
に

情
報
教
育
環

境
を

整
備
 

・
情

報
端

末
整

備
 

1
,
0
5
0
台
 

・
情

報
端

末
の

活
用

を
支

援
す

る
技

術
者

を
配

置
 

○
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

が
情

報
機

器
の

使
用

に
要

す
る

障
害

に
応

じ
た

入
出

力
支

援
装

置
を

整
備

 
○

低
所

得
世

帯
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

す
る

た
め

、
オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
に

か
か

る
通

信
費

を
支

援
 

○
県

立
文

化
施

設
に

お
い

て
消

毒
液

の
整

備
､
受

付
で

の
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
板

設
置

、
空

気
清

浄
機

及
び

非
接

触
型

体
温

計
等

を
整
備

 
○

入
館

時
に

お
け

る
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

対
策

の
徹
底

(
ﾏ
ｽ
ｸ
着
用

､
手
指

消
毒
､
三

密
の
回

避
等

)
 

○
県
立

図
書

館
主

催
ｲﾍ゙

ﾝﾄ
と
し

て
､館

長
講
演

会
の

ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝ
配

信
 

○
県

立
万

葉
文

化
館

･
民

俗
博

物
館

の
H
P
等

に
お

い
て
､
万
葉

歌
留

多
等
の

家
で
遊

べ
る

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
の
配

信
 

○
奈

良
県

立
ジ

ュ
ニ

ア
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
演

奏
動

画
、

過
去

の
演

奏
会

の
映

像
等

を
、

動
画

配
信
サ

イ
ト

（
Y
o
u
T
u
b
e
）
に

て
公

開
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

さ
れ

た
全

国
大

会
の

代
替

と
し

て
開

催
さ

れ
る

奈
良

県
大
会

を
支

援
 

○
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝを

活
用

し
た
芸
術
文

化
活
動
の
取

組
に
対
し

補
助
 

※
美

術
作

品
等

に
接

す
る

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

県
立

美
術

館
の

展
覧

会
の

講
演

会
等

を
動

画
配

信
サ
イ

ト
（

Y
o
u
T
u
b
e
）
に

て
公
開

 

和 歌 山 県  

○
公
立

･私
立

幼
稚

園
に

お
け

る
ﾏｽ

ｸや
消

毒
液

等
の

購
入

経
費

を
支

援
 

○
県
立

学
校
へ
の
保
健

衛
生
用
品

（
ﾏｽ
ｸ
や
消
毒

液
等
）

の
配
付
及
び
購

入
支

援
 

○
県

立
学

校
臨

時
休
業

期
間
中
の
学
校

給
食
用
食

材
ｷｬ

ﾝｾ
ﾙ料

負
担
 

○
子
供

S
O
S
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔ
ﾙ
（

2
4
時

間
対
応

）
教

育
相
談

電
話

、
L
I
N
E
を

活
用

し
た

教
育
相

談
に

よ
る

心
の

ｹ
ｱ
へ

の
対

応
 

○
S
C
、
S
S
W
、
不

登
校

支
援

員
、
訪

問
支

援
員

や
（

県
）
教

育
相

談
主
事

に
よ

る
心
の

ｹ
ｱ
へ

の
対

応
 

○
公

立
･私

立
幼

稚
園
に
お

け
る

ﾏｽ
ｸ
や
消
毒

液
等

の
購
入
経

費
を

支
援
 

○
県
立
学

校
へ
の
保

健
衛

生
用

品
（

ﾏｽ
ｸや

消
毒

液
等

）
の

配
付

及
び

購
入

支
援
 

○
県

立
学

校
臨

時
休

業
期

間
中

の
学

校
給

食
用

食
材
ｷ
ｬ
ﾝ
ｾ
ﾙ
料
負

担
 

○
子

供
S
O
S
ﾀ
ﾞ
ｲ
ﾔﾙ

(
2
4
時

間
対

応
)
教

育
相

談
電
話

、
L
I
N
E
を

活
用

し
た

教
育

相
談

に
よ

る
心

の
ｹ
ｱ
へ

の
対

応
 

○
SC

、
SS

W、
不登

校支
援

員、
訪問

支
援

員
や（

県
）教

育相
談

主事
に

よ
る

心
の

ｹｱ
へ

の
対

応
 

○
県
立

学
校
に

お
い
て
家
庭

学
習

の
充
実
に
向

け
た
ｵﾝ
ﾗｲ

ﾝ学
習
支
援
ｻー
ﾋ゙
ｽ
の
導

入
 

○
各学

校
の
We

b
ﾍ゚ｰ

ｼﾞ
に

ﾊ゚
ｽﾜ

ｰﾄ゙
付き

閲覧
制限

ﾍ゚
ｰｼ゙

を
設

置
し

、家
庭

へ
の連

絡等
で

活
用
 

○
G
I
G
A
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
構

想
に

よ
る

県
立

中
学

校
・

特
別

支
援

学
校

(
義
務

教
育

課
程

)
の

児
童

生
徒

の
P
C
端

末
の

整
備

前
倒
し

 
○

高
等

学
校

生
徒

１
人

１
台

P
C
端

末
の

整
備
（

1
2
月
末

完
了

予
定
）
 

○
県

立
中

学
校

生
徒

１
人

１
台

P
C
端

末
の

整
備
（

9
月

1
日

完
了
）
 

○
県

立
高

等
学

校
・

特
別

支
援

学
校

の
教

員
及

び
生

徒
の

「
M
i
c
r
o
s
o
ft

 
36

5
 f

o
r 

E
du

c
a
t
i
on

」
ｱ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ
の

作
成

 
○
県

立
中

学
校
の
全
教

員
・
生
徒

に
｢G
 s
u
it

e 
fo
r
 E
du
ca
t
io
n｣

の
ｱｶ
ｳﾝ

ﾄ発
行
 

○
県

立
中

学
校
の

全
教

員
に

｢G
 s
ui
t
e 
f
or
 
Ed

uc
a
ti

on
｣
の
研

修
を

実
施

 
○

各
県

立
学

校
に

W
e
b
ｶ
ﾒ
ﾗ
、

ﾏｲ
ｸ
等

､
配

信
用

周
辺

機
器
の

整
備

 
○

臨
時

休
業

中
に

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
学

習
が

で
き

る
よ

う
、
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
環
境

未
整

備
の

家
庭

に
貸

与
す

る
機

器
を

準
備

(
通

信
料

は
県

負
担

)
 

○
県

立
高

等
学

校
･
特

別
支

援
学

校
で

の
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に

よ
る

同
時

双
方

向
型

授
業

実
施

の
た

め
の

体
制

づ
く

り
 

○
臨

時
休

業
時

の
ｵﾝ

ﾗｲ
ﾝ
学

習
の

技
術

的
支

援
を

行
う

ｻﾎ
ﾟｰ
ﾀ
ｰの

派
遣
 

○
授

業
動

画
の

配
信

や
ﾘ
ﾓ
ｰ
ﾄ
学

習
指

導
の

開
始

 
○

特別
支

援
学
校

の児
童

生徒
の

ため
の

入出
力

支援
装

置
(ｼ

ｮ゙ｲ
ｽﾃ

ｨｯ
ｸﾏ

ｳｽ
、

視
線

入力
装

置等
)の

整
備
 

○
低

所
得

者
を

対
象

に
家

庭
に

お
け

る
ｵﾝ
ﾗｲ
ﾝ
学
習
を
支

援
す

る
た

め
の

通
信

費
を

支
給 

○
県
立
図
書
館
に
お
け
る
消
毒
液
の
整
備
、
受
付
で

の
ｱｸ
ﾘ
ﾙ板

設
置
及
び
体
温
計

の
購

入
 

○
県
立
博

物
館
施
設
に
お
け

る
消
毒

液
の
整
備
、
受
付
で
の

ｱｸ
ﾘ
ﾙ板

設
置

及
び
体

温
計
の

購
入
 

○
県
立

図
書
館

に
お
け

る
消

毒
液
の

整
備

、
受

付
で

 
の
ア

ク
リ

ル
板
設

置
及
び

体
温

計
の
購

入
 

○
県
立

博
物
館

施
設
に

お
け

る
消
毒

液
の

整
備

、
受

 
付

で
の

ア
ク

リ
ル

板
設

置
及

び
非

接
触

型
体

温
計

の
購
入

 

※
今
回
追

加
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団 体
 

（
１

）
臨

時
休

業
・

学
校

再
開

対
策

 
（

２
）

遠
隔

教
育

等
の

推
進

 
（
３

）
芸

術
・

文
化
等

 

徳 島 県  

○
私
立

幼
稚
園

に
お

け
る

ﾏ
ｽ
ｸ
等

保
健

衛
生

用
品

の
購

入
等

 
○

県
立

学
校
へ

の
ﾏ
ｽ
ｸ
や

消
毒

液
の

配
付

及
び

購
入

支
援

 
○

特別
支

援
学校

等の
臨時

休業
に

伴う
放課

後
等
ﾃ゙ｲ

ｻーﾋ
ｽ゙の

利
用
者

負
担増

加
分

を支
援
 

〇
公
立

学
校
の

学
校

給
食

食
材

納
入

業
者

に
対

す
る

支
援

 
・

食
材

の
有
効

活
用

を
促

進
す

る
経

費
へ

の
補

助
 

・
学
校

給
食

用
ﾊﾟ

ﾝ､
米
飯

､牛
乳

､ﾃ゙
ﾘﾊ゙

ﾘー
給
食

の
供

給
体

制
を

維
持

す
る
経
費

へ
の

補
助
 

○
電

話
･
ﾒ
ｰ
ﾙ
･
S
N
S
(
L
I
N
E
)
等

に
お

い
て

､
児

童
生

徒
や

保
護

者
､
教

職
員

､
関

係
機

関
か

ら
の

相
談

に
常

時
対

応
で
き

る
体

制
の

強
化

 
○

県
立

学
校
に

お
け

る
緊

急
連

絡
環

境
整

備
 

・
生
徒

の
安
否

確
認

､
日

々
の

体
調

確
認

 
○

公
立

幼
稚
園

に
お

け
る

ﾏ
ｽ
ｸ
等

保
健

衛
生

用
品

の
購

入
等

 
○

放
課

後
児
童

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
に

追
加

で
生

じ
る

費
用

に
対

す
る

補
助

 
○

放
課

後
児

童
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
を

臨
時

休
業

さ
せ

た
場

合
に

市
町

村
が

保
護

者
へ

返
却

す
る

日
割

利
用

料
に

対
す
る

補
助

 
○

県
立

特
別
支

援
学

校
に

お
い

て
、
効

果
的

な
箇
所

の
既

存
水

栓
を

自
動

水
栓

に
改

修
 

○
特
別

支
援
学

校
に

お
い

て
、
幼

児
児
童

生
徒

の
障

が
い

特
性

に
応

じ
た

感
染

対
策

や
過

密
対

策
な

ど
、
「

新
し

い
生

活
様

式
」

を
実

践
す

る
た

め
の

機
器

（
ｱ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾙ
ﾃﾞ
ｨ
ｽ
ﾍ
ﾟ
ﾝ
ｻ
ｰ
）

等
を

購
入

 
○

私
立

学
校

再
開

に
伴

う
学

校
に

お
け

る
感

染
症

対
策

の
強

化
に

係
る

支
援

 
○

私
立

学
校

再
開

に
伴

う
学

校
に

お
け

る
追

加
的

人
員

配
置

に
係

る
支

援
 

○
児
童

生
徒
の

体
力

・
競

技
力

向
上

の
た

め
ｲ
ﾝ
ｽ
ﾄ
ﾀ
ﾗ
ｸ
ﾀ
ｰ
を

派
遣

 
○

県
立

学
校
生

の
た

め
の

臨
時

通
学

バ
ス

の
運

行
 

○
県

立
学

校
に

お
い

て
｢
新

し
い
生

活
様
式

｣に
対

応
し
た

空
調

整
備
 

・
県
立

学
校
に

可
搬

式
空

調
（

ス
ポ

ッ
ト

ク
ー

ラ
ー

）
を

整
備

 
・

普
通

教
室

に
空

調
を
整
備

(
普

通
教

室
空

調
設

置
率
1
0
0%

と
す

る
) 

・
空
調

モ
デ
ル

創
出

事
業

（
体

育
館

、
特

別
教

室
）

 
○

臨
時

休
業
期

間
中

の
未

指
導

分
の

補
習

等
の

た
め

、
学

校
教

育
活

動
を

支
援

す
る

学
習

指
導

員
を

配
置

 
○

感
染

症
対

策
の

た
め

に
教

員
の

負
担

増
と

な
る

業
務

を
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
す

る
た

め
、

ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
･
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
･
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌを

追
加

配
置

（
準

備
中

）
 

○
臨

時
休

業
中

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
家

庭
学

習
を

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
す

る
た

め
の

動
画

の
作

成
･
配

信
、

ケ
ー

ブ
ル

テ
レ

ビ
放

送
 

○
手

作
り

ﾏ
ｽ
ｸ
の

動
画

の
作

成
･
配

信
 

○
H
P
か

ら
ﾀ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾛ
ｰ
ﾄ
ﾞ
で

き
る

独
自

教
材

ﾌ
ﾟ
ﾘ
ﾝ
ﾄ
の
活

用
 

○
ｳ
ｪ
ﾌ
ﾞ
会

議
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

無
料

ｱ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ
を

取
得

し
､
各

県
立

学
校

に
必

要
な

ｱ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ
を

配
付

 
○

無
料

の
教

育
ｸ
ﾗｳ
ﾄ
ﾞｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

に
各

県
立

学
校

用
ｱ
ｶｳ
ﾝﾄ

を
作

成
し

配
布
 

○
県

立
学

校
及

び
市

町
村

立
小

中
学

校
を

対
象

と
し
た

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
を

活
用

し
た

児
童

生
徒

の
学

習
支

援
す

る
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
事

業
を

実
施

 
○

県
立

学
校

の
教

員
が

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸで

き
る

環
境

構
築

 
○

障
害

児
童

生
徒

の
た

め
の

点
字

ﾃ
ﾞ
ｨ
ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
､
視

線
入
力

装
置

等
の

整
備

 
○

各
学
校

創
意
工

夫
に

よ
る

学
習
支
援
の

た
め

の
｢学

校
裁
量
枠

｣の
創

設
 

○
障

が
い

の
あ

る
児

童
生

徒
の

家
庭

や
福

祉
施

設
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

支
援

の
充

実
を

図
る

た
め

、
｢
自

律
型
学

習
教
材

｣
や

｢
読

み
教

材
｣
を

ｅ
－

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
デ

ジ
タ

ル
化

 
○

徳
島

県
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
と

し
て

、
公

立
の
小

学
校
・
中

学
校

・
高

等
学

校
、

及
び

特
別

支
援

学
校

の
児
童

生
徒
に

１
人

 
○

子
ど

も
た

ち
の

心
の

ケ
ア

と
し

て
「

こ
こ

ろ
の

サ
ポ

ー
ト

動
画
」

を
作

成
・

配
信

台
端

末
の

整
備

 
※

私
立

高
校

、
私

立
専

修
学

校
（

高
等

課
程

）
が
実

施
す
る

１
人
１

台
端

末
の

整
備

に
係

る
経

費
に

対
す

る
補

助
 

○
県

立
文

化
施

設
等

に
お

い
て

､
ﾏ
ｽ
ｸ
･
消

毒
液

､
除

菌
脱

臭
機

等
の
衛

生
用
品

を
整

備
 

○
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
等

を
活

用
し

た
県

外
の

ﾌ
ﾟ
ﾛ
演

奏
家

か
ら

県
内

ｱ
ﾏ
ﾁ
ｭ
ｱ
演
奏

者
へ
の

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
演

奏
指
導

の
実

施
 

○
｢
あ

わ
文

化
｣
に

係
る

V
R
動

画
等
ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
を

作
成

し
､
情

報
発

信
 

〇
県

立
学

校
の

文
化

部
活

動
を

オ
ン

ラ
イ

ン
指

導
に
よ

り
実

施
 

○
部
活

動
全
国

大
会
の

代
替

地
方
大

会
開

催
支
援

 
○

W
e
b

環
境

を
活

用
し

た
障

が
い

者
ス

ポ
ー

ツ
・

芸
術
文

化
支

援
 

 
・
パ

ラ
ス
ポ

ー
ツ
実

施
支

援
動
画

の
作

成
 

 
・
オ

ン
ラ
イ

ン
で
の

芸
術

教
室
の

実
施

 
※

県
立

図
書

館
に

お
け

る
電

子
書

籍
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

充
等

、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用

サ
ー

ビ
ス
の

向
上

 

鳥 取 県  

○
学
校

内
消
毒

作
業

等
を

行
う

会
計

年
度

任
用

職
員

の
配

置
 

○
感

染
ﾘ
ｽ
ｸ
の

軽
減

の
た

め
、

特
別
支
援

学
校

ｽ
ｸｰ

ﾙ
ﾊﾞ

ｽ
を

増
便
 

○
県
立

図
書
館

に
書

籍
消

毒
器

を
整

備
 

○
放

課
後

児
童

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
に

追
加

で
生

じ
る

費
用

､
ﾌ
ｧ
ﾐ
ﾘ
ｰ
･
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
･
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

利
用

料
の
減

免
を

行
っ

た
場
合
に

生
じ

る
費
用

等
に
つ
い

て
支

援
 

○
休
業

期
間
中

を
活

用
し

た
読

書
感

想
文

ｺ
ﾝ
ｸ
ｰ
ﾙ
等

の
開

催
 

○
放

課
後

等
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
で

追
加

的
に

生
じ

た
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
分

に
係

る
県

負
担
金

の
増

額
､
利

用
者

負
担

の
免

除
を

行
う

市
町

村
に

補
助

 
○

医
療

的
ｹ
ｱ
児

等
の

送
迎

の
た

め
､
放

課
後

等
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

等
が

福
祉

ﾀｸ
ｼｰ

を
利
用

す
る
場
合

に
ﾀｸ

ｼｰ
券

の
配
付

を
行
う

事
業

に
補

助
 

○
子
ど

も
の
居

場
所

の
立

ち
上

げ
経

費
及

び
運

営
費

を
支

援
 

○
特
別
支
援

学
校

が
臨
時
休
業
を
実
施

し
た
場

合
に
保
護

者
の

ﾚｽ
ﾊ゚
ｲ

ﾄを
行
う
事

業
に
補

助
 

○
子

ど
も

の
世

話
を

す
る

た
め

に
事

業
の

休
業

を
余

儀
な

く
さ

れ
た
県

内
個

人
事

業
主

を
支

援
（

4
,
1
0
0
円

/
人

日
）

 
○

私
立

中
学
校
・
高

等
学

校
が

行
う
感

染
症

予
防

対
策

及
び

家
庭

学
習
に

必
要

な
教

材
の

購
入

等
、
学

習
保

障
の

取
組

へ
の

経
費

支
援

 
○

私
立

専
修

学
校

が
行

う
感

染
症

予
防

対
策

及
び

学
習

保
障

の
取

組
へ

の
経

費
支

援
 

○
私
立

中
学
校
・
高

等
学

校
が

行
う
学

校
寮

及
び

部
活

動
に

お
け

る
感
染

防
止

対
策

へ
の

経
費

支
援

 
○

ﾌﾘ
ｰｽ

ｸｰ
ﾙ、

各
種

学
校
等

が
行

う
感

染
症
予

防
対

策
の

取
組
へ
の

経
費

支
援
 

○
新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
の

影
響

に
よ

り
、
公

私
立

中
学

校
・
高

等
学

校
が

修
学

旅
行

等
を

県
内

宿
泊

又
は

県
内

や
近

県
日

帰
り

に
変

更
し

て
実
施

す
る

場
合

の
経

費
支

援
 

○
学

校
休

業
中

に
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
を

活
用

し
た

学
習

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
た

め
、

W
i
-
F
i
機

器
の

貸
与

や
回

線
の
増

強
を
実

施
 

○
遠

隔
教

育
等

で
使

用
す

る
e
ﾗ
ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
教

材
の

ｱ
ｶ
ｳ
ﾝ
ﾄ
取
得
・

活
用

に
係

る
市

町
村

へ
の

補
助

 
○

Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ

ス
ク

ー
ル

構
想

に
よ

り
児

童
生

徒
の

1
人

1
台

端
末
の

運
用

開
始

に
伴

い
、
当

該
端

末
を

授
業

等
で

円
滑

に
使

用
で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
高

速
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
接

続
を
行

う
た

め
の

環
境

を
整

備
 

○
県

内
で

行
う

無
観

客
公

演
や

､
県

外
の

芸
術

家
と

連
携

し
た

新
た
な

形
で
の

文
化

芸
術
活

動
を
支

援
 

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

中
止

と
な

っ
た

高
等

学
校

の
各

種
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

大
会

の
代

替
大
会

の
開

催
を
支

援
 

京 都 市  

○
市
立

学
校
園

に
お

け
る

ﾏ
ｽ
ｸ
・

消
毒

液
等

の
確

保
 

○
学

校
の

臨
時

休
業

に
伴

う
学
童

ｸﾗ
ﾌﾞ

等
の
対
応
に
係
る

支
援

 
○

L
I
N
E
に

よ
る

相
談

窓
口

の
開

設
 

○
こ
ど

も
相
談

2
4
時

間
ﾎ
ｯ
ﾄ
ﾗ
ｲﾝ
を

活
用

し
た

心
の

ｹ
ｱ
へ

の
対

応
 

○
希
望

制
に
よ

る
「

学
習

相
談

・
面

談
」

の
実

施
 

○
小
中

学
校
で

課
題

の
提

出
や

質
問

を
投

函
で

き
る
「

学
校

(
学

級
)

ポ
ス

ト
」

の
設

置
 

○
学
校

再
開
に

伴
う

学
習

保
障

等
の

た
め

の
人

的
体

制
整

備
 

○
市

立
学

校
園

の
感

染
症

予
防

対
策

を
は

じ
め

と
す

る
学

習
環

境
整
備

 
○

大
学

に
お
け

る
学

生
支

援
強

化
特

別
支

援
事

業
 

○
子
ど

も
食
堂

等
と

の
連

携
に

よ
る

子
ど

も
の

見
守

り
強

化
 

 

○
京

都
放

送
,
京

都
新

聞
と

連
携

し
た

｢
京

都
･
学

び
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
｣
(
動

画
配

信
等

)
 

○
G
I
G
A
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
構

想
の

実
現

に
向

け
た

通
信

ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
の
増

強
 

○
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
を

活
用

し
た

家
庭

学
習

課
題

等
の
発

信
 

○
運

動
遊

び
や

読
み

聞
か

せ
等

に
活

用
で

き
る

D
V
D
の
作

成
 

○
家

庭
学

習
支

援
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

教
職

員
研

修
実

施
の

た
め

の
環

境
整

備
（

７
月

市
会

提
案

）
 

○
市

立
芸

術
大

学
に

お
け

る
感

染
拡

大
防

止
対

策
 

 

○
京

都
市

文
化

芸
術

活
動

緊
急

奨
励

金
の

創
設
 

・
発表

･制
作

等
の

機
会を

失っ
て

い
る

文
化

芸
術関

係
者

の活
動を

支援
す

る
 

た
め

,新
型

ｺﾛ
ﾅｳｲ
ﾙ

ｽ感
染

症拡
大
防

止
に留

意
しつ

つ
,現

下の
状

況
にお

い
て
 

安
全か

つ
適

切
に

実
施

で
きる

文化
芸

術
活

動
(企

画
･制

作
･実

施
･ﾘｻー

ﾁ等
) 

募
集

し
,審

査
の

う
え

奨
励
金

(上
限

30
万
円

)を
交

付
 

○
京
都
の

芸
術

家
等
の

活
動

状
況

に
関

す
る

ｱﾝ
ｹ
ｰﾄ

を
実

施
 

・
新型

ｺﾛ
ﾅｳｲ
ﾙ

ｽ感
染
症の

拡大
に

伴い
，京

都
市に

居
住

又は
活

動拠
点を

持
つ
 

文化
芸術

に関
わ

る方々
が置

かれ
て

いる
状

況
を

調
査

する
と

と
も

に
，
 

活動
の

再開
や

持続
に

向け
て

の
ニ

ー
ズを

明
ら

か
にす

るた
めに

実
施 

〇
京
都

市
文
化

芸
術
総

合
支

援
パ
ッ

ケ
ー

ジ
 

・
表

現
方

法
や

鑑
賞

ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
の

変
革

が
求

め
ら

れ
て

い
る

文
化

芸
術

関
係

者
に

対
し

，
各

種
支

援
事

業
等

の
相

談
窓

口
を

開
設

す
る

ほ
か

，
ふ

る
さ

と
納

税
型

ｸ
ﾗ
ｳ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

活
用
し

た
文

化
芸

術
活

動
の
再

開
支

援
ま
で

，
切
れ

目
の

な
い
支

援
を
実

施
 

〇
感

染
拡

大
防

止
と

文
化

芸
術

活
動

の
両

立
支
援
補

助
金
 

・
施設

使用
料

等
補助

と
し

て
、

適
切

な
感染

症防
止

対策
を講

じ
なが

ら
実

施
す

る
文

化芸
術活

動
に

伴う
施設

使
用

料
及

び付
帯

設備
使用

料
の

半
額

を
補

助
 

・
感

染
拡

大
防止

等
経

費
補助

とし
て、

実
演

芸
術

や
映

画
撮影

な
ど

，
複

数
の

者
で

製作
す

る
文化

芸
術活

動
に

対し
て

，
業

種
別

ｶﾞ
ｲﾄ゙

ﾗｲ
ﾝ等

に
基

づ
く

感
染

拡
大防

止
等経

費
を補

助
 

大 阪 市  

○
令
和

2
年

度
の

学
校

給
食

費
の

無
償

化
 

○
S
N
S
を

活
用

し
た

児
童

生
徒

相
談

拡
充

 
○
「

学
び
の

保
障

」
実

施
に

向
け

た
体

制
整

備
と

し
て

、
非

常
勤

講
師
、

学
力

向
上

支
援

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
、
ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
を

追
加

配
置

 
○

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
修

学
旅

行
等

が
ｷ
ｬ
ﾝ
ｾ
ﾙ
と

な
っ

た
場

合
、

保
護

者
の

経
済

的
負

担
軽

減
の

た
め
公

費
に

よ
る

補
償

を
実

施
 

○
動

画
配

信
ｻ
ｲ
ﾄ
(
Y
o
u
T
u
b
e
)
を
活

用
し

た
学

習
動

画
の
配

信
 

○
ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
大

阪
と

連
携

し
、

学
習

動
画

を
ｻ
ﾌ
ﾞ
ﾁ
ｬ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
で

放
映

 
○

N
P
O
法

人
の

学
習

動
画

ｻ
ｲ
ﾄ
を

活
用

 
○

全
児

童
生

徒
に

学
習

用
端

末
機

を
前

倒
し

整
備

 
○

就
学

援
助

世
帯

で
W
i
-
F
i
環

境
が

整
っ

て
い

な
い

家
庭

に
､
ﾓ
ﾊ
ﾞｲ

ﾙ
ﾙ
ｰ
ﾀ
を

貸
与

し
､
通

信
使

用
料

を
負

担
 

○
ｵﾝ
ﾗ
ｲﾝ

学
習
の
円
滑
実
施
の
た

め
､W

eb
ｶﾒ
ﾗ､

ﾏｲ
ｸｽ
ﾋﾟー

ｶー
な
ど
の
通

信
装

置
を

整
備
 

※
市

立
大

学
に

お
け

る
遠

隔
授

業
実

施
に

係
る

環
境
整

備
 

 

堺 市  

○
公

立
幼
稚
園
に

お
け

る
感

染
防
止

に
必

要
な
保
健
衛

生
用

品
の
購
入

等
 

〇
市

立
学
校

園
の

臨
時

休
業
期
間

中
に
お
け
る

学
校

給
食
費

(食
材

費
等

)を
負

担
 

〇
児

童
生

徒
等

及
び

保
護

者
の

方
々

の
心

の
ｹ
ｱ
等

の
支

援
と

し
て

､
高
等

学
校

､
中

学
校

､
一

部
の

小
学

校
に

ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
ｶ
ｳ
ﾝ
ｾ
ﾗ
ｰ
を

配
置

 
〇

市立
学校

園
の

臨
時

休
業

措
置

期
間に

おけ
る

分
散

登
校
の

実
施

（
学

習
状

況
の

確
認や

心
の

ケ
ア

等
）
 

〇
夏

季
休
業
期

間
等
を
短

縮
し
、

臨
時

休
業

措
置
期
間

の
授
業
時

数
を
確

保
 

〇
学

校
再
開
に
伴
う
市
立
学
校
園

に
お
け

る
感
染
防
止
に
必
要
な
保

健
衛
生
用
品

の
購

入
等
 

〇
感
染

防
止
対

策
の

一
環

と
し

て
、

学
校

ト
イ

レ
清

掃
を

委
託

 
〇

保
護

者
の

経
済

的
負

担
を

軽
減
す

る
た

め
、
８

月
か

ら
10

月
ま

で
の

学
校

給
食

費
を

無
償

化
 

〇
学

校
の
教

育
活
動
を

支
援

す
る
た
め

、
人
的
支
援
と
し

て
教
員
や
学

習
指

導
員
等

を
追
加

配
置
 

〇
市
立
図
書

館
に
て

､自
宅
学
習
に
向

け
た
小
･中

学
生
対

象
の
学
習
本
を
電

子
書
籍

で
貸

出
 

〇
教

育
委

員
会

の
H
P
上

に
お

い
て

､
文

部
科

学
省
の

学
習

支
援
ｺ
ﾝ
ﾃ

ﾝ
ﾂ
ﾎ
ﾟｰ

ﾀ
ﾙｻ

ｲ
ﾄ
等

を
掲

載
し

、
家

庭
学

習
を

支
援

 
〇

各小
中

学校
の
H

P
か

ら教
科

書に
準

拠し
た授

業
動画

を配
信

し
､児

童生
徒の

家
庭

学
習

を
支

援 
〇

J
:
C
O
M
と

連
携

し
､
授

業
動

画
を

ｹ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙﾃ

ﾚ
ﾋﾞ

で
放

映
 

〇
市
立

小
中

学
校

等
に
通

う
す

べ
て

の
児
童

(約
64

,0
0
0
人
)の

ﾉｰ
ﾄﾊ

ﾟｿ
ｺﾝ

を
年

内
に

整
備
 

〇
家

庭
学

習
が

可
能

と
な

る
よ

う
モ

バ
イ

ル
W
i
-
F
i
ル

ー
タ

ー
を
各

家
庭

に
貸

与
 

〇
学

校
に

お
け

る
I
C
T
環

境
整

備
を

進
め

る
た

め
、
「
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
サ

ポ
ー

タ
ー

」
を

学
校

に
新

た
に

配
置

 

○
堺

市
文
化
芸
術

応
援
企

画
（
フ

ェ
ニ
ー

チ
ェ
堺
で
リ
ス

タ
ー

ト
）
 

・
文
化

芸
術
の

分
野
で

練
習

・
発
表

の
場

が
失
わ

れ
 

た
市

内
の

学
生
等

へ
の
文

化
芸

術
活
動

の
リ
ス

タ
 

ー
ト

の
場

と
し
て

、
昨
年

度
グ

ラ
ン
ド

オ
ー
プ

ン
 

し
た

フ
ェ

ニ
ー
チ

ェ
堺
を

提
供

（
学
生

：
施
設

使
 

用
料

無
料

【
参
考

】
市
内

文
化

団
体
は

施
設
使

用
 

料
半

額
）

 
〇

大
阪

府
高
等

学
校
軟

式
野

球
大
会

及
び

大
阪
府

高
 

等
学

校
野

球
大
会

（
硬
式

）
の

開
催
を

支
援
。

 

神 戸 市  

○
休
校

中
の
家

庭
学

習
環

境
の

確
保

 
･
IC

T
環
境
が
整

っ
て
い

な
い
家
庭
へ

ﾊﾟ
ｿｺ
ﾝ
･W

i-
Fi

ﾙｰ
ﾀｰ

を
無

償
貸

与
 

○
臨
時

休
校
期

間
に

お
け

る
子

育
て

家
庭

の
負

担
軽

減
 

・
放
課

後
等

ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋﾞ
ｽ
、
放

課
後

児
童

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
の

時
間

延
長

に
か

か
る

運
営

費
補

助
及

び
利

用
料

減
免

 
○

学
校

給
食
休

止
に

伴
う

食
材

事
業

者
等

へ
の

補
償

 
○

子
ど

も
た
ち

の
学

習
を

支
え

る
た

め
、
全

小
中

学
校

に
学

習
指

導
員
と

ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
･
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰﾄ
･
ｽﾀ
ｯ
ﾌ
を

追
加

配
置

 
○

経
済

的
に
配

慮
を

要
す

る
就

学
援

助
世

帯
へ

の
支

援
 

・
食
品

送
付
に

よ
る

昼
食

支
援

・
I
C
T
を

活
用

し
た

学
習

支
援

 
○

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

学
生

支
援

に
取

り
組

む
市

内
大

学
等

へ
、

ふ
る

さ
と

納
税

を
活
用

し
て

助
成

 

○
(
株

)
ｻ
ﾝ
ﾃ
ﾚﾋ

ﾞ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾝ
と

の
連

携
に

よ
る

｢
ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
授

業
｣
の
実

施
 

○
G
I
G
A

ｽ
ｸ
ｰ
ﾙ
の

加
速

に
対

応
す

る
た

め
全

小
中

学
校

等
の

児
童

生
徒

に
ﾉ
ｰ
ﾄ
ﾊ
ﾟ
ｿ
ｺ
ﾝ
等

を
１

人
１

台
整

備
 

○
経

済
的

に
配

慮
を

要
す

る
就

学
援

助
世

帯
へ

の
 
I
C
T

を
活

用
し

た
学

習
支

援
（

再
掲

）
 

○
w
i
t
h
コ

ロ
ナ

時
代

に
お

け
る

野
外

活
動

の
推
進

 
・

ハ
イ

キ
ン

グ
道

・
市

民
公

園
等

の
整

備
 

・
子

ど
も

た
ち

の
野

外
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
自

然
の

家
等

の
通

信
環

境
を

再
整

備
 

・
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｽ
ﾎﾟ

ｰ
ﾂ
を

直
接

見
る

機
会

が
制

限
さ

れ
て
い

る
子

ど
も
た

ち
に

対
し

、
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
ﾁ
ｰ
ﾑ
所

属
選

手
が

ﾚ
ｯ
ｽ
ﾝ
動

画
を
配

信
 

○
こ
う

べ
文
化

芸
術
・

ス
ポ

ー
ツ
活

動
応

援
事
業

 
・

ｱー
ﾃ
ｨｽ

ﾄや
ﾗｲ

ﾌﾞ
ﾊｳ
ｽ等

の
新

た
な

取
り
組

み
に
係

る
経

費
を

補
助

（
上

限
1
0
万

円
/
人
、

上
限

7
5
万
円

/
施

設
）

 
・

芸
術

文
化
公

演
等
を

実
施

す
る
場

合
の

施
設
利

用
 

料
を

補
助

(
上

限
5
0
万

円
/
日
・

施
設

、
補
助

率
 

1
/
2
、
県

市
協

調
)
 

・
神
出

山
田
自

転
車
道

で
の

ｼ
ｪ
ｱ
ｻ
ｲ
ｸﾙ
事
業

の
実

施
 

・
神

戸
マ

ラ
ソ

ン
延

期
に

伴
う

ﾗ
ﾝ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
事

業
の
実

施
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３
 
社

会
・

福
祉

対
策

 

団 体
 

（
１
）

社
会

福
祉

施
設

等
に

お
け

る
感

染
拡
大

防
止

対
策

 
（

２
）

障
害

福
祉

分
野

の
I
C
T
・

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

 
（

３
）

生
活
に

困
っ
て

い
る

世
帯
・

個
人

へ
の

支
援

 

滋 賀 県  

○
マ
ス

ク
等

の
衛

生
用

品
を

一
括

購
入

し
社

会
福

祉
施

設
へ

配
布

 
○

社
会

福
祉

施
設

等
の

ﾏ
ｽ
ｸ
等

の
衛

生
用

品
の

購
入

･
消

毒
等

に
か

か
る

費
用

を
補
助

 
○

多
床

室
の

個
室

化
改

修
経

費
を

補
助

 
○

通
所

系
の

社
会

福
祉

施
設

等
に

よ
る

自
宅

訪
問

な
ど

代
替

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ

提
供

に
伴

う
か
か

り
増

し
経

費
を

補
助

 
〇

地
域

活
動

支
援
ｾﾝ
ﾀー

等
に

お
け
る

支
援

員
の

増
員

や
消

毒
液

の
購

入
等

の
経

費
を

補
助
 

〇
介

護
福

祉
士

養
成
施

設
の
ﾏｽ
ｸ等

の
衛
生

用
品

購
入

に
か
か
る

経
費
を
補

助
 

〇
介

護
事
業
所
の

介
護

ﾛﾎ
ﾞｯ
ﾄ
導

入
お

よ
び

IC
T
化

に
対

す
る
支
援
の
拡

充
 

〇
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

等
に

お
け

る
感

染
症

対
策

お
よ

び
利

用
再
開

を
支

援
す
る

と
と

も
に

、
介

護
施

設
・
事

業
所

に
勤

務
す

る
職
員

に
対

し
て
慰

労
金

を
支

給
 

〇
介

護
施

設
・

事
業

所
に

か
か

る
ｺ
ｰﾃ

ﾞｨ
ﾈｰ

ﾄ
機

能
の

確
保
経

費
を

支
援

 
〇

障
害

児
者

へ
訪

問
入

浴
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等

を
提

供
す

る
際

の
感

染
症

対
策

に
係

る
経

費
を
補

助
 

〇
障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
再

開
に

向
け

た
支

援
 

〇
就
労
継

続
支

援
事

業
所

の
生

産
活

動
の

再
起

に
向

け
て

必
要
と
な

る
費

用
を

支
援
 

〇
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

患
者

の
療

養
等

に
従

事
す

る
職

員
に

特
殊

勤
務

手
当

を
支
給

す
る

児
童

養
護

施
設

に
対

し
補

助
 

※
介

護
事

業
所

団
体
が

実
施

す
る

感
染

症
対
策

研
修

開
催

経
費
を

支
援
 

※
感
染
症

が
発
生
し

た
介

護
施
設
に
対
し
て
、

感
染
管
理

認
定

看
護
師
を
派

遣
 

※
介

護
施

設
等

に
お
け

る
簡

易
陰

圧
装

置
・
換

気
設

備
の

整
備
を

支
援
 

〇
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
を

使
用

し
た

遠
隔

手
話

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
○
生

活
福

祉
資

金
の
貸

付
原
資

の
積

増
し

 
○
収

入
が

激
減

し
、
低
所

得
者

と
な

っ
た

世
帯

の
生
徒

へ
の
高

校
生

等
奨

学
給
付

金
の

給
付

、
県

立
高
等

学
校

等
授

業
料
の

減
免

 
◯
住

宅
確

保
給

付
金
の

支
給

 
◯
県

営
住

宅
で

の
一
時

的
な
受

け
入

れ
 

◯
県

税
の

納
税

等
の
猶

予
 

〇
家
族
の

入
院
等
に
よ
り

在
宅
で
の

生
活
が
困
難

に
な

っ
た

こ
ど

も
を
家
族

と
同

じ
医

療
機

関
へ

一
時
保

護
委
託

、
ま
た
は

滋
賀
県

青
年

会
館
で

の
一
時

保
護
を

行
う
 

〇
障

害児
者

の
家
族

が
感

染す
る

等
、従

来
の

障害
福

祉
ｻーﾋ゙

ｽで
障

害児
者

の
生

活
が

維
持

で
き
な

くな
っ

た
場合

に
、
必

要な
支援

者
や一

時的
な

生活
の場

の確
保等

の
支援

を
行

う
 

〇
家

族
の

入院
等

に
よ

り
在宅

生
活

が
困難

と
なっ

た
要

介
護高

齢
者

に
対し

て
、

必
要な

介
護

ｻーﾋ゙
ｽを

提
供

す
る

。 
〇
自

殺
防

止
に

関
す
る

相
談
体

制
等

の
強

化
 

〇
子

ど
も

食
堂

の
感
染

拡
大
防

止
を

支
援

し
、
活

動
団

体
に

物
資

が
迅
速

に
届
く

よ
う

に
す

る
た

め
県
社

協
の
体

制
を
拡

充
 

※
ｱﾝ

ｹー
ﾄを

実
施

し、
子

ども
の

た
めの

新
しい

行
動

様式
「

す
まい

る
・あ

く
し

ょん
」

を
策

定
 

〇
ｱ
ﾝ
ｹｰ
ﾄ
を
実

施
し

、
子

ど
も
の
た

め
の
新

し
い

生
活
様
式
を
策

定
中

 
〇
児

童
扶

養
手

当
の
受

給
世
帯

等
へ

、
臨

時
特
別

給
付

金
を

給
付

 
〇

ひ
と

り
親

家
庭

や
児

童
養

護
施

設
退

所
者

等
か

ら
の

相
談

に
対

応
す

る
た
め

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し
た

相
談
窓

口
を
設

置
 

〇
生

活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
ひ
と
り

親
家

庭
等
を
支
援
す
る
県
社
協
の

事
業
へ
補

助
 

〇
子

ど
も

家
庭

相
談

ｾﾝ
ﾀｰ

の
ﾃﾚ

ﾋ
ﾞ電

話
･
SN

S
で
の
相

談
体

制
充

実
 

〇
家

計
急

変
世

帯
の
県

立
大
学

大
学

院
生

に
対
す

る
授

業
料
減

免
 

京 都 府  

○
多
床

室
の

個
室

改
修

、
換

気
装

置
等

の
設

置
、
消

毒
液

等
の

購
入

補
助

（
介

護
施
設
、
障
害
者
支

援
施

設
、

児
童

養
護
施

設
）
 

○
通
所

サ
ー

ビ
ス

（
介

護
・

障
害

）
等

に
対

す
る

支
援

 
・

代
替

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

提
供

や
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
形
態

の
確

保
 

○
社
会

福
祉

施
設

等
の

感
染

拡
大

防
止

対
策

支
援

 
・

感
染

症
対

策
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
改

定
や
研

修
の

実
施

に
対

す
る

支
援

 
・

感
染

発
生

時
に

使
用

す
る

簡
易

居
室

の
整

備
支

援
 

○
介
護

福
祉

士
養

成
施

設
等

に
お

け
る

感
染

予
防

対
策

支
援

 
○
障

害
児

者
へ

訪
問

入
浴

ｻー
ﾋ
ﾞｽ

等
を

提
供
す

る
際

の
感

染
症

対
策

に
係

る
経

費
を

支
援 

○
感
染

者
が

多
数
発

生
し
て

い
る
地
域

等
に

立
地

す
る

医
療

機
関
や

高
齢
者
施

設
等

に
勤

務
す

る
職

員
、

入
院

･
入

所
者

に
対

す
る

P
C
R
検

査
の

実
施

 
○

児
童

養
護

施
設

等
に

お
け

る
感

染
症

対
策

支
援

 

○
W
e
b
環

境
を

活
用

し
た

障
害

者
ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
・

文
化

芸
術

 
・

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
運

動
会

や
「

京
都

と
っ

て
お

き
の

芸
術

祭
」

 
の

W
e
b
開

催
を

実
施

 
○

障
害

者
雇

用
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
強

化
事

業
 

・
障

害
者

就
業
・
生

活
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の

支
援

体
制

の
充

実
強

化
 

○
障

害
福

祉
事

業
所

に
お

け
る

I
C
T
導

入
等

支
援

 

○
生

活
福

祉
資

金
の
貸

付
原
資

の
積

増
し

 
○
家

計
急

変
世

帯
に
対

す
る
高

校
生

奨
学

給
付
金

の
支

給
 

○
家

計
急

変
世

帯
の
府

立
大
学

生
に

対
す

る
授
業

料
免

除
 

○
家

計
急

変
世

帯
の
専

門
学
校

生
に

対
す

る
授
業

料
減

免
等

 
○
府

税
の

納
税

等
の
猶

予
 

○
自

殺
防

止
に

関
す
る

相
談
体

制
の

強
化

 
○
低

所
得

者
の

ひ
と
り

親
世
帯

へ
の

臨
時

特
別
給

付
金

支
給

 
○
ひ

と
り

親
家

庭
等
に

対
す
る

学
習

支
援

 
・
対

象
児

童
に

対
し
図

書
カ
ー

ド
を

配
布

 
○
児

童
虐

待
防

止
強
化

対
策
の

検
討

 

大 阪 府  

○
社
会

福
祉

施
設

等
へ
の

衛
生

用
品

等
の

配
布

 
○

感染
が

疑わ
れ

る
児

童
を分

離
する

た
めに

個
室化

等の
対

策
を

行
う児

童養
護

施
設

等に
補

助
等 

○ひ
と

り
親

家
庭

の
子ど

もの
生活

・
学

習
支

援
事

業
で

、
子

ど
も用

マス
クの

配
布

等
を

行
う

市
町

村
へ

補
助 

○
SN
S(

LI
NE

)を
活
用

し
た
相

談
体
制

の
整
備

、
知

事
記

者
会

見
に

お
け

る
手

話
通

訳
の

導
入
 

○
緊

急
事

態
宣

言
期

間
中

の
高
齢

者
、

障
が

い
者
等

の
見

守
り

支
援
 

○
地

域
医

療介
護

総
合確

保
基

金を
活

用
した

衛
生

用
品等

の
一括

購
入

及
び

介
護施

設
等

への
配

布
 

○
介

護
施

設
等

の
多

床
室

の
個
室

化
に

要
す

る
改

修
経
費

の
補

助
 

○
介

護
施
設

等
に

お
け
る

簡
易
陰
圧

装
置
・

換
気

設
備
の
設
置
に

係
る
経
費

の
補
助
 

○
社
会

福
祉

施
設

等
応

援
職

員
の

派
遣

旅
費

等
の

補
助

 
※

社
会
福

祉
施
設

職
員
向

け
の

感
染
症

対
策
研
修
の

実
施
及
び
動

画
配

信
 

○
就

労
移

行
支
援
事

業
所

等
に

お
け

る
ﾃﾚ

ﾜｰ
ｸ
導

入
支

援
 

○
介

護
事
業

所
に
対

す
る

介
護

ﾛﾎ゙
ｯ
ﾄ機

器
購

入
補

助
の

拡
充
 

○
介

護
事

業
所

に
対

す
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
導

入
支

援
の

拡
充

 

○
住

居
確

保
給

付
金
の

支
給

 
○
外

出自
粛

の
長
期

化
に

よる
児

童
虐待

の
増

加
や

DV
被害

者
等へ

の
相談

支
援体

制の
強

化
 

○
保

護
者
が
新

型
ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ
に

感
染
し
、
保

護
者
又
は
代

替
者
に
よ
る

養
育

が
で

き
な

い
児
童

を
府

が
ﾎﾃ
ﾙ
等

宿
泊
施

設
に

お
い
て

、
一
時
保

護
を

実
施
 

◯
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感
染

症
拡

大
の
影

響
に
よ

る
解
雇

等
に

よ
り

住
宅

の
退

去
を
余

儀
な

く
さ

れ
る

方
に
対

し
、
府
営

住
宅
を

提
供

 
◯
府

営
住

宅
入

居
者
の

家
賃
の

減
免

等
 

○
生

活
福

祉
資

金
の
貸

付
原
資

の
積

増
し

 
○

外
出

自
粛

の
長
期

化
に

よ
る

DV
被
害

者
等

へ
の

ﾎﾃ
ﾙ
借
上

げ
に
よ

る
緊

急
避

難
支

援
 

兵 庫 県  

○
マ
ス

ク
等

の
購

入
等

や
個

室
化

改
修

経
費

の
補

助
 

○
介
護

施
設

へ
の

簡
易

陰
圧

装
置

等
整

備
費

補
助

 
○

訪
問

サ
ー

ビ
ス

提
供

に
伴

う
か

か
り

ま
し

経
費

等
の

補
助

 
○

社
会

福
祉

施
設

等
応

援
職

員
の

派
遣

旅
費

等
の

補
助

 
○

介
護

施
設

に
対

す
る

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
の

拡
充

 
○

在
宅

障
害

者
等

に
対

す
る

安
否

確
認

等
の

経
費

支
援

 
○

障
害
児

相
談
支

援
従
業

者
養
成

研
修
等
の
映
像
化

、
分
割

開
催
経

費
の

支
援
 

○
地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

障
害

者
受

入
体

制
の

強
化

 
○

就
労

系
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

の
機

能
強

化
 

・
生
活

支
援

員
の
追

加
配

置
、
生

産
活

動
支

援
員

の
配

置
、
事

業
所

商
品

の
販

売
強
化

（
配

送
料

無
料

化
等

）
 

○
複
合

災
害

に
備

え
た

避
難

所
の

体
制

強
化

 
○

訪
問

入
浴

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等

の
日

常
生

活
支

援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
提

供
体

制
の

強
化

 
○

社
会
福
祉
施
設
に

対
す
る
感
染
症
対

策
、
ｻー

ﾋ
ｽ゙再

開
、
職

員
慰
労
金

支
給
等

の
支

援
 

○
在宅

高齢
者・

障
害者

一時
的受

入
体制

の整
備

(専
従職

員配
置

の
かか

り増
し分

補
助

) 

○
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

に
お

け
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
、

見
守

り
ロ

ボ
ッ

ト
等

導
入

の
支

援
 

○
障

害
福

祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
に

お
け

る
ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
等

の
導

入
支

援
 

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

、
専

用
V
R
機

器
の

導
入

補
助

 
○

聴
覚

障
害
者

の
遠

隔
手

話
ｻ
ｰﾋ

ﾞ
ｽ
実

施
の

た
め

の
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

整
備

 
 

○
国

民
健

康
保

険
料
（

税
）
の

減
免

措
置

、
傷
病

手
当

金
の
支

 
○
住

居
確

保
給

付
金
の

拡
充

 
○
収
入
激
減
、
世
帯
の

生
徒
に
対
す
る
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
の
給
付
、
公

立
高

等
学
校
等
授
業
料
の
減
免
、
私
立
学
校

生
徒
授
業
料
軽
減
臨
時
特
別

補
助
の

実
施
 

○
家

計
が

急
変

し
た
県

立
大
学

の
学

生
へ

の
授
業

料
等

減
免

 
○
経

済
問

題
や

職
域
に

お
け

る
心

の
悩

相
談
体

制
の

強
化

 
○
感

染
防

止
に

配
慮
し

た
児
童

虐
待

･
D
V
･
ひ
と

り
親

家
庭

等
の

 
相

談
支

援
体
制

強
化

(
ﾘ
ﾓ
ｰ
ﾄ
相
談

用
の
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
端
末

購
入

)
 

○
緊

急
生

活
福

祉
資
金

貸
付
原

資
補

助
事

業
の
拡

充
 

○
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感
染

症
に

関
す
る

人
権

啓
発
の

強
化

 
○
生

活
困

窮
者

等
の
住

ま
い
確

保
支

援
、
自

立
相

談
支

援
の

強
化

 
○
ひ

と
り

親
世

帯
臨
時

特
別
給

付
金

の
支

給
 

○
児

童
の

安
全

確
保
の

た
め
の

こ
ど

も
家

庭
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の

体
制

強
化

 
○
子

ど
も

食
堂

の
感
染

拡
大
防

止
支

援
 

○
家
計

が
急
変

し
た
家

庭
の
生

徒
に
授

業
料
の

減
免
を

行
う
専

修
学
校

に
補

助
 

奈 良 県  

○
高

齢
者
福

祉
施
設
、

障
害

者
福
祉
施

設
、
救
護
施
設
の

多
床
室
等
の

個
室

化
改
修

に
対
し

補
助
 

○
認
可
外
保
育
施
設
・
児

童
養
護
施

設
等

の
ﾏｽ

ｸや
消

毒
液
等
購
入

経
費
に

対
し
補

助
 

○
児
童

養
護

施
設

等
の

多
床

室
の

個
室

化
改

修
に

対
し

補
助

 
○

介
護
福

祉
士

養
成

施
設
等
･在

宅
医
療
的

ｹｱ
児
等
の
家
庭
･障

害
者
 

支
援

施
設

等
･高

齢
者
福
祉
施

設
等

へ
の

ﾏｽ
ｸ､

消
毒

液
の

配
付
 

○
知
事

記
者

会
見

に
お

け
る

手
話

通
訳

の
導

入
 

○
相

談
支

援
従

事
者

研
修

、
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
管

理
責

任
者
等

研
修

及
び

た
ん

吸
引

等
研

修
の
講

義
を

映
像

化
し

、
受

講
者

に
配

信
 

○
子

育
て

を
支

援
す

る
市

町
村

の
ﾌ
ｧ
ﾐ
ﾘ
ｰ
･
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
･
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事

業
の

登
録
会

員
に

対
し
、

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
の

研
修

を
実

施
 

○
保

育
所
・

幼
稚
園

・
児

童
養
護

施
設

等
が

ﾏｽ
ｸや

消
毒

等
を

購
入

す
る

費
用
等

に
対

し
補

助
 

○
医
療

機
関
及

び
福
祉
施
設
に

お
け

る
感
染
拡

大
防

止
の
た
め

の
支
援
体

制
を

強
化
 

○
福
祉

施
設

職
員

の
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
の

た
め

の
相

談
窓

口
の

開
設

 
・

臨
床

心
理

士
、

精
神

保
健

福
祉

士
等

に
よ

る
電

話
相

談
等

 
○

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

患
者

の
療

養
等

に
従

事
す

る
職

員
に

特
殊

勤
務

手
当

を
支
給

す
る

福
祉

施
設

に
対

し
補

助
 

○保
育

所
や

児
童

養
護
施

設
等
の職

員
へ

の
ﾒﾝ

ﾀﾙｹ
ｱや

感
染防

止対
策

の相
談・

支
援

体制
を

整
備
 

○
高

齢
者福

祉施
設

、
障

害
者支

援
施設

等
にお

け
る簡

易
陰圧

装置
や

換気
設

備
の

整備
に

対す
る

補
助
 

○
福

祉
施

設
に

お
け

る
感

染
症

対
策

の
た

め
の

物
品

の
購

入
や

多
機
能

型
簡

易
居
室

設
置

等
に

対
す

る
補

助
 

○
福祉

施設
に

おけ
る

感染
症患

者の
発生

等に
備

え
、県

にお
い

て
、

ﾏｽｸ
や

消毒
液等

を
備

蓄
 

○
居

宅
系

の
介

護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
や

障
害

福
祉

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等

利
用

再
開

を
支

援
す
る

た
め

、
相

談
支

援
事

業
所

等
が

行
う
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
等

に
対

し
補

助
 

○
福
祉

施
設

に
て

利
用

者
と

接
す

る
従

事
者

等
に

慰
労

金
給

付
 

○
感

染
拡

大
や

ｸﾗ
ｽﾀ

ｰの
発
生

を
防

止
す

る
た

め
の

注
意

事
項

に
つ

い
て

、
県

民
、

社
会

福
祉
施
設

、
企
業
等

へ
啓
発
「

奈
良
県

版
ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ注

意
事
例
集

」
・

啓
発
ﾎ
ｽ゚ﾀ

ｰの
作

成
等
 

○
社

会
福

祉
施

設
等

に
お

け
る

ｸ
ﾗ
ｽ
ﾀ
ｰ
の

発
生

を
防

止
す

る
た

め
の

専
門

家
で

構
成
す

る
ﾁ
ｰ
ﾑ
に

よ
る

実
地

指
導

等
の

支
援

を
実

施
 

○
医

療
機
関

や
社
会
福

祉
施
設

等
に
お

け
る

ｸﾗ
ｽﾀ

ｰの
発
生

を
防
止

す
る

た
め

、
感

染
拡

大
時

に
施
設

の
職

員
を
対

象
と
し

た
一

斉
・
定

期
的

な
検
査

を
実

施
 

○
介
護
施
設
等
が
大
規
模

修
繕
に
併
せ

て
実

施
す
る
介
護

ﾛﾎ
ｯ゙ﾄ

･I
CT

の
導

入
に

対
し
補

助
 

○
特

別
養
護
老
人

ﾎｰ
ﾑ
併

設
ｼｮ
ｰ
ﾄｽ

ﾃｲ
用

多
床
室

の
個
室
化
改

修
に

対
し
補

助
 

○
就

労
系

障
害

福
祉

事
業

所
の

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
導

入
に

要
す

る
経

費
に

対
し

補
助

 
○

聴
覚

障
害

者
に

対
す

る
遠

隔
手

話
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

実
施

 
○

障
害

福
祉

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

等
に

お
け

る
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

や
、
感

染
拡

大
防

止
・
生

産
性

向
上

の
た
め

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

導
入

等
に

要
す

る
経

費
に

対
し

補
助

 
○

商
品

の
生

産
技

術
や

新
商

品
・
新

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

開
発
、
販

売
促

進
等

に
取

り
組

む
就

労
系

障
害

福
祉

事
業

所
に

専
門

家
を

派
遣

、
県

の
共

同
受

注
窓

口
に

ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾈ
ｯ

ﾄ
を

活
用

し
た

発
注

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

構
築

 

○
生

活
福

祉
資

金
の
貸

付
原
資

の
積

増
し

 
○
生

活
困

窮
者

住
居
確

保
給
付

金
の

拡
充

 
○

生
活

困
窮
世

帯
の
子

ど
も

の
学

習
支

援
教

室
へ
の

ﾏｽ
ｸ､

消
毒

液
の

配
付
 

○
収

入
激

減
､低

所
得

者
と

なっ
た世

帯
の

生徒
に

対す
る

高
校

生等
奨

学
給

付
金

の
給

付
 

○
離

職
者

等
へ

の
県
営

住
宅
の

一
時

的
な

提
供

(
6
月

補
正

予
算

に
よ
り

提
供
戸

数
を

追
加

)
 

○
地

域
で

子
育

て
を

支
え

る
こ

ど
も

食
堂

が
、

家
庭

を
訪

問
し

て
弁
当

を
届
け
る

な
ど

新
た

な
活

動
を

行
う

こ
と

へ
の

支
援
 

○
外

出
自

粛
時

の
子

育
て

の
不

安
や

負
担

感
を

軽
減

す
る

た
め

、
相

談
体

制
や
情

報
発
信

を
強

化
す

る
市

町
村
の

取
組
を

支
援
 

○
ひ

と
り

親
家

庭
や
児

童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ

被
害

者
等
の

た
め
の

ｵ
ﾝ
ﾗ

ｲ
ﾝ
に
よ

る
相

談
や

感
染
防

止
に

配
慮
し

た
環
境

を
整
備

 
○
訪

問
入

浴
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

利
用

促
進
に

取
り

組
む
市

町
村

へ
補
助

 
○

在
宅

生
活

か
ら

の
職

場
復

帰
や

離
職

し
た

障
害

者
等

の
再

就
職

の
た

め
、
障

害
者

就
業
・
生

活
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
に

お
い

て
、
ｵ
ﾝ
ﾗ

ｲ
ﾝ
に
よ

る
相

談
体

制
等
を

整
備

 
○

失
業

や
休

業
等

を
原

因
と

す
る

自
殺

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
電

話
相
談

等
に

よ
る

支
援

を
実
施

 
○

家
計

が
急

変
し

た
世

帯
の

児
童

生
徒

・
学

生
に

対
す

る
授

業
料

減
免

を
行
う

私
立

学
校

・
公

立
大
学

等
に
対

し
補
助

 
○
児

童
扶

養
手

当
の
受

給
世
帯

等
へ

、
臨

時
特
別

給
付

金
を
給

付
 

○
離

職
や

休
業

等
に

伴
う
収

入
減

少
等
に

よ
る

生
活
困

窮
者

に
対
す

る
家

賃
相

当
の

給
付

金
、
入

居
支

援
や
入

居
後

の
居
住

支
援

を
実

施
 

○
生

活
困

窮
者

等
へ
の

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に

よ
る
相

談
体

制
等
を

整
備

 
○
消

費
者

相
談

に
迅
速

に
対
応

す
る

た
め

、
消

費
生

活
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に
よ

る
相

談
体

制
等

を
整

備
 

○
生
活

困
難

者
へ
の

効
果
的

な
方

策
を

検
討
す

る
た
め

、
実
態

調
査

を
実

施
 

○
在
宅
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
障

害
者

等
の
安
否
確

認
等
に
要
す

る
経
費
に
対

し
補

助
 

○
こ

ど
も

食
堂

に
お
け

る
県
産

牛
肉

等
の

購
入
に

対
し

補
助

 
○

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

家
計

が
急

変
し

た
私

立
専
門

学
校
の

生
徒

の
修

学
を

支
援

 
○
就

職
氷

河
期

世
代
の

就
職
を

促
進

す
る

た
め
の

ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
を

開
催

 

和 歌 山 県  

○
高

齢
者
施

設
や
障

害
者

支
援

施
設
､児

童
養

護
施

設
等

に
お
け
る
消

毒
液
等

を
購

入
 

○
高
齢
者
施
設
･事

業
者
､障

害
児
入
所
施
設
等
へ
の
ﾏｽ
ｸの

配
布
 

○
障

害
者
就

労
支
援

施
設

で
作
成

し
た
布

ﾏｽ
ｸを

県
が

購
入

し
、

障
害

児
者
入

所
施

設
に

配
布
 

○
地
元
企
業
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
ｱｸ
ﾘﾙ
ﾊﾟ
ｰﾃ
ｨｼ
ｮﾝ
の
配
布
 

〇
必
要
な
介
護
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽ
を
継
続
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
､通

常
の
介
護
ｻｰ

ﾋﾞ
ｽで

は
想
定
さ
れ
な
い
か
か
り
増
し
経
費
等
を
支
援
 

○
多
床
室
の
個
室
化
に
要
す
る
費
用
を
支
援
 

○
介

護
・
障

害
福
祉

ｻｰ
ﾋﾞ

ｽの
利

用
再
開
に
向

け
、

ｹｱ
ﾏﾈ

ｰｼ゙
ｬー

に
よ

る
ｱｾ

ｽﾒ
ﾝﾄ

等
の
経

費
を

支
援
 

○
各
施
設
・
事
業
所
等
に
お
け
る
感
染
対
策
徹
底
支
援
 

○
在

宅
障

害
福

祉
ｻｰ
ﾋﾞ

ｽ事
業
所
に

よ
る
利
用

者
へ

の
再
開

支
援
の
助

成
 

○
高
齢
者
施
設
や
障
害
者
支
援
施
設
､児

童
養
護
施
設
等
に
非
常
時
 

に
緊
急
に
供
給
す
る
た
め
の
衛
生
用
品
を
県
で
備
蓄
 

〇
企
業
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
非
接
触
型
赤
外
線
体
温
計
に
つ
い
て
、
県

が
購
入
し
た
分
と
併
せ
て
児
童
福
祉
施
設
等
に
配
布
 

○
障
害
福
祉
分
野
生
産
性
向
上
推
進
 

・
障
害
者
支
援
施
設
に
お
け
る
ﾛ
ﾎﾞ
ｯﾄ
等
 
(
見
守
り
ｾﾝ
ｻｰ

等
)の

導
入
支
援
 

・
就
労
系
障
害
福
祉
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽ事

業
所
に
お
け
る
ﾃﾚ
ﾜｰ
ｸを

活
用
し
た
遠
隔
指
導
の
実
施
を
支
援
 

○
ﾀﾌ

ﾞﾚ
ｯ
ﾄ端

末
を

活
用

し
た
遠
隔

手
話

ｻｰ
ﾋﾞ
ｽ
等

を
実

施
 

○
生
活
福
祉
資
金
(緊

急
小
口
資
金
等
)の

貸
付
原
資
を
増
額
 

○
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
 

○
県
税
の
納
税
等
の
猶
予
 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
解
雇
等
に

よ
り
、
住
宅
の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
に
対
す
る
県
内
公
営

住
宅
の
提
供
 

○
家
計
急
変
世
帯
へ
県
立
高
等
学
校
等
の
授
業
料
の
減
免
 

○
家
計
急
変
世
帯
に
対
す
る
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
の
支
給
 

○
自
殺
防
止
の
た
め
の
相
談
の
実
施
 

○
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
臨
時
の
特
別
給
付
金
を
支
給
 

〇
新
型
ｺﾛ
ﾅｳ
ｲﾙ
ｽ感

染
症
対
応
従
事
者
へ
慰
労
金
の
支
給
(国

制
度
) 

○
児
童
養
護
施
設
等
に
勤
務
し
、
利
用
者
と
接
す
る
職
員
へ
の
慰
 

労
金
の
支
給
（
県
単
独
制
度
）
 

※
今

回
追
加
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団 体
 

（
１
）

社
会

福
祉

施
設

等
に

お
け

る
感
染

拡
大

防
止

対
策

 
（

２
）

障
害

福
祉

分
野

の
I
C
T
・

テ
レ

ワ
ー

ク
の

導
入

 
（

３
）

生
活
に

困
っ
て

い
る

世
帯
・

個
人

へ
の
支

援
 

徳 島 県  

○
社会

福
祉

施設
等

にお
け

る
ﾏｽｸ

､ｴ
ﾀﾉー

ﾙの
購

入支
援や

､県
備蓄

ﾏｽｸ
､手

指消
毒用

ｴﾀ
ﾉー

ﾙの
配

布
 

○
高
齢

者
､障

が
い
者
に
配
慮

し
た

感
染

症
予
防
、
新
し
い
生
活

様
式
に
関
す
る

啓
発
 

（
T
V
C
M
、
新

聞
・
H
P
掲

載
、
県

民
交

流
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｻ
ﾞ
で

の
放

映
）

 
○

在
宅生

活
を

強
い

ら
れ

て
いる

障が
い

者
等

の
安

否
確認

､相
談

受
付

や情
報提

供
等

に
係

る支
援
 

○
障
が

い
福
祉

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等

事
業

所
に

対
す

る
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
継

続
支

援
 

○
通所

ｻーﾋ゙
ｽ事

業
所に

対す
る

代
替

ｻーﾋ゙
ｽ

の提
供や

他
事

業
所

と
の

連
携

に
要

す
る

経
費

支
援
 

○
LI
N
E
を
活

用
し

た
｢徳

島
県

･新
型
ｺﾛ

ﾅ対
策

ﾊﾟ
ｰｿ
ﾅ
ﾙｻ

ﾎﾟ
ｰﾄ
｣
を

開
設
 

○
｢
生

活
不

活
発

｣
予

防
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

 
･
ﾎ
ｰ
ﾑ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
掲

載
に

よ
る
予

防
ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
の

周
知

啓
発

､
Y
o
u
 
T
u
b
e
等

を
活
用

し
た

運
動

方
法

･
口

腔
･
栄

養
･
社

会
と

の
つ

な
が

り
紹

介
 

○
児

童
養

護
施

設
､
認

可
外

保
育

施
設

等
に

お
け

る
ﾏ
ｽ
ｸ
･
消

毒
液

､
除
菌

脱
臭

機
等

の
衛

生
用

品
の

整
備
や

補
助

 
○

児
童

養
護
施

設
等

の
個

室
化

等
改

修
経

費
を

支
援

 
○

児
童

養
護
施

設
等

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
環

境
整

備
を

支
援

 
○
児
童
養
護

施
設
等
に
お
け
る
業
務
負

担
増
に

対
し

、
補

助
者
の
雇
用

に
よ

る
体
制

強
化
を

支
援
 

○
児

童
養
護

施
設
等

へ
の
看
護

師
派

遣
等
に

よ
る
感

染
予
防
対
策
の
助

言
指

導
 

○
介
護

施
設
等

に
対

す
る

I
C
T
及

び
介

護
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯ
ﾄ
等

導
入

支
援

 
〇

介
護
施

設
に
対
す
る
多
床

室
の
個

室
化
、
陰
圧
・
換
気
設
備
等
の
整
備
に
要
す

る
経

費
支

援
 

〇
社

会
福
祉
施
設
に

対
す
る
感
染
症
対

策
、
ｻー

ﾋ
ｽ゙再

開
、
職
員
慰

労
金

支
給
等

の
支

援
 

○
施
設

長
会
議

を
開

催
し

、
感

染
予

防
対

策
の

再
徹

底
を

依
頼

 
○
専
門
家

の
意
見
を

踏
ま

え
た
感
染
拡
大
防

止
ﾁｪ

ｯｸ
ﾘｽ
ﾄ
の
配
付

及
び

巡
回
指

導
 

※介
護

・
障

が
い

福
祉
施設

にお
け

る
ｸﾗ

ｽﾀー
発
生対

応
訓

練
の
実

施
及

び
相

互応
援

体
制の

構
築
 

※
在
宅

障
が
い

者
等

の
一

時
保

護
施

設
の

整
備

 

○
就

労
系

障
が

い
福

祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ事

業
所

に
お

け
る
ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
 

ｸ
等

導
入

支
援

 
○

聴
覚

障
が

い
者

に
対

す
る

遠
隔

手
話

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等
を

利
 

用
し

た
意

思
疎

通
支

援
 

 

○
生

活
福

祉
資

金
の
貸

付
原
資

の
追

加
助

成
 

○
収

入
が

激
減

し
､
低

所
得

者
と
な

っ
た
世

帯
の

生
徒
に

対
す

る
高

校
生

等
奨

学
給
付

金
の
給

付
､
公
立

高
等

学
校
等

授
業

料
の

減
免
､
奨
学

金
の
貸

与
､
私

立
学

校
授

業
料

軽
減

補
助
の

実
施

 
○
宿

泊
施

設
帰

省
者
受

入
れ
支

援
事

業
 

・
特

定
警

戒
都

道
府

県
か

ら
や

む
な

く
帰

省
せ

ざ
る

を
得

な
い

本
県
出

身
者
の

一
定

期
間

滞
在

宿
泊
施

設
の
確

保
 

○
県

営
住

宅
入

居
者

の
家

賃
減

額
､県

営
住宅

の空
き

室
提

供
､ｾー
ﾌ

ﾃｨ
ﾈｯﾄ

住
宅

の
家

賃
減

額
支

援 
○
住

居
確

保
給

付
金
の

支
給

 
○
保

育
所

や
放

課
後
児

童
ク
ラ

ブ
等

が
臨

時
休
業

し
た
場

合
、
ひ

と
り
親

家
庭
に

対
し

、
子

育
て

支
援
と

雇
用
の

安
定

を
図

る
た

め
、
家

庭
生
活

支
援

員
を

派
遣

 
○

ひ
と

り
親

家
庭

に
対

す
る

食
品

を
無

償
配

布
す

る
生

活
支

援
と

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
し
ひ

と
り

親
家
庭

の
子
ど

も
た

ち
の

相
談

を
受
け

る
寄
り

添
い

支
援

 
 

鳥 取 県  

○
幼

稚
園

､
保

育
施

設
､
児

童
養

護
施

設
､
児

童
相

談
所

一
時

保
護

所
等
に

必
要

な
保

健
衛

生
用

品
を

整
備

 
○

県
民

の
ﾏ
ｽ
ｸ
購

入
機

会
を

確
保

す
る

た
め

の
仕

組
み

を
県

内
流

通
事
業

者
や

小
売

り
事

業
者

と
連

携
し
て

構
築

 
○

障
が

い
者
支

援
施

設
等

の
居

室
個

室
化

へ
の

改
修

経
費

支
援

 
○

介
護

ロ
ボ
ッ

ト
の

導
入

、
I
C
T
化

支
援

 
○

通
所

ｻｰ
ﾋﾞ
ｽ
事
業
所

(障
が
い

福
祉

分
野

)の
代

替
ｻｰ
ﾋ
ﾞｽ

の
提
供
や

利
用
 

者
を

受
け

入
れ

た
連
携
先
事

業
所

等
の

か
か
り
ま

し
経

費
を
支
援

 
○

相
談

支援
専

門員
等

が在
宅

生活
と

なっ
た

障
がい

者等
の

安
否

確認
を

行う
費

用
を市

町村
に

補
助 

○
通

所
系

介
護

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

の
代

替
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
の

提
供

や
利

用
者
を

受
け

入
れ
た

連
携

先
事
業

所
等

の
か
か

り
ま

し
経

費
を

支
援
 

○
緊
急

配
布
用

個
人

防
護

具
等

の
購

入
 

○
と
っ

と
り

S
N
S
相

談
の

相
談

日
を
拡

充
 

○
ﾏｽ

ｸ､
消
毒

液
な

ど
の

衛
生

用
品

等
を
購
入

､備
蓄

確
保

､配
布
 

○
避

難
所

に
お
け

る
新
型

ｺﾛ
ﾅ
ｳｲ

ﾙ
ｽ感

染
症

の
感

染
防

止
対

策
 

○新
型
ｺﾛﾅ

ｳｲ
ﾙｽ

の第
２

波
の

探知
、

ﾘｽ
ｸ評

価
・

対
策

立
案

の
た

め
の

発
生

動
向

調
査

・
ﾃ゙

ﾀー
分

析
等
 

○
法

定
研

修
を

映
像

化
等

に
よ

り
遠

隔
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費
支

援
 

○
聴

覚
障

が
い

者
が

、
行

政
機

関
や

保
健

所
へ

の
相

談
、
病

院
へ

の
受

診
す

る
際

に
遠

隔
手

話
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
を

配
置

 
○

就
労

移
行

支
援

事
業

所
の

テ
レ

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
支

援
 

○
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
面

会
の

実
施

に
必

要
な

機
器

整
備

を
助

成
 

○
子

ど
も

食
堂

を
実

施
す

る
民

間
団

体
等
に

対
し
て

、
ｺ
ﾛ
ﾅ
対
策

で
会
場

変
更
等

の
経

費
を

追
加

で
補
助

 
○

非
課

税
世

帯
相

当
と

な
っ

た
世

帯
の

生
徒

に
対

す
る

高
校

生
等

奨
学

給
付
金

の
給

付
 

○
家

計
急

変
に

よ
り

授
業

料
の

支
払

い
が

困
難

に
な

っ
た

者
に

対
し
て

、
各

私
立

中
学

校
・
高

等
学
校

が
授

業
料

の
減
免

を
行

う
場
合

に
補
助

 
○

家
計

が
急

変
し

た
公

立
鳥

取
環

境
大

学
の

学
生

に
対

す
る

授
業

料
等

無
償
化

（
減

免
）

経
費

を
大
学

へ
交
付

 
○
生

活
困

窮
者

自
立
支

援
制
度

に
基

づ
き

、
離
職

者
等

の
う

ち
所

得
等
が

一
定
水

準
以

下
の

者
に

対
し
て

、
最

長
９
ヶ

月
家

賃
相

当
額
を

支
給

 
○

外
出

自
粛

等
に

よ
り

困
り

事
が

生
じ

て
い

る
県

民
を

支
援

す
る

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活

動
に

対
し

助
成

 

京 都 市  

○
社
会

福
祉
施

設
等

に
対

す
る

衛
生

物
資

の
支

援
 

 
・

医療
機

関
や
社

会福
祉

施設
等

に対
す

る衛
生

物資
の

支
援

、福
祉

避
難所

に
対す

る
衛生

物
資の

確
保
 

○
社
会

福
祉
施

設
の

多
床

室
の

個
室

化
支

援
等

 
○

社
会

福
祉
施

設
の

施
設

等
内

の
消

毒
に

要
す

る
経

費
助

成
 

○
通

所
ｻ
ﾋー゙ｽ

事
業
所

等の
利

用
者の

居
宅

訪問
など

､特
別

な
形

での
ｻｰ

ﾋ
ｽ゙を

提
供

する
取

組
を

支
援
 

○
医
療

機
関
，
社

会
福

祉
施

設
へ

の
「

支
え

合
い

支
援

金
」
の

創
設

 
・

ｺﾛﾅ
禍に

おい
て

，市
民生

活
を

維持
す

る
た

めに
医療

・
福

祉
を提

供
い

ただ
いた

施
設に

対
す

る感
謝

の意
を

示し
，

また
，

ｳｨ
ｽ゙ｺ
ﾛ

ﾅ社
会に

お
い

ても
尽

力
いた

だ
ける

よ
う

支援
金

を
支

給
 

※
新

型
ｺﾛ
ﾅｳ
ｲﾙ

ｽ感
染

症
の
治
療
等

に
従
事
す
る
医

療
機
関
に
対

す
る
支
援

金
の

支
給
 

・
帰

国
者
・

接
触
者

外
来

医
療

機
関

又
は

入
院

患
者

を
受
け
入
れ

た
医

療
機
関

に
対

し
て

，
医

療
ｽﾀ
ｯﾌ

の
確
保

や
衛
生

物
資
の

購
入
等

を
幅
広
く

支
援
す

る
支
援

金
を

支
給
 

○
指
定

避
難
所

等
で

の
感

染
拡

大
予

防
対

策
 

○
ｳ
ｨ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾛ
ﾅ
社
会

で
の

安
心
安

全
な

社
会

福
祉

施
設

の
環

境
整

備
 

・
介
護

保
険
・

障
害

者
福

祉
施

設
等

に
お

け
る

W
i
-
F
i
環

境
整

備
 

 
介
護

保
険
施

設
等

に
お

け
る

見
守

り
ｾ
ﾝ
ｻ
ｰ
導

入
支

援
 

○
医
療

機
関
や

社
会

福
祉

施
設

等
で

の
感

染
対

策
の

周
知

啓
発

 
・

動
画

配
信
に

よ
る
予
防

啓
発
，

専
門

家
に

よ
る
感
染

防
御
法
の

実
地
指

導
 

 
専門

家
等

によ
る介

護保
険施

設
等職

員に
対

する
オン

ラ
イン

感
染

症
対策

研
修

の実
施
 

○
区
役
所

･支
所

(保
健

福
祉
ｾﾝ
ﾀｰ

)で
の

健
診

業
務
等

に
お
け

る
感

染
症
対

策
 

○
区
役

所
･
支

所
（

保
健

福
祉

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
）

窓
口

の
混
雑

解
消

 
○

救
急

活
動

に
お

け
る

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症

対
策

に
万

全
を

期
す

た
め

感
染

防
止

用
器

材
の

備
蓄

量
を
増

強
 

○
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で
の

子
育

て
相

談
支

援
・

連
携

体
制

強
化

事
業

 

○
障

害
福

祉
分

野
に

お
け

る
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
継

続
支

援
 

就
労

系
障

害
福

祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

及
び

児
童

養
護

施
設

等
に

対
す

る
ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
導

入
支

援
及

び
I
C
T
導

入
の

ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
事

業
に

要
す

る
経

費
を

支
援

 

〇
傷

病
手

当
金

の
創
設

(
国
民

健
康
保

険
事
業

)
 

〇
特

別
定

額
給

付
金
(
仮
称

)
の

支
給

 
簡

素
な

仕
組

み
で

迅
速

か
つ

的
確

に
家

計
へ

の
支

援
を

行
う

た
め

,
一

律
に

,
一

人
当

た
り

1
0
万
円

を
給

付
 

〇
子

育
て

世
帯

へ
の
臨

時
特
別

給
付

金
の

支
給

 
〇
国

民
健

康
保

険
料
・

介
護
保

険
料

の
減

免
 

〇
公

営
住

宅
等

入
居
者

の
家
賃

の
徴

収
猶

予
･
減

免
等

 
〇
市

営
住

宅
の

提
供

 
〇
全

て
の

保
護

者
が
感

染
し
た

場
合

の
子

ど
も
の

受
入
れ

 
〇
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感
染

症
の
影

響
等

に
よ

り
住
居

を
喪

失
し
た

方
に

対
す

る
一
時

的
な
居

室
提

供
 

〇
生

活
困

窮
者
等

へ
の

支
援
の

拡
充

 
 
住

居
確

保
給
付

金
の

支
援
対

象
の

拡
充

等
 

 
生

活
困

窮
者
等

に
対

す
る
相

談
支

援
体

制
等
の

充
実

 
〇
自

殺
防

止
に

関
す
る

相
談
体

制
等

の
強

化
 

〇
ひ

と
り

親
世

帯
へ
の

臨
時
特

別
給

付
金

の
支
給

 
〇
児

童
養

護
施

設
等
を

退
所
さ

れ
て

間
も

な
い
方

へ
の
支

援
 

〇
特

別
定

額
給

付
金

事
業

実
施

に
伴

う
配

偶
者

暴
力

被
害

者
等

へ
の

相
談

支
援
体

制
の
強

化
 

大 阪 市  

〇
障

が
い

者
支

援
施

設
や

保
護

施
設

等
で

使
用

す
る

ﾏ
ｽ
ｸ
･
消

毒
液

等
の

確
保

 
〇

老
人

福
祉
施

設
等

で
の

個
室

化
促
進

改
修

費
等

補
助

金
の

創
設

 
〇

障
が

い
福

祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

や
介

護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

等
の

事
業

継
続
に

向
け

た
支

援
 

○
生

活
困

窮
者

の
一

時
宿

泊
施

設
内

に
お

け
る

３
密

状
態

の
緩

和
及
び

受
入

れ
枠

を
確

保
す

る
た

め
ホ
テ

ル
等

の
借

り
上

げ
 

○
障
が

い
福
祉

分
野

に
お

け
る

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
支

援
 

 

○
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

テ
レ

ワ
ー

ク
等

導
入

支
援

 
○

障
が

い
福

祉
分

野
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
導

入
モ

デ
ル

事
業

に
要

す
る

経
費

を
確

保
 

  

○
解

雇
さ

れ
た

派
遣
社

員
等
へ

の
市

営
住

宅
の
提

供
 

○
市

営
住

宅
入

居
者
の

家
賃
の

減
免

等
 

○
住

居
確

保
給

付
金
の

支
給
対

象
者

の
拡

充
 

○
(
公

財
)
大

阪
国

際
交

流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
｢
外

国
人

の
た

め
の

相
談

窓
口

｣
に

お
い

て
新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
感

染
症
に

関
す

る
専

門
相
談

を
強
化

 
〇
国

民
健

康
保

険
加
入

者
へ
の

傷
病

手
当

金
の
創

設
 

〇
国

民
健

康
保

険
・
介

護
保
険

料
の

減
免

措
置

 
○

保
育

施
設

等
の

家
庭

保
育

協
力

期
間

に
お

け
る

保
育

料
の

軽
減
 

○
水
道

料
金

･下
水
道

使
用
料

の
基

本
料

金
全
額

減
免

(7
月

～
9
月
)
 

※
D
V
等

相
談

支
援

体
制
強

化
事

業
(
D
V
メ

ー
ル

相
談

)
の

実
施

 

堺 市  

○
障
害

福
祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
等

事
業

所
に

対
し

ﾏ
ｽ
ｸ
や

消
毒

液
等

の
購

入
経

費
補

助
(
令

和
2
年

度
は

市
が

購
入

し
た

衛
生

用
品

を
配

布
)
 

○
障
害

福
祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事

業
所

等
､
家

庭
に

お
け

る
人

工
呼

吸
器

装
着

 
者
等

医
療

的
ｹ
ｱ
を

必
要
と

す
る

者
へ

の
手

指
消
毒

液
の

配
布

 
○

国通
知を

受
け

､障
害福

祉
ｻ
ﾋー゙

ｽ等
事

業
所が

特別
な形

で
の

ｻ
ﾋー゙

ｽを
提供

す
る

取
組

を
支

援
 

○
介
護

保
険
施

設
、

障
害

者
支

援
施

設
、

児
童

養
護

施
設

に
対

し
て
､
ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞﾀ
ﾙ
面

会
の

た
め

の
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
端

末
の

貸
出

し
 

○
介
護

保
険
施

設
等

で
の

多
床

室
の

個
室

化
整

備
補

助
 

○
介
護

保
険
施

設
で

の
感

染
者

発
生

の
際

の
洗

浄
･
消

毒
経

費
補

助
 

○
介
護

保
険
施

設
等

で
の

感
染

症
対

策
力

向
上

支
援

事
業

 
○

簡
易

陰
圧
装

置
を

設
置

す
る

介
護

･
障

害
者

施
設

等
へ

の
補

助
 

○
介
護
・
障
害
福
祉

ｻー
ﾋ゙
ｽ
事
業
所

等
に
お
け
る

｢か
か
り
増
し
経
費

｣に
対
す
る
補

助
 

○
障

害
者
等
を
在
宅
介
護

す
る
者
等

が
感

染
症

の
感
染
に

よ
り

介
護
で

き
な
く
な
っ

た
場

合
に

、
 

障
害
者

等
本
人

が
引
き
続
き
介

護
を
受

け
る
こ
と

が
で
き

る
仕
組

み
を

構
築
 

○
障

害
者

支
援
施

設
等

が
介

護
ﾛ
ﾎ
ﾞ
ｯﾄ
等

を
導

入
す

る
経

費
を

補
助

 
〇
児

童
養

護
施
設
等
に
対
し

ﾏｽ
ｸ
や

消
毒
液
等
の
購

入
に
要

す
る

経
費
を

補
助
 

〇
児
童
養

護
施

設
等
に
お

け
る

「
か

か
り
増

し
経

費
」
に
対

す
る

補
助
 

〇
感染

が
疑わ

れる
児

童を
分

離
する

た
めに

個
室化

等の
対

策
を

行
う児

童養
護

施
設等

に
補

助
等 

○
就

労
系

障
害

福
祉

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
に
お

け
る

在
宅

就
労

導
入

支
援

 
・

ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯ
ﾄ
端

末
等

の
導

入
補

助
(
令

和
2
年

度
も

実
施

)
 

○
障

害
者

支
援

施
設

に
対

し
て

､
ﾃ
ﾞ
ｼ
ﾞ
ﾀ
ﾙ
面

会
の

た
め

の
ﾀ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｯﾄ

端
末

の
貸

出
し

 
○

障
害

者
支

援
施

設
等

が
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
等

を
導

入
す

る
経

費
を

補
助

 

○
国

民
健

康
保

険
料
の

減
免
措

置
･
傷
病

手
当

金
の
支

給
 

○
介

護
保

険
料

の
減
免

措
置

 
○
住

居
確

保
給

付
金
の

対
象
拡

充
に

伴
う

体
制
強

化
等

 
〇

新
型

ｺﾛ
ﾅｳ
ｲﾙ

ｽに
よ
る
失
業
等
に
よ

り
､経

済
的

な
理
由
に
よ
っ
て
学
資
の

支
弁
 

が
困

難
で
あ

る
と
き

､市
立
高

等
学
校
授
業
料

の
免
除
等

の
相
談

対
応
 

〇
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙ
ｽ
に
よ

る
失
業

等
に

よ
り
経

済
的
な

理
由

で
就

学
困

難
と

認
め
ら

れ
る

場
合

､
給

食
費
･
学
用

品
費
な

ど
を

援
助

 
〇
新

型
コ

ロ
ナ

感
染
症

在
宅
ケ

ア
継

続
支

援
事
業

 
 
介

護
者

が
感

染
し
た

場
合
の

要
介

護
者

等
（
高

齢
者
・

障
害

）
へ

の
支

援
 

○
S
N
S
を
活

用
し

た
児

童
虐
待

防
止
相

談
の

実
施

 
※
ひ

と
り

親
世

帯
等
を

対
象
に

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ

ン
ナ

ー
に
よ

る
無
料

家
計

相
談

を
実

施
 

※
令

和
2
年

4
月

2
8
日
～

1
2
月

3
1
日
生

ま
れ

の
新

生
児

1
人

に
つ
き

5
万
円

を
給

付
 

神 戸 市  

○
高
齢

者や
障

がい
者

へ
ｻ
ﾋー゙

ｽを
提
供

す
る事

業
者の

衛生
用品

確
保

費
用を

助
成

(2
0万

円
/1

か
所
) 

○
高
齢

者
・
障

害
者

施
設
に

お
け

る
ﾘ
ﾓ
ｰ
ﾄ
面

会
の

必
要

機
器

購
入

費
補
助

(
上
限

５
万

円
/
補

助
率

1
/
2
)
 

○
施

設
等

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
提

供
に

支
障

が
生

じ
た

場
合

、
他

の
施

設
等

か
ら

の
応

援
職

員
派

遣
に

伴
う

人
件

費
等
に

つ
い

て
補

助
 

○
つ
な

ぐ
“
マ

ス
ク

”
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

 
・

マ
ス

ク
の
寄

付
を

募
り

、
必

要
と

し
て

い
る

施
設

に
配

布
 

 

〇
高

齢
者
・
障

害
者

施
設

に
お

け
る

ﾘ
ﾓ
ｰ
ﾄ
面

会
の

必
要

機
器

購
入

費
補

助
(
上

限
５

万
円

/
補

助
率

1
/
2
)（

再
掲

）
 

 

○
D
V
相

談
体

制
の

強
化
し

、
相

談
体
制

を
2
4
時

間
化

 
○
低

所
得

の
ひ

と
り
親

世
帯
へ

の
給

付
 

・
児

童
扶

養
手

当
を

受
給

す
る

ひ
と

り
親

世
帯

等
に

対
し

て
５

万
円
（

第
２
子

以
降

３
万

円
加

算
）
を

給
付

 
・
収

入
が

大
幅

に
減
少

す
る
世

帯
へ

追
加

で
５
万

円
を
給

付
 

○
生

活
困

窮
者

に
対
す

る
住
居

確
保

給
付

金
の
給

付
 

○
国

民
健

康
保

険
料
・

介
護
保

険
料

の
減

免
 

○
妊

婦
健

康
診

査
等

に
伴

う
外

出
時

に
利

用
す

る
ﾀｸ

ｼー
利
用

料
を

助
成

（
1
万

円
/人

）
 

○ひ
とり

親
家

庭
で

親が
感

染
し

た
場

合
に

子供
を

一
時的

に
預

か
る

ため
の

施
設

を
確

保
 

○
市

内
大

学
生

等
へ
の

支
援

 
地

域
活

動
へ

の
参

加
を

促
す

活
動

支
援

や
看

護
大

学
、

外
国

語
大

学
、

高
等
専

門
学

校
の
授

業
料

・
入

学
金
の

減
免
拡

充
 

○
経

済
的

に
配

慮
を
要

す
る
就

学
援

助
世

帯
へ
の

支
援
（

再
掲

）
 

・
食

品
送

付
に

よ
る
昼

食
支
援

、
I
C
T
を

活
用

し
た
学

習
支

援
 

○
困

っ
て

い
る

市
民
に

対
し

｢
応
援

し
た

い
こ
と

｣
を

募
集

し
、
協

力
者
探

し
等
具

体
的

な
支

援
に

つ
な
げ

る
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
を
運

営
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４
 
収

束
後

の
地

域
活

性
化

対
策

 

  団
体

 
（

１
）

観
光

・
誘

客
 

（
２

）
地

域
経

済
の

活
性

化
・

基
盤

整
備

 
（
３

）
文

化
・
芸

術
・
ス

ポ
ー

ツ
等

 

滋 賀 県  

〇
観
光

関
連
産

業
、

物
産

事
業

者
等

に
対

す
る

支
援

 
・

県
内

観
光
施

設
等

で
使

用
で

き
る

、
ク

ー
ポ

ン
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
付
き
の

旅
行

プ
ラ

ン
を

作
成

・
販

売
 

・
国
の

訪
日
外

国
人

旅
行

者
受

入
環

境
整

備
緊

急
対

策
事

業
 

に
係

る
補

助
金

を
活

用
す

る
事

業
者

等
に

対
し

て
上

乗
せ

助
成
を

実
施

 
・

平
日

宿
泊
補

助
の

拡
充

を
通

じ
た

観
光

閑
散

期
の

稼
働

率
の

向
上

、
観

光
需

要
の

平
準

化
 

○
ビ
ワ

イ
チ
の

体
験

機
会

拡
大

 
・

県
民

の
屋
外

活
動

が
解

禁
さ

れ
た

機
会

を
と

ら
え

、
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

料
金

に
補

助
す

る
こ

と
に
よ

り
、「

ビ
ワ

イ
チ

」「
ビ

ワ
イ

チ
プ

ラ
ス

」
の

体
験

機
会

の
拡
大

を
促

す
と

と
も

に
、

周
遊

を
通

じ
た

消
費

の
拡

大
を

図
る
。

 
・

ス
ポ

ー
ツ
タ

イ
プ

の
自

転
車

を
利

用
す

る
場

合
の

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
料

金
へ

の
補

助
 

○
観
光

バ
ス
を

活
用

し
た

団
体

旅
行

の
支

援
 

・
県
内

観
光
バ

ス
を

活
用

し
、

か
つ

遊
覧

船
等

の
観

光
交

通
手

段
を

組
み

込
ん

だ
団

体
旅

行
プ

ラ
ン
の

造
成

・
販

売
 

○
外
食

産
業
に

お
け

る
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
需

要
回

復
に

向
け

た
衛

生
管

理
の

徹
底

・
改

善
等

の
取

組
支
援

 

〇
製

造
業

に
対

す
る

支
援

 
 

・
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
再

構
築

等
の

支
援

 
・

海
外

へ
の

販
路

拡
大

に
向

け
た

取
組

支
援

 
・
社
会

変
革
や
感
染

症
対

策
に

資
す
る
新

技
術
・
新
製

品
開

発
の

支
援
 

・
抗

菌
殺

菌
材

料
の

開
発

支
援

 
・

感
染

症
対

策
に

不
可

欠
な

機
能

を
付

与
し

た
工

業
用

樹
脂

材
料

の
開

発
支

援
 

・
衛

生
関

連
製

品
や

衛
生

医
療

部
素

材
の

開
発

支
援

 
・

製
造

現
場

の
自

動
化

支
援

 
・

下
請

企
業

の
オ

ン
ラ

イ
ン

商
談

会
開

催
支

援
 

〇
地

場
産

業
に

対
す

る
支

援
 

・
地

場
産

品
の

生
地

を
使

用
し

た
布

マ
ス

ク
を

縫
製

し
、
必

要
な

事
業

者
等

へ
配

布
（

マ
ス

ク
配

布
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

 
・

Ｖ
Ｒ

や
Ａ

Ｒ
を

活
用

し
た

ネ
ッ

ト
通

販
等

へ
の

取
組

強
化

を
図

る
た

め
、

製
品

等
の

3
D
デ

ー
タ

作
成

技
術

を
支
援

 
・
地

酒
の

数
値

デ
ー

タ
を

収
集
・
分

析
し

、
特

徴
を

見
え

る
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

消
費

者
へ

の
提

案
力

強
化

を
支

援
 

・
地

場
産

業
組

合
が

導
入

す
る

設
備

費
用

に
対

す
る

支
援

 
・

県
内

宿
泊

事
業

者
の

伝
統

的
工

芸
品

等
購

入
費

用
を

補
助

 
○

県
内

消
費

拡
大

に
向

け
た

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
化

の
推

進
 

・
国
の

ﾏｲ
ﾅﾎ゚

ｲﾝ
ﾄ

活
用
消

費
活

性
化

策
に
県

独
自

の
ﾌ゚
ﾚﾐ
ｱﾑ
ﾎ゚
ｲ

ﾝﾄ
を
上
乗

せ
 

○
輸
出
先
国

の
市
場

変
化

に
対
応

し
た
食

品
等
の
製

造
施

設
等

整
備
の
支

援
 

※
ｺ
ﾛ
ﾅ
に

よ
る

消
費

者
の

食
に

関
す

る
志

向
の

変
化
を

調
査

し
、

滋
賀

の
食

材
を

総
合

的
に

発
信

す
る

ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ﾙ
ｻ
ｲ
ﾄ
を

改
修

 

○
公
演

等
の
活

動
機

会
を

失
っ

た
文
化

活
動
関

係
者
の

活
 
 

 
 

動
継

続
等
を

支
援

 
※

県
内

文
化

施
設

で
文

化
芸

術
公

演
を

実
施

し
た

利
用

者
に
施

設
使

用
料
を

支
援

 
※

ス
ポ

ー
ツ

施
設

に
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

、
大

型
扇

風
機

等
を
導

入
 

※
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
チ

ー
ム

を
は

じ
め

と
す

る
県

内
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

が
、
試
合

や
教
室

開
催
等

で
取

り
組

む
新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲﾙ
ｽ
感
染

症
拡

大
防

止
対
策

に
対

し
て

支
援

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

京 都 府  

安
心
安

全
な
京

都
観

光
の

展
開

 
○

W
I
T
H
コ

ロ
ナ

社
会

京
都

観
光

発
信

事
業

 
・

W
I
T
H
コ

ロ
ナ

社
会

に
対

応
し

た
、

安
心

・
安
全

な
京

都
観

 
光
を

P
R
す
る

動
画

作
成

 
○

「
も

う
ひ
と

つ
の

京
都

」
観

光
誘

客
事

業
 

・
｢
も

う
ひ

と
つ

の
京

都
｣
エ

リ
ア

へ
の

宿
泊

者
に

対
す

る
特

 
典
付

与
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
等

 
○

京
都

縦
貫
自

動
車

道
利

用
促

進
事

業
 

○
「
も

う
ひ
と

つ
の

京
都

」
に

ぎ
わ

い
回

復
支

援
事

業
 

・
お
得

な
周
遊

ﾌ
ﾘ
ｰ
ﾊ
ﾟ
ｽ
の

発
行

を
支

援
し

、
公
共

交
通

機
関

 
を
利

用
し

た
府

内
観

光
を

促
進

 
○

「
も

う
ひ
と

つ
の

京
都

」
魅

力
発

信
ﾗ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
事

業
 

・
車
両

や
路
線

ﾊ
ﾞ
ｽ
に

ﾗ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝｸ
ﾞ
を
施

し
、

観
光

の
魅

力
発

信
 

○
観
光

ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾞ
ｽ
の

運
行

や
ｳ
ｫ
ｰ
ｸ
ﾂ
ｱ
ｰ
の

開
催

に
よ

る
周

遊
観

 
光
を

推
進

す
る

「
も

う
ひ

と
つ

の
京
都

」
事

業
実

施
 

○
新
し

い
観
光

資
源

発
掘

事
業

 
・

W
I
T
H
コ

ロ
ナ

社
会

に
向

け
た

観
光

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
の

早
期

準
備

の
た

 
め
、

民
間

事
業

者
か

ら
の

ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ｱ
を

募
集

 
○

ナ
イ

ト
ツ
ー

リ
ズ

ム
促

進
事

業
 

・
文
化

財
を
活

用
し

た
ﾗ
ｲ
ﾄ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
な

ど
の

ｺ
ﾝ
ﾃ
ﾝ
ﾂ
を

充
実

 

○
京

都
府

W
I
T
H
コ

ロ
ナ

・
P
O
S
T
コ

ロ
ナ

戦
略

検
討

 
・

部
局

横
断

的
な

体
制

の
下

、
W
I
T
H
コ

ロ
ナ

社
会

・
P
O
S
T
コ
 

ロ
ナ

社
会

を
見

据
え

た
戦

略
を

策
定

 

○
京

都
府

文
化

芸
術

活
動

継
続

支
援

補
助

金
(
補

助
率

2
/
3
､
上
限

2
0
万
円

)
 

○
文
化

芸
術
関

係
者

支
援

相
談

窓
口
（

4
/
3
0
～
）

 
・

文
化

芸
術

活
動

の
継

続
や

再
開

の
た

め
の

支
援

制
度

の
紹
介

、
伴

走
支
援

 
○

文
化

･ｽ
ﾎ
ﾟｰ

ﾂ施
設

に
ｻｰ

ﾓｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨ、

体
温

計
等

を
購

入
 

○
北
山

ｱ
ｰ
ﾄ
･
ﾊ
ﾟ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾏ
ﾝ
ｽ
ﾌ
ｪ
ｽ
ﾀ
の
開

催
 

・
活
動

自
粛
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
ｱ
ｰ
ﾃ
ｨ
ｽ
ﾄ
等

の
販

売
及

び
 

 
発
表

の
場
を

提
供

し
活

動
を

支
援

 
 

大 阪 府  

○
｢
大
阪
の

人
・

関
西

の
人

い
ら

っ
し

ゃ
い

!
｣
ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
の

実
施

 
・

府
内

観
光
関

連
事

業
者

へ
の

支
援

と
し

て
、

府
内

宿
泊

施
設

が
提

供
す

る
対

象
プ

ラ
ン

を
利

用
し
た

方
に

、
ｷ
ｬ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾚ
ｽ
ﾎﾟ

ｲ
ﾝ
ﾄ
を

還
元

す
る
事

業
を

府
市

及
び

大
阪

観
光

局
で

実
施

 
〇

｢
大

阪
文

化
芸

術
創

出
･
お

お
さ

か
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾓ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
事

業
｣
実

施
 

・
音

楽
、
伝

統
芸

能
等

の
文

化
芸

術
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
と
観

光
魅

力
の

ﾌ
ﾟ

ﾛ
ﾓ
ｰ
ｼｮ
ﾝ
を

実
施

 

○
賑

わ
い

回
復

の
取

組
み

を
実

施
す

る
府

内
商

店
街

を
支

援
 

※
宿

泊
施

設
等

が
実

施
す

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

防
止

対
策

を
支

援
 

※
「
大

阪
ス
ポ

ー
ツ

元
気

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事
業

」
の
実

施
 

・
大

阪
の

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

等
の

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾓ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
と

府
民

が
ス

ポ
ー
ツ

に
触

れ
る
機

会
の

提
供
を

実
施

 

兵 庫 県  

○
W
e
l
c
o
m
e
 
t
o
 
H
y
o
g
o
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

 
・

国
の

緊
急
経

済
対

策
「

G
o
T
oT
r
a
v
e
l
」

等
と
連

動
し

た
県

独
自
サ

ー
ビ

ス
の

情
報

発
信

 
・

お
み

や
げ
購

入
券

付
き

地
域

特
産

品
の

販
売

 
・

県
内

温
泉
地

等
宿

泊
者

に
お

み
や

げ
購

入
券

の
進

呈
 

・
旅
行

エ
ー
ジ

ェ
ン

ト
向

け
の

フ
ァ

ム
ト

リ
ッ

プ
 

・
国
内

路
線
就

航
都

市
で

の
ひ

ょ
う

ご
安

全
宣

言
P
R
 

・
ﾎ
ﾃ
ﾙ
、
旅

館
の

会
議

場
等

に
お

け
る

ｺ
ﾝ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
開

催
支

援
 

・
ひ
ょ

う
ご
五

国
交

流
ﾊ
ﾞ
ｽ
ﾂ
ｱ
ｰ
の
造

成
支

援
 

○
県

民
交

流
ﾊ
ﾞ
ｽ
事

業
に

お
け

る
座

席
間

隔
確

保
に

伴
う

助
成

単
価

拡
充

 
○

ひ
ょ

う
ご
ス

タ
イ

ル
に

対
応

し
た

安
心

旅
の

推
進

 
・
宿

泊
施

設
に

お
け
る
感
染
防

止
設

備
整

備
助

成
、

感
染

症
対

策
PR
 

○
外
食

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｳ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
需

要
回

復
へ

の
支

援
 

○
観
光

拠
点
整

備
へ

の
支

援
 

○
少
雪

の
影
響

を
受

け
た

地
域

へ
の

誘
客

促
進

 
・

ﾌ
ｧ
ﾑ
ﾂ
ｱ
ｰ
の
実

施
、
ｽ
ｷ
ｰ
場

設
備

整
備
、

合
宿

誘
致

支
援

等
 

○
商

店
街

お
買

い
物

券
・

ﾎ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ｼ
ｰ
ﾙ
事

業
の

実
施

 
○

県
産

ブ
ラ

ン
ド

牛
肉

消
費

拡
大

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
 

○
県

産
農

産
物

の
販

売
促

進
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
 

○
農

業
大

学
校

に
I
C
T
対

応
設

備
や

農
機

具
を

導
入

 
○

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾛ
ﾅ
社

会
に

向
け

た
先

端
技

術
研

究
支

援
 

○
ｻ
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｲ
ﾁ
ｪ
ｰ
ﾝ
強

化
・

再
構

築
に

向
け

た
新

規
産

業
立

地
促
進

 
補

助
の

拡
充

 
○

ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄ
兵

庫
基

盤
の

整
備

 
・

ﾃ
ﾚ
ﾜ
ｰ
ｸ
環

境
の

整
備

、
兵

庫
情

報
ﾊ
ｲ
ｳ
ｪ
ｲ
の

増
強

、
ﾛ
ｰ
ｶ
ﾙ
5
G 

導
入

支
援

、
5
G
等

を
活

用
し

た
実

証
実

験
 

○
輸

出
食

品
製

造
事
業

者
向

け
設
備

導
入

、
衛
生

管
理

強
化
支

援
 

○
地

場
産

業
の

持
続

的
発

展
に

向
け

た
へ

事
業

実
施

の
支

援
 

○
ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾛ
ﾅ
･
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾄ
ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ
支

援
事

業
の

実
施

0
0
0
0
0
0
0 

○
情

報
通

信
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
基

盤
の

整
備

促
進

(
学

校
の

回
線

接
続
機

器
の

改
修

等
)
 

○
ﾎﾟ
ｽﾄ

ｺﾛ
ﾅ社

会
の
実
現

に
向
け

た
地
域

ﾌﾟ
ﾛｼ
ﾞｪ

ｸﾄ
･
ﾓﾃ

ﾞﾙ
事
業

の
実

施
 

○
ひ

ょ
う

ご
で

暮
ら

す
！

体
験

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ﾝ
事

業
の

実
施

(
宿

泊
費

助
成

、
w
i
-
f
i
環

境
整

備
)
 

○
県
内

芸
術
家

に
よ

る
無

料
コ

ン
サ
ー

ト
等
の

実
施
支

援
 

○
県

域
文

化
団

体
が

市
町

ホ
ー

ル
等

で
実

施
す

る
芸

術
文

化
事

業
等

の
支
援

 
○

県
立

美
術

館
・

博
物
館

ﾐｭ
ｰｼ

ﾞ
ｱﾑ

ｽﾀ
ﾝﾌ
ﾟﾗ
ﾘ
ｰ
の

実
施
 

○
芸

術
文
化
活
動

再
開

に
向

け
た

施
設
使
用
料

支
援
 

○
芸

術
文

化
活

動
鑑

賞
・

体
験

機
会

創
出

の
た

め
の

動
画

配
信

事
業

の
支

援
 

○
第

1
0
回

神
戸

マ
ラ

ソ
ン
延

期
に

伴
う

ﾌ
ﾟﾚ

ｲﾍ
ﾞ
ﾝﾄ
の

開
催
 

○
「
ひ

ょ
う
ご

ス
タ

イ
ル

」
の

推
進
活

動
助
成

 
○

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

社
会

の
新

た
な

生
活

ス
タ

イ
ル

の
調

査
・

研
究

 
○

神
戸

ル
ミ
ナ

リ
エ

2
0
2
0
代
替
事

業
 

○
淡
路

花
博

2
0
周
年

記
念
花

み
ど

り
ﾌ
ｪ
ｱ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲﾍ
ﾞ
ﾝﾄ
開
催

 

奈 良 県  

○
落
ち

込
ん
だ

観
光

需
要

を
喚

起
す

る
た

め
、

県
内

宿
泊

事
業

者
が

設
定

し
た

宿
泊

プ
ラ

ン
等

に
対
す

る
県

民
限

定
割

引
ク

ー
ポ

ン
を

発
行

 
○

新
た

な
ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

旅
行

コ
ン

テ
ン

ツ
の

開
発

や
動

画
を

制
作

し
、

観
光

地
と

し
て

の
魅
力

を
発

信
 

○
県
内

周
遊
観

光
を

促
進

す
る

た
め

、
奥

大
和

地
域

に
お

け
る

歴
史

、
自

然
環

境
等

を
テ

ー
マ

と
し
た

ア
ー

ト
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 
○

オ
ン

ラ
イ
ン

等
に

よ
る

奥
大

和
地

域
の

魅
力

発
信

 
○

観
光

関
連
施

設
で

の
感

染
防

止
対

策
や

受
入

環
境

整
備

、
観

光
地

と
し

て
の

魅
力

向
上

へ
の

取
組
を

支
援

 

○
市

町
村

が
行

う
商

品
券

等
発

行
事

業
に

対
し

上
乗

せ
支

援
 

○
市

町
村

と
の

連
携
・
協

働
に

よ
る

社
会

活
動

正
常

化
や

経
済

活
動

活
性

化
を

推
進

す
る

た
め

、
市

町
村

が
実

施
す

る
健

康
な
生

活
の

維
持

、
消

費
喚

起
等

の
取

組
に

対
し

補
助

 
○

飲
食

事
業

者
に

よ
る

ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
等

の
導

入
に

対
し

補
助

 
○

消
費

が
低

迷
し

て
い

る
県

産
牛

肉
等

の
消

費
促

進
を

図
る

た
め

、
県

内
小

中
学

校
・
特

別
支

援
学

校
等

へ
県

産
牛
肉

等
を
提

供
す

る
取

組
へ

補
助

 
○

輸
入

農
畜

産
物

を
国

産
に

切
り

替
え

、
県

内
へ

の
継

続
的
・
安

定
的

な
供

給
確

保
の

た
め

の
施

設
整

備
等

へ
補

助
 

○
県

内
か

ら
の

輸
出

を
回

復
す

る
た

め
、
農

作
物

や
食

品
の

輸
出

を
行

う
食

品
等

製
造

者
の

施
設

整
備

等
へ

補
助

 
○

減
少

し
た

農
畜

産
業

者
の

売
上

げ
を

回
復

さ
せ

る
と

と
も
に

、
販

路
拡

大
に

よ
る

安
定

的
な

経
営

を
図

る
た

め
、イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

販
売

の
導

入
に

向
け

た
研

修
会

を
開

催
 

○
県

内
中

小
企

業
等

の
新

事
業

の
創

出
や

新
業

態
へ

の
転

換
等

の
「

新
し

い
生

活
様

式
」

に
対

応
す

る
取

組
へ

補
助

 
○

中
小

企
業

等
が

行
う

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙｽ

感
染

症
対

策
や

売
上
減

少
回

復
に

向
け

た
取

組
促

進
の

包
括

的
支

援
 

○
新

型
ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ感

染
症

に
よる

経済
・

労
働情

勢へ
の

影響
を分

析
し、

本県
の

実
情

に
 

応
じ

た
経

済
の
再

活
性

化
と
「

新
し

い
生

活
様
式

」
の

実
践
に

対
応

し
た

取
組
を

検
討
 

○
経

済
活

動
の

再
活

性
化

と
感

染
症

対
策

が
両

立
で

き
る

県
 

内
で

の
新

し
い

働
き

方
の

検
討

 
・
ﾘﾓー

ﾄﾜ
ｸー等

新
型
ｺﾛ
ﾅｳ
ｲﾙ

ｽ感
染
症
対

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
好
事
例
の

調
査
 

・
専

門
家

へ
の

意
見

聴
取

 
○

海
外
か

ら
国

内
へ

生
産

拠
点

等
を

回
帰

す
る

企
業

や
新

し
い
生

活
 

様
式

に
対

応
し
た
企

業
の
本
県
へ
の

誘
致
と
支

援
策

の
検

討
 

・
新
型

ｺﾛ
ﾅｳ

ｲﾙ
ｽ
感
染
症
の

影
響

を
踏

ま
え

た
企
業

の
ﾆ
ｰｽ

ﾞ
調

査
 

・
専

門
家

を
交

え
た

検
討

会
の

開
催

 
○

減
収

と
な

っ
て

い
る

就
労

継
続

支
援

事
業

所
の

再
起

に
必

要
と

な
る

固
定

経
費

等
へ

補
助

 

○
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
が

開
催

す
る

住
民

参
加

の
レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン

等
の
費

用
に

対
し

補
助

 
○

サ
イ

ク
リ

ン
ク

ﾞ
に

よ
る

運
動

機
会

を
推

奨
す

る
と

と
も
に

、
奈
良

の
魅

力
を

発
信
す

る
た
め

、
サ
イ

ク
リ

ン
グ

コ
ー

ス
の

動
画
を

作
成

・
配
信

 
〇

奈
良

マ
ラ

ソ
ン

２
０

２
０

の
中

止
に

伴
う

代
替

イ
ベ

ン
ト
の

開
催

 

※
今
回
追

加
 

27



 
 

28



 

団
体

 
（

１
）

観
光

・
誘

客
 

（
２

）
地

域
経

済
の

活
性

化
・

基
盤

整
備

 
（
３

）
文

化
・

芸
術
・

ス
ポ
ー

ツ
等

 

和 歌 山 県  

○
県
民

の
県

内
周

遊
・

宿
泊

等
に

よ
る

観
光

需
要

の
喚

起
 

・
わ
か

や
ま

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

プ
ラ

ン
販

売
の

実
施

 
○

国
の

緊
急

経
済

対
策
「

G
o
T
o
Tr
a
v
e
l
」
等

と
連

動
し

た
本

県
独
自

の
誘

客
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

展
開

 

○
県

産
農

産
物

等
の

ｅ
ｺ
ﾏ
ｰ
ｽ
を

活
用

し
た

販
売

支
援

 
・

ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
出

店
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｼ
ﾞ
立

ち
上

げ
専

門
家

に
よ

る
ﾊ
ﾝ
ｽ
ﾞ
ｵ
ﾝ
支
援

 
・「

お
う

ち
で

和
歌

山
」
特

設
サ

イ
ト

開
設

に
よ

る
積
極

的
な

 
情

報
発

信
 

○
輸

出
先

国
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

の
変

化
や

食
品
衛

生
等

 
の

規
制

に
対

応
す

る
た

め
、

食
品

製
造

事
業

者
等

が
行
う

 
施

設
の

整
備

等
を

支
援

 

 

徳 島 県  

○
県
民

み
ん

な
が

お
出

か
け

！
徳

島
の

魅
力

再
発

見
事

業
 

・
「
と

く
し

ま
応

援
割

」
 

 
県
民

が
県

内
の

「
登

録
宿

泊
施

設
」

で
宿

泊
す

る
場

合
 

に
宿

泊
料

を
割

引
（

上
限

５
千

円
／

人
泊

）
 

・
「
と

く
し

ま
再

発
見

ツ
ア

ー
」

の
造

成
支

援
 

 
県
内

旅
行

会
社

に
よ

る
県

内
交

通
機

関
と

宿
泊

を
組

み
合

 
わ
せ

た
ﾂ
ｱ
ｰ
造

成
を
助

成
(
宿

泊
料

･
交

通
費
の

1
/
2
助

成
)
 

・
徳
島

で
得

す
る

ケ
ン

（
券

）
の

発
行

 
 

｢
G
o
T
o
ﾄ
ﾗ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
｣
に

よ
る

県
内

宿
泊

施
設

の
利

用
者

に
、
お

土
産
購

入
、
観

光
施

設
利

用
等

に
使

用
で

き
る

５
千

円
割

引
ｸ

ｰ
ﾎ
ﾟ
ﾝ
を
提
供

 

○
W
I
T
H
･ｺ

ﾛ
ﾅ
「

新
生

活
様

式
」

導
入

応
援

助
成

金
 

・「
業

種
ご

と
の

感
染

拡
大

予
防

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に
沿

っ
た

事
業

者
の
「

新
し

い
生

活
様

式
」
へ

の
対

応
を

支
援
す

る
た

め
，

助
成

率
1
0
/
1
0
，

３
つ

の
メ

ニ
ュ

ー
に

よ
り

，
2
0
万

円
，

5
0
万

円
，

1
0
0
万

円
を

上
限

に
助

成
 

○
ス

マ
ー

ト
ラ

イ
フ

先
取

り
！

事
業

者
応

援
事

業
 

・
中

小
・
小

規
模

事
業

者
の

再
起
・
躍

進
に

向
け

，
事
業

者
間

の
連

携
や

支
援

機
関

の
協

力
の

も
と

，
「

ス
マ

ー
ト

ラ
イ

フ
」

の
実

現
に

向
け

た
企

画
事

業
を

支
援

 
 

○
総
合

型
地
域

ス
ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ
活

動
再

開
支

援
事
業

 
新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙｽ
感
染

症
に

伴
い

、
活
動

の
休

止
を

余
儀
な

く
 

さ
れ

た
「
総

合
型

地
域

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾂ
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
」
の
活

動
再

開
を
支

援
 

す
る

た
め

、「
感
染

防
止
対

策
ﾓ
ﾃ
ﾞ
ﾙ
」
の
実

践
や
「
ｵ
ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
教

 
室
」

の
環

境
整
備

等
を
推

進
 

鳥 取 県  

○
県
民

を
対

象
と

し
た

県
内

観
光

の
推

進
（

#
W
e
 
l
o
v
e
鳥

取
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
6
/
6
～

7
/
1
2
な

ど
）
）

 
○

Ｏ
Ｔ

Ａ
を

活
用

し
た

宿
泊

割
引

ク
ー

ポ
ン

の
提

供
 

○
国
の

「
G
o
T
o
ト

ラ
ベ

ル
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン

」
の

開
催

に
合

わ
せ

た
本

県
独

自
の

誘
客

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
（

蟹
取

県
ウ

ェ
ル

カ
ニ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

、
マ

イ
カ

ー
周

遊
ド

ラ
イ

ブ
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
）

 
○

地
元

の
受

入
体

制
整

備
や

旅
行

商
品

造
成

に
向

け
た

取
組

を
支

援
 

○
県

内
事

業
者

に
対

す
る

経
済

支
援

の
一

環
と

し
て

、
首

都
圏

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

に
お

い
て

消
費

を
喚

起
す

る
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

 
○

国
の

「
G
o
T
o
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」

の
開

催
に

合
わ

せ
て

、
県

内
で

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

や
首

都
圏

、
関

西
圏

等
で

の
鳥

取
フ

ェ
ア

を
開

催
 

○
商

店
街

等
の

に
ぎ

わ
い

を
取

り
戻

す
た

め
、

県
民

や
県

内
事

業
者

が
行

う
集

客
促

進
、

需
要

喚
起

に
つ

な
が

る
イ

ベ
ン

ト
や

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
つ

い
て

助
成

 

○
県

内
で

行
う

無
観

客
公

演
や

､
県

外
の

芸
術

家
と

連
携

し
た
新

た
な

形
で
の

文
化
芸

術
活

動
を
支

援
（
再

掲
）

 
○

イ
ベ

ン
ト

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
予

防
対
策

を
支
援

 

京 都 市  

○
消
費

喚
起

に
向

け
た

販
売

促
進

支
援

 
伝

統
産

業
の

組
合

等
が

実
施

す
る

展
示

会
や

実
演

販
売

，
P
R
ｲ
ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ
等

の
取

組
支
援

 
○

衛
生

対
策

等
の

徹
底

に
よ

る
安

心
・

安
全

の
確

保
と

地
域

と
の
調

和
の

実
現

に
向

け
た
「

新
し

い
観

光
ス

タ
イ

ル
」
の

推
進

 
○

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

社
会

に
対

応
し

た
安

心
・

安
全

の
確

保
等

に
よ
る

修
学

旅
行

の
中

止
等

回
避

対
策

 
○

国
際

会
議

施
設

等
に

お
け

る
安

心
・
安

全
な

M
I
C
E
の

開
催

推
進
・

支
援

 
○

市
民

に
よ

る
京

都
の

魅
力

再
発

見
 

・
市
民

に
よ

る
飲

食
店
・
宿

泊
施

設
利

用
を

促
し

，
需

要
を

喚
起
す

る
と

と
も

に
市

内
事

業
者

の
支

援
に

つ
な

げ
る

。
 

 

○
消

費
喚

起
に

向
け

た
販

売
促

進
支

援
 

・
商

店
街

が
実

施
す

る
ｾ
ｰ
ﾙ
や

集
客

ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
等

の
取

組
支

援
 

○
「

新
し

い
生

活
ｽ
ﾀ
ｲ
ﾙ
」

対
応

の
た

め
の

衛
生

対
策

等
支

援
 

補
助

率
2
/
3
・

上
限

額
1
0
万

円
（

店
舗

・
事

業
所

単
位
）

 
○

地
域

公
共

交
通

に
お

け
る

感
染

拡
大

防
止

・
運

行
維

持
確

保
緊

急
対

策
事

業
 

○
業

界
等

が
一

体
と

な
っ

た
活

性
化

支
援

事
業

 
 

(
業

種
別

団
体

等
活

性
化

支
援

事
業

補
助

金
)
 

 
・

業
種

別
団

体
→

補
助

率
4
/
5
・

上
限

額
1
0
0
万

円
 

 
 
 
業

種
別

団
体

が
見

本
市

等
を

単
独

主
催

す
る

場
合

 
→

補
助

率
2
/
3
・

上
限

額
5
0
0
万

円
 

・
同

一
の

業
種

別
団

体
に

属
す

る
中

小
企

業
等

(
3
者

以
上

)
 

→
補

助
率

4
/
5
・

上
限

額
4
0
万

円
 

○
伝

統
文

化
と

の
融

合
等

に
よ

る
花

需
要

等
の

喚
起
支

援
 

○
中

小
企

業
等

I
T
利

活
用

支
援

事
業

 
○

地
域

企
業

未
来

力
会

議
に

よ
る

ｳ
ｨ
ｽ
ﾞ
ｺ
ﾛ
ﾅ
社

会
課

題
解
決

 
事

業
 

○
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

に
よ

る
新

型
コ

ロ
ナ

課
題

解
決
事

業
 

 
補

助
率

4
/
5
・

上
限

額
1
0
0
万

円
 

○
宅

配
･
ﾃ
ｲ
ｸ
ｱ
ｳ
ﾄ
の

利
用

等
に

係
る

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯｸ

削
減

の
推
進

 

○
消
費

喚
起
に

向
け
た

販
売

促
進
支

援
（

再
掲

）
 

伝
統

産
業

の
組

合
等

が
実

施
す

る
展

示
会

や
実

演
販

売
，

P
R
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
等

の
取

組
支
援

 
○

京
都

市
文
化

芸
術
総

合
支

援
パ
ッ

ケ
ー

ジ
（

再
掲
）

 
・

表
現

方
法
や

鑑
賞
モ

デ
ル

の
変
革

が
求

め
ら

れ
て
い

る
文

 
化
芸

術
関

係
者
に

対
し
，

各
種

支
援
事

業
等
の

相
談

窓
口

 
を
開

設
す

る
ほ
か

，
ふ
る

さ
と

納
税
型

ク
ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

 
デ
ィ

ン
グ

を
活
用

し
た
文

化
芸

術
活
動

の
再
開

支
援

ま
 

で
，

切
れ

目
の
な

い
支
援

を
実

施
 

〇
感
染

拡
大
防

止
と
文

化
芸

術
活

動
の
両
立
支
援

補
助
金

（
再

掲
）
 

・
施
設

使
用
料

等
補
助

 
 

適
切

な
感

染
症

防
止

対
策

を
講

じ
な

が
ら

実
施

す
る

文
化

芸
術

活
動

に
伴

う
施

設
使

用
料

及
び

付
帯

設
備

使
用

料
の

半
額

を
補

助
 

・
感
染

拡
大
防

止
等
経

費
補

助
 

 
実

演
芸

術
や

映
画

撮
影

な
ど

，
複

数
の

者
で

製
作

す
る

文
化

芸
術

活
動

に
対

し
て

，
業

種
別

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
に

基
づ
く

感
染

拡
大
防

止
等
経

費
を

補
助

 
○

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
「

新
し
い

活
動

ス
タ
イ

ル
」
普
及

促
進
事

業
 

○
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

性
化

に
資

す
る

新
た

な
住

ま
い

の
創
出

支
援

事
業

 

大 阪 市  

○
「
大

阪
の

人
・
関

西
の

人
い

ら
っ

し
ゃ

い
！
」
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

 
府

内
観

光
関

連
事

業
者

へ
の

支
援

と
し

て
、

府
内

宿
泊

施
設

が
提

供
す

る
対

象
プ

ラ
ン

を
利

用
し

た
方

に
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
ポ

イ
ン

ト
を

還
元

す
る

事
業

を
府

市
及

び
大

阪
観

光
局

で
実

施
 

※
大
阪

・
暁

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

人
々

の
動

き
を

活
性

化
し

、
賑

わ
い

を
創

出
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
通

じ
た

、
市

民
生

活
や

企
業
・
団

体
活

動
の

支
援

 

○
M
I
C
E
開

催
支

援
事

業
 

・
イ

ン
テ

ッ
ク

ス
大

阪
の

施
設

基
本

使
用

料
半

額
を
実

施
 

〇
沿

道
飲

食
店

等
の

路
上

利
用

の
支

援
 

飲
食

店
が
「

三
密

」
回

避
の

た
め

に
テ

イ
ク

ア
ウ

ト
販

売
や

 
テ

ラ
ス

に
お

け
る

飲
食

提
供

等
の

た
め

の
仮

設
施

設
を
路

 
上

に
設

置
す

る
場

合
の

道
路

占
用

許
可

基
準

を
緩

和
 

※
国

の
「

G
o
 T
o
 
商

店
街

」
事

業
へ

参
加

す
る

市
内

商
店

街
へ

の
専

門
家

派
遣

 
※

国
の
「

G
o
 T
o
 
商

店
街

」
事

業
へ

参
加

す
る

市
内

商
店

街
等

の
総

合
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

 

○
芸
術

・
文
化

団
体
サ

ポ
ー

ト
事
業

 
ふ

る
さ

と
寄

附
金

制
度

を
活

用
し

、
寄

附
者

が
登

録
さ

れ
た

芸
術
・
文
化

団
体
に

寄
附

を
行
い

、
団

体
の

活
動
を

促
進

 
○

大
阪

市
芸

術
活

動
振

興
事

業
助

成
金

に
お

け
る

開
催

準
備

経
費

の
助

成
 

○
大
阪

市
芸
術

活
動
振

興
事

業
助
成

金
の

拡
充

 
・

令
和

2
年
度

下
期

の
募
集

に
つ
い

て
、

助
成
上

限
額
を

4
0

万
円

、
助

成
率

1
0
0
％
に

拡
充

 
※

芸
術

創
造
館

シ
ョ
ー

ケ
ー

ス
事
業

 
・

ア
ー

テ
ィ
ス

ト
に
対

す
る

活
動
再

開
支

援
 

○
本
市

施
設
利

用
料
金

の
減

免
 

・
新

型
ｺ
ﾛ
ﾅ
ｳ
ｲ
ﾙｽ
感
染

症
防

止
対
策

や
社

会
・

文
化
活

動
の

維
持

に
向

け
た

、
施

設
利

用
者

負
担

の
軽

減
を

目
的

と
し

て
施
設

利
用

料
金
を

5
割

減
免

 
※

文
化

施
設

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
に

お
け

る
感

染
症

対
策

機
器

導
入

等
 

・
人

の
体

温
測
定

を
前
提

と
し

た
サ
ー

モ
メ
ー

タ
、
モ
ニ

タ
ー

等
の

設
置

 

堺 市  

○
A
R
、

V
R
等

の
技

術
を

活
用

し
た

歴
史

な
ど

の
情

報
発

信
 

〇
市

民
向

け
の

特
典

付
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
「

堺
の

魅
力

再
発
見

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
の

実
施

 
〇

フ
リ

ー
ラ

ン
ス

の
ク

リ
エ

イ
タ

ー
と

連
携

し
た

観
光

P
R
動

画
の

作
成

 
※

「
泉

州
１

３
市

町
周

遊
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

」
の

実
施

 
 

泉
州

地
域

へ
の

誘
客

と
周

遊
（

1
3
市

町
）
を

目
的

に
K
I
X

泉
州

ツ
ー

リ
ズ

ム
ビ

ュ
ー

ロ
ー

で
実

施
 

○
市

内
の

飲
食

施
設

、
宿

泊
施

設
な

ど
の

利
用

者
に
対

す
る

 
ポ

イ
ン

ト
付

与
 

○
新

し
い

生
活

様
式

実
現

に
資

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ン
テ

ス
ト

 
を

実
施

 
※

市
内

在
住

の
満

6
5
歳

以
上

の
方

が
お

で
か

け
応

援
カ

ー
ド

を
使

う
こ

と
に

よ
り

路
線

バ
ス

や
阪

堺
電

車
を

1
乗

車
1
0
0

円
で

利
用

で
き

る
「

お
で

か
け

応
援

制
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                                         別 添 ３   

 
 

全国知事会緊急提言等 

 
 
 
●提言活動のうち知事会長によるもの 

 

（9/25 自由民主党総務部会関係合同会議【地方六団体】） 

① 自由民主党総務部会関係合同会議 主要要望項目（抜粋） 

    

 （9/26 第12回 新型コロナウイルス緊急対策本部・全国知事会議（臨時）） 

② 新型コロナウイルス感染症に関する緊急提言  

   ・ 9/29  西村 新型コロナ担当大臣 

  ・ 10/6  田村 厚生労働大臣ほか 

  ・ 10/16  下村 自由民主党政務調査会長 

 

 （10/13 国と地方の協議の場（令和２年度第２回）【地方六団体】）   

③ 地方創生及び地方分権改革の推進について（抜粋） 
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自由民主党総務部会関係合同会議 主要要望項目 

   令和２年９月 25 日 

地 方 六 団 体 

我が国の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響で依然として厳しい状況にあり、

今後の地方財政運営は相当厳しいものになることが想定される。 

地方はこれまで高齢化の進展等に伴う社会保障関係費の増嵩分について、給与関係経

費や投資的経費など国を相当に上回る懸命な歳出削減努力により吸収するなどして、地

域の実情に沿ったきめ細やかな行政サービスを提供してきた。 

加えてこれからは、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、人口減少の中で地域

に雇用を確保し、新しいひとの流れを生み出すことで地方創生を実現するとともに、頻

発する大規模な自然災害等への対応や強靭な国土づくり、持続可能な社会保障制度づく

りや次世代を担う「人づくり」などの本来的な課題の解消についても、手を止めること

なく進めていく必要がある。 

こうした現下の状況を十分に踏まえ、以下の抜本的な対策を講じられたい。 

 新型コロナウイルス感染症対策に係る地方税財政措置等  

〇 今後の感染拡大に備えた検査体制・医療提供体制の強化や感染防止対策、「新しい生

活様式」の普及・実践に向けた対応等に万全を期するとともに、経済・雇用情勢、感

染状況等に即して、新型コロナウイルス感染症対策予備費の活用も含め、追加の経済

対策を講じるなど、臨機応変に、かつ時機を逸することなく対応し、地域経済と日本

経済の力強い再生の実現に向けて、引き続き、地方と心を一つに、全力を傾注するこ

と。 

〇 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金については、現時点で既に、全

ての都道府県で臨時交付金の活用見込額が交付限度額を超えており、不足が見込まれ

ることから、地方の取組を強力に支援するため、予備費の充当も含め増額を図るとと

もに、基金への積立て要件の弾力化など、柔軟で弾力的な運用を図ること。 

〇 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金については、予備費により10月以降

分も含め病床・宿泊施設の確保や重点医療機関体制整備に係る交付金が増額されたと

ころであるが、不足額が見込まれる場合には、更なる予備費の充当も含め増額を図る

とともに、病院改修による患者受入体制整備の使途拡充や医療従事者慰労金の対象期

間の延長を含め今後の感染拡大状況に応じ柔軟な対応を行うこと。また、受診控え等

による医療機関等の厳しい経営状況を踏まえ、医療機関や介護・福祉サービス事業所

への経営支援を対象とするなど、実情に応じて都道府県の判断で柔軟に幅広く活用で

きるよう見直しを行うこと。 

①抜粋
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〇 令和３年度以降においても、新型コロナウイルス問題が収束するまでの間は、感染

拡大の防止対策や経済・雇用情勢等に対して、引き続き迅速かつ的確に対応できるよ

う、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金や新型コロナウイルス感染症

緊急包括支援交付金など地方団体が必要となる財源について積極的に措置すること。 

〇 感染防止と併せて、社会経済活動を早期に回復し、地域経済と日本経済の力強い再

生を実現するため、ハード・ソフト両面において、リーマン・ショック時を上回る規

模の国交付金を新たに創設するなど、地域経済の活性化や国土強靭化等に配慮した総

合的かつ積極的な経済対策を早期に講じること。 

〇 新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで景気に対して安定的とされてき

た税目にも、想定を超える大きな減収が生じることが懸念され、地方財政の安定的な

運営に大きな支障を生じさせることが見込まれることから、少なくとも、今回の新型

コロナウイルス感染症による景気への影響が生じている間は地方消費税などを減収補

てん債の対象に追加すること。 
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新型コロナウイルス感染症に関する緊急提言 
 

 

去る９月１６日に発足した菅新内閣におかれては、新型コロナウイルス対策と経

済再生の両立を最優先課題として掲げるとともに、ポストコロナの社会の構築に向

け、必要な投資を行い、再び強い経済を取り戻すことを目指すと表明されている。 

我々４７人の知事も、国民・政府とともに我が国の「国難」を乗り越えるべく、

引き続き地域の力を結集して国民の命と健康を守りつつ、地域経済を活性化するよ

う全力を傾けてまいる所存である。 

ついては、政府におかれては、各都道府県の取組への財政的な裏付けを確実に講

じることをはじめ、以下の項目について迅速に対処されるよう、ここに提言する。 

 

 

１ 今後の新型コロナウイルス感染症対策について 

秋冬の季節性インフルエンザの流行期を控え、新型コロナウイルス感染症と同時

流行する局面に備え、従来の帰国者・接触者外来施設に加えて、今後増加が予想さ

れる診療所への感染防止対策などの診療・検査体制の整備支援や、入院医療機関及

び宿泊療養施設の受入・運営体制の確立等について、引き続き新型コロナウイルス

感染症緊急包括支援交付金等により継続して十分な支援を行うとともに、交付上限

額の見直しや手続きの簡素化、病院・宿泊療養施設の緊急整備・改修等による患者

受入体制整備への使途拡充、一般の入院協力医療機関の空床確保料の引上げ、従来

の病棟を単位とする重点医療機関の施設要件の弾力的な運用等、実態を踏まえた見

直しを行うこと。 

また、実際に発熱患者を受け入れた診療・検査機関に対して、診療報酬上の措置

や協力金の支給など受入れ患者数に応じた支援も行うとともに、スタッフの危険手

当の制度化や罹患した場合の休業補償を行うほか、医療・介護従事者に対する慰労

金について、対象期間の延長や支給対象の拡大など、今後の感染拡大状況に応じ柔

軟な対応を行うこと。併せて、臨時の医療施設等の建築に係る建築基準法等の適用

除外措置について、緊急事態宣言が発令されていない状況でも活用できるようにす

ること。加えて、感染の拡大に対応できる大都市ＩＣＵ拠点の整備等、速やかに対

処すること。 

多数の発熱患者等が適切に相談を受けられる電話相談体制の整備にあたっては、

受診・相談センターの代理的機能を担う医療機関が円滑な運営を行えるよう、補助

基準額の増額又は都道府県ごとの想定上限額の範囲内での柔軟な運用を可能とする

こと。 

インフルエンザワクチンについては、需要増大に対応できる十分な量を安定的に

供給し、高齢者や基礎疾患を有する方、医療従事者など優先的に接種できる体制を

整えるとともに、特に重症化リスクが高い高齢者等に対する予防接種が十分に行わ

れるよう、個人負担の軽減を図ること。 

さらに、今後増加が見込まれるＰＣＲ検査の需要に対応するため、検査機器の導

入や試薬の供給、空港も含めたＰＣＲ検査センター設置・運営など、検査に要する

経費や民間検査機関を活用した検査体制の拡充について国として支援を行うととも

に、目標とする 1 日 20 万件の検査を確実に実施できるよう、国として責任を持って

②
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試薬や検査キット等の安定供給体制を構築すること。併せて、自己採取可能な鼻腔

スワブ検体や唾液による検査を進め、簡易検査キットの擬陽性発現などの不具合を

防止することにより、診療所等でも広く対応可能な検査手法の開発、検証及び普及

促進を図ること。 

なお、指定感染症の運用見直しにあたっては、軽症者や無症状病原体保有者につ

いて、まん延防止や発症・重症化した際の迅速な対応を行う観点から入院措置を行

うこととしつつ、感染状況のステージや季節性インフルエンザの流行状況も踏ま

え、医療提供体制がひっ迫するおそれが高い場合には、宿泊療養施設や自宅での療

養を基本とすることとし、併せて、これらの医療機関以外での療養について明確な

法的位置づけを行うこと。また、今後の見直しに当たっても、入院勧告や医療費の

公費負担、積極的疫学調査等の措置を通じて各都道府県が大都市部・地方部それぞ

れの手法により精力的に感染拡大を食い止めている実情に沿った改善を都道府県毎

の裁量を活かして図ることを基本として、地方の意見と十分にすり合わせを行った

上で、地域により感染状況や医療提供体制等が異なる実態に即した慎重な検討を行

うこととし、現場の運用を変更する必要がある場合には、十分な周知期間を設ける

こと。 

さらに、利用者の声を十分に踏まえてＨＥＲ－ＳＹＳの使い勝手の改善を図ると

ともに、データの抽出機能の追加など有効活用に向けた課題解決に取り組むこと。 

  

２ 新型コロナウイルス感染症対策に係る法的措置等について 

新型コロナウイルス感染拡大防止のためには、陽性者の早期発見・封じ込めが重

要であり、特別措置法第24条や感染症法第16条の運用弾力化など全国知事会の要望

に沿った措置が講じられたところだが、未だ実効性のある対策を講じていく法的手

段や財源が十分とは言い難く、保健所による積極的疫学調査や健康観察、都道府県

知事による事業者への休業要請の実効性を担保するための罰則規定など、食中毒発

生時の営業停止処分や店名公表のような即効性のある法的措置を講じるとともに、

あわせて国による補償金的な「協力金」に関して国において早急に議論を進めるこ

と。 

また、疑い患者等に係る情報など、隣接圏域における保健所間等の情報共有の仕

組みを確立するとともに、感染者情報の統一的な公表基準を定め、併せて、都道府

県境を跨ぐ移動についての考え方を含めた基本的対処方針の改定や地域限定も含め

た緊急事態宣言の発動について、地方と十分協議しながら適切に行うこと。 

   

３ 医療機関等や福祉施設の経営安定化について 

新型コロナウイルス感染症の患者を受け入れた医療機関に加え、受け入れていな

い医療機関においても、受診控えもあり経営が一層厳しくなっている。地域の実情

に応じた持続可能な医療機関の経営に資するため、地方の意見にも配慮した診療報

酬の引上げや福祉医療機構による無利子・無担保貸付拡充、公立・公的病院をはじ

めとする全ての医療機関に対する財政支援など、医療機関の経営悪化へ歯止めをか

けるよう戦略的かつ継続的に対処すること。 

併せて、薬局・健診機関、介護・福祉サービス、あん摩マッサージ・鍼灸等の事

業所等についても、処方箋受付の減少や利用控えなどにより経営上困難な状況であ

ることから、経営安定化のための財政支援等についても、新型コロナウイルス感染

症緊急包括支援交付金の拡充を図るなどの支援を行うこと。 
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４  水際対策について 

政府は 10 月初めにも全世界からの入国を条件付きで再開する方向で調整を進めて

いるが、感染の再拡大に繋がらないよう入国規制の緩和については慎重に進めると

ともに、今後、入国者・帰国者の段階的な増加が相当程度想定されるため、国内す

べての国際空港及び沖縄等離島路線に係る国内空港等で、運営権者等関係者と早急

に調整を行い、ＰＣＲ検査等の十分な待機場所及び検査場所を確保すること。また、

ＰＣＲ検査等の結果が判明するまでの間、検疫所長が指定する待機施設等で 入国

者・帰国者全員を留め置くこととし、これを周知徹底するとともに、そのための十

分な収容能力を確保すること。なお、入国時に中長期の滞在先が未定の外国人も少

なくないため、住民票の早期提出を推奨すること。 

また、検査結果が陽性の場合は、国の責任において、国内での入国者・帰国者の

住所・居所に応じて、十分な入院先や宿泊療養施設を確保するなどにより、特定の

都道府県に過度な負担が生じないようにすること。 

さらに、今後の入国制限緩和の見通しに応じて、検疫所の人員増強、新たな検査

手法の導入、検査能力の飛躍的な拡充など、検査体制の抜本的な強化を図ること。

併せて、洋上における緊急上陸などへの対応も踏まえた体制整備も構築すること。 

加えて、検査結果判明後、速やかに自治体への情報提供を行うこと。また、速や

かな濃厚接触者の特定につながるよう、入国者・帰国者に対しても、検疫所におい

て、接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ」の利用促進を図ること。 

新型コロナウイルス感染症に関する情報については、入国時の多言語での分かり

やすい情報発信の充実及び啓発を図るとともに、在住外国人に対して、標準予防策

などの感染拡大防止対策の周知を大使館等を通じて行い、外国人陽性患者等に対す

る積極的疫学調査・入院治療説明・健康観察に関し、国において電話医療通訳サー

ビス等を活用した支援を行うなど、保健所の負担軽減を図ること。 

また、米軍基地での感染症防止対策の徹底強化を強く求めるとともに、必要な情

報が関係自治体へ速やかに提供されるよう、米軍に働きかけること。 

 

５  社会経済活動の段階的引上げについて 

新型コロナウイルスの感染拡大により日本経済はこれまでに類のないリスクに直

面していることから、公共事業費の大幅な上積みも含め実効性のある総需要対策を

予備費の活用も含め機動的に展開するとともに、ポストコロナに向けて継続的に経

済・雇用安定対策を講じること。特に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金については、地域の実情に応じた経済・雇用対策を行うことができるよ

う、交付金の積み増しや基金の積立て要件弾力化・期間延長も含め、更なる財政支

援を検討するとともに、令和３年度以降も新型コロナウイルス感染症の収束まで継

続すること。 

今回のコロナ禍により甚大な影響が生じている産業への支援として、各種の「Go 

To キャンペーン事業」が順次スタートしているが、トラベル・イート事業で示され

たステージⅠ又はⅡ相当での実施という基準を踏まえ、感染拡大時における除外地

域の機動的な見直しができるような制度を検討すること。 

また、観光関連産業をはじめ地域経済が持続的に維持・回復できるよう、Go To 

キャンペーン事業を現行の期限で終了することなく、特に、令和２年７月豪雨の被

災地の災害復旧の状況も踏まえ、予算が不足する場合は予備費を活用するなど、継

続的な需要喚起を図るよう支援すること。なお、Go To トラベルの実施に当たっては、
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旅行者に対して感染症対策を国として強く呼びかけるとともに、「地域共通クーポ

ン」の運用にあたっては、地域性や周遊旅行の内容・特性を踏まえ、実質的に隣接

する地域にするなど地方の意見を十分に反映した仕組みとすること。 

また、こうした需要喚起策と併せて、「新しい生活様式」や「業種別ガイドライ

ン」について、住民や事業者に対する広報・啓発も含め推進の徹底を図ること。特

に、軽症のまま感染を広げかねない若年層や、感染者が急増している外国人に対し、

ＳＮＳ等を通じて国全体で強力に呼びかけを行うこと。 

厳しい状況が長期化している中小企業等に対する資金繰り支援を強力に展開する

ための都道府県制度融資を活用した民間金融機関による実質無利子・無担保融資に

ついて、保証申込期間及び融資実行期間の延長、融資限度額（現在４千万円）の引

上げ、利子補給の期間延長など、支援制度のさらなる拡充を講じるとともに、信用

保証協会に対する日本政策金融公庫の中小企業信用保険填補率引上げや同協会に対

する自治体の損失補償への財政支援、利子補助・信用保証料補助に係る融資期間終

了までの財政支援や預託原資調達に伴う借入金利息支援、新型コロナ対策資本性劣

後ローンの返済期間延長や金利の引下げ等の条件緩和を行うこと。併せて、申請が

殺到している「地域企業再起支援事業」や「サプライチェーン対策のための国内投

資促進事業費補助金」等について、予備費も活用して増額を行うとともに、今後も

現下の経済状況が継続する場合は、持続化給付金の複数回給付や売上減少要件の緩

和等の検討を行うこと。 

さらに、有効求人倍率の低下が全国的に続いており、雇用情勢の更なる悪化が懸

念されていることから、業種間での労働移動などの促進策を講じてもなお必要とな

る場合には、雇用の受け皿を確保するため、リーマン・ショック時を上回るような

基金を活用した「緊急雇用創出事業」を早急に創設するとともに、延長された雇用

調整助成金の特例については、来年以降も経済・雇用情勢等を十分踏まえ柔軟に対

応すること。 

なお、国民の不安感が社会経済活動の大きな障害になっていることから、これを

検査の戦略的拡大によって克服し経済活動を活性化させるため、必要性・優先度・

財源等を国において整理した上で、自己負担額を軽減し、誰でも検査が受けられる

体制を早急に構築すること。 

 

６ 新型コロナウイルス克服実現に向けて 

新型コロナウイルスを完全に制圧するため、政府は基金の創設など大胆な資金投

入を行い、責任をもって必要十分なワクチンの開発・確保・供給を図るとともに、

特効薬や治療法の確立を実現すること。 

また、これまでの感染の波の経験を踏まえ、各都道府県が効率的かつ実効性ある

感染拡大防止策を講じつつ、社会経済活動の段階的な引上げに取り組めるよう、国

においては、医学的な知見や職場感染など感染拡大につながった具体的状況を都道

府県とも共有し、事業活動や国民の行動における感染リスクを評価・分析するとと

もに、必要に応じ業種別ガイドラインを見直し、事業者が実施する感染防止対策へ

の支援を拡充すること。 

 

 

 

 

 

42



- 5 - 

７ 誰一人取り残さないポストコロナ時代に向けた社会づくり 

この度のコロナ禍の状況の中で、誰一人取り残さない社会を構築するため、保護

者の感染により在宅での養育が困難になった家庭への支援や、こども食堂・ひとり

親家庭への支援、大学生の経済的負担軽減、大学における感染防止対策への支援を

行うとともに、こども・若者に対する支援を令和３年度においても引き続き迅速に

対応できるようにすること。併せて、生活福祉資金貸付の受付期間を延長し、債権

管理費については国が責任を持って確実に財源措置すること。 

また、ポストコロナの時代を見据え、５Ｇをはじめ情報通信基盤の整備やサプラ

イチェーンの強靭化を進め、「多核連携による分散型国土の形成」に取り組むこと。 

 

８ 偏見・差別行為・デマ等の排除について 

 病魔と闘う感染者及び最前線で治療にあたる医療従事者をはじめ国民の健康や暮

らしを支えている方並びにこれらの家族、更には他の都道府県からの来訪者や外国

人等に対して、デマが拡散されたり、差別や偏見、心ない誹謗中傷、人物の特定な

ど、人権が脅かされる事例が横行していることは、我々が深く憂慮するところであ

る。こうした行為は当事者を深く傷つけ、平穏な社会生活を送る妨げになるのみな

らず、積極的疫学調査をはじめ感染症拡大防止への協力も得にくくなるなど、国を

挙げて克服すべき喫緊の課題となっており、国としても継続的な広報や教育・啓

発、相談窓口の充実・強化、差別・偏見を受けた方への支援などの感染症法等法令

への位置づけ、「情報提供・共有（リスクコミュニケーション）に関するガイドライ

ン」の見直しも含め、人権を守る対策を強力に講じること。 

 また、感染者が発生した場合の情報公開の内容等によって偏見・差別等を招くお

それもあることから、国において感染者情報等の統一的な公表基準を定めること。 

 

９ 地方財政への支援について 

この度の新型コロナウイルスがもたらした影響により、地方税収はかつてない大

幅な減収を迫られ、財源難の中の歳出増も予測されることから、令和３年度の地方

財政対策においては、地方が新型コロナウイルス感染症防止対策はもとより、各種

の行政サービスを提供できるよう、地方一般財源総額及び地方交付税総額の確保・

充実を万全に行うこと。  

併せて、地方交付税制度における減収補填の対象となっていない地方消費税等の

税目についても減収補填債の対象とするなど、必要な財源補填措置を講じること。 

 

 

令和２年９月２６日 

 

       全国知事会新型コロナウイルス緊急対策本部 

 本部長          徳島県知事 飯泉 嘉門 

 本部長代行・副本部長   鳥取県知事 平井 伸治 

 副本部長         京都府知事 西脇 隆俊 

 副本部長        神奈川県知事 黒岩 祐治 

本部員         ４３都道府県知事     

43



1 

地方創生及び地方分権改革の推進について 

令和２年 10 月 13 日 

地 方 六 団 体 

我が国の景気は、新型コロナウイルス感染症の影響で依然として厳しい状

況にあり、今後の地方財政運営は相当厳しいものになることが想定される。 

地方はこれまで高齢化の進展等に伴う社会保障関係費の増嵩分について、

給与関係経費や投資的経費など国を相当に上回る懸命な歳出削減努力により

吸収するなどして、地域の実情に沿ったきめ細やかな行政サービスを提供し

てきた。 

加えてこれからは、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、人口減少

の中で地域に雇用を確保し、新しいひとの流れを生み出すことで地方創生を

実現するとともに、頻発する大規模な自然災害等への対応や強靱な国土づく

り、持続可能な社会保障制度づくりや次世代を担う「人づくり」などの本来

的な課題の解消についても、手を止めることなく進めていく必要がある。 

こうした現下の状況を十分に踏まえ、国においては、以下の抜本的な対策

を講じられたい。 

□ 新型コロナウイルス感染症に関する取組

□ 地方創生の実現に必要な安定的財源の確保

□ 人口減少に対応したまちづくり

□ 防災・減災対策の推進と強靱な国土づくり

□ 持続可能な社会保障の基盤づくり

□ 次世代を担う「人づくり」

□ 地方分権改革の着実な推進

□ 地方税財源の確保・充実

③抜粋
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□ 新型コロナウイルス感染症に関する取組 

〇 今後の感染拡大に備えた検査体制・医療提供体制の強化や感染防止対策、

「新しい生活様式」の普及・実践に向けた対応等に万全を期するとともに、

経済・雇用情勢、感染状況等に即して、新型コロナウイルス感染症対策予

備費の活用も含め、追加の経済対策を講じるなど、臨機応変に、かつ時機

を逸することなく対応し、地域経済と日本経済の力強い再生の実現に向け

て、引き続き、地方と心を一つに、全力を傾注すること。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金については、例えば、

現時点で既に、全ての都道府県で臨時交付金の活用見込額が交付限度額を

超えているなど、不足が見込まれることから、地方の取組を強力に支援す

るため、予備費の充当も含め増額を図るとともに、基金への積立要件の弾

力化など、柔軟で弾力的な運用を図ること。 

 

○ 秋冬の季節性インフルエンザと新型コロナウイルス感染症が同時流行す

る局面に備え、従来の帰国者・接触者外来施設に加えて、今後増加が予想

される診療所への感染防止対策などの診療・検査体制の整備支援や、入院

医療機関及び宿泊療養施設の受入・運営体制の確立等について、引き続き

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金等により継続して十分な支

援を行うとともに、交付上限額の見直しや手続の簡素化、病院・宿泊療養

施設の緊急整備・改修等による患者受入体制整備への使途拡充、一般の入

院協力医療機関の空床確保料の引上げ、従来の病棟を単位とする重点医療

機関の施設要件の弾力的な運用等、実態を踏まえた見直しを行うこと。特

に、年度途中における事業費の増大に対応するため、交付金の予算流用が

柔軟にできるような事業区分の追加・見直しや事務の簡素化、予算の迅速

な追加交付、さらには予算の繰越処理など、年度末にかけて事務処理が滞

ることのないよう柔軟な対応を行うこと。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の患者を受け入れた医療機関に加え、受け入

れていない医療機関においても、受診控えもあり経営が一層厳しくなって

いる。地域の実情に応じた持続可能な医療機関の経営に資するため、地方

の意見にも配慮した診療報酬の引上げや福祉医療機構による無利子・無担

保貸付拡充、公立・公的病院をはじめとする全ての医療機関に対する財政

支援など、医療機関の経営悪化へ歯止めをかけるよう戦略的かつ継続的に

対処すること。あわせて、薬局・健診機関、介護・福祉サービス、あん摩マ

45



3 

ッサージ・鍼灸等の事業所等についても、処方箋受付の減少や利用控えな

どにより経営上困難な状況であることから、経営安定化のための財政支援

等についても、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の拡充を図

るなどの支援を行うこと。 

 

○ 令和３年度以降においても、新型コロナウイルス問題が収束するまでの

間は、感染拡大の防止対策や経済・雇用情勢等に対して、引き続き迅速か

つ的確に対応できるよう、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金や新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金など地方団体が必要

となる財源について積極的に措置すること。 

 

〇 感染防止と併せて、社会経済活動を早期に回復し、地域経済と日本経済

の力強い再生を実現するため、ハード・ソフト両面において、リーマン・

ショック時を上回る規模の国交付金を新たに創設するなど、地域経済の活

性化や国土強靭化等に配慮した総合的かつ積極的な経済対策を早期に講じ

ること。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、これまで景気に対して安定的

とされてきた税目にも、想定を超える大きな減収が生じることが懸念され、

地方財政の安定的な運営に大きな支障を生じさせることが見込まれること

から、少なくとも、今回の新型コロナウイルス感染症による景気への影響

が生じている間は地方消費税などを減収補塡債の対象に追加すること。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症のワクチンについて、国民及び地方自治体に

対し、安全性及び有効性等の情報を十分に周知すること。また、ワクチン

接種の実施に当たっては、国の主導的な役割のもと、準備経費等を含め全

額国費負担とすることはもとより、地方自治体に過度な負担が生じないよ

う、役割分担等に十分に配慮するとともに、副反応等による健康被害救済

や相談対応について、国の責任を明確化し、円滑な実施体制を構築するこ

と。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症拡大により影響を強く受ける中小企業・小規

模事業者、農林漁業者等は依然として厳しい状況が続いていることから、

政府系金融機関等による特別貸付の無利子期間延長や保証料補助要件の緩

和など、更なる資金繰り支援を強化すること。また、引き続き審査期間の

短縮、手続の簡素化などに取り組み迅速な融資実行を行うこと。さらに、

46



4 

光熱費や社会保険料などの事業用固定費についても負担軽減に係る制度を

創設すること。 
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